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    　ようやく学校にも慣れた六月の放課後。


    　僕はいつものとおり、第二新聞部の部室へと向かっていた。その名のとおり二番目の新聞部だ。本来ひとつしかなかったはずの新聞部。僕の入学前にいざこざがあり分裂状態になったらしい。


    　当然そんな部活に人気があるわけもなく、第二新聞部の部長であり、僕のいとこでもある二に階かい堂どう彩あや香かが事実上ひとりで切り盛りしていたらしい。


    　僕が部室の扉とびらをあけると、すでに部室には彩香がいた。部室の中央に据すえられたちゃぶ台、そこで熱心にノートＰＣのキーボードを叩たたいている。


    「やあ、今日きようも忙しそうだね」


    「ねえ、勇ゆう樹き。日本が誇るものってなんだと思う？」


    　彩香は僕の社交辞令には返答せず、唐突にそう僕に問いかけた。


    　キーボードを打つ手を止めて、じっと僕の顔を覗のぞき込んで答えを待っている。こんなとき彩香はすでに自分の中に答えがあって、僕の口から正解が出るのを待っているのだ。


    　日本が誇るもの……？　質問のタイミングも唐突だが、その内容も唐突だ。


    「えーと……、寿司？」


    「違う！」


    「富士山？」


    「違う！　あんな山、どうでもいいでしょ。標高が高いところで売ってる水とか、ぼったくりだし！」


    「どうでもよくはないよ。世界遺産だよ」


    「とにかく、違うったら、違う！」


    　彩香はちゃぶ台を手のひらで叩くと、そう断言した。違いはしないと思うけど……。間違いなく寿司は日本が誇るもののはずなのだが、彩香が望む答えではなかったらしい。


    「じゃあ、忍者？」


    「全然違う！　もう、勘が悪いんだから」


    「なんで？　少なくとも寿司は正解だと思うんだけど」


    「違うんだよね。お寿司も日本が誇るものだけど、その寿司を握った職人さんが仕事を終えたあとにすることといえばなに？」


    「ビールを飲むとか？」


    「そのビールを飲みながら、見ているものは？」


    「流れ星？」


    「違う！　そんなロマンチックな寿司職人さんはいない！」


    　彩香が先ほどより激しくちゃぶ台を叩く。


    　……いると思うけど、寿司職人さんがロマンティストでなにが違うんだ。しかし彩香の望む回答とは違ったようで、強制的に僕に正解させるべく、イライラした口く調ちようで、さらにヒントを与えられる。


    「あるでしょ、日本が誇るコンテンツが。クールジャパンの原動力のあの映像コンテンツが。寿司職人の疲れを癒いやし、忍者の心に潤うるおいを与えているコンテンツは？　毎週なにメーションを楽しみにしていると思う？」


    　なにメーションって……。要するにアニメの話がしたいのね。だったら最初から自分で言えばいいのに。まったく面倒くさい。


    「それでアニメがどうかしたの？」


    「新聞の特集に決まってるじゃないの！　日本が誇るコンテンツ産業であるアニメの製作現場からお悩みを募集して、そのお悩みに答えることによって、現場の人たちのお役に立てると同時に、アニメの知らなかった一面を知ることもできる。すばらしい企画だと思わないの？」


    　彩あや香かは自分で自分のアイディアに興奮しているのか、目をキラキラと輝かがやかせて、情熱的に自説をまくし立て続ける。どういう伝つ手てがあったのかは知らないが、アニメ関係者に取材して、お悩みを集めてくることに成功したらしい。


    「勇ゆう樹き、これはチャンスだよ。この九く文もん学園にもアニメのファンはいっぱいいるでしょ。その人たちを取り込んで、部数を一気に伸ばす千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンス！」


    「そ、そうだね」


    「なんでそんなにテンション低いの！」


    　僕の返事が気に入らなかったのか、ただでさえ興奮している彩香の声のボリュームがより一層大きくなる。僕のテンションが低いわけではなく、ただ彩香のテンションについていけないだけなのだが。


    「こんなチャンスめったにないんだからね。アニメの製作現場の悩みに答え、日本が誇るコンテンツビジネスの発展に寄与し、クールジャパン政策推進の一助となり、第一新聞部の浅あさ野のを悔くやしがらせる」


    　浅野とは第一新聞部部長の浅野浩こう太たのことなのだが……。なんというか、途中までの壮大な計画に対して、最後の尻しりすぼみ感が半端ない。


    　しかし彩香はそんなことちっとも気にならないようで、[image: ]こぶしを振り上げ、もはや独裁者が演説しているかのようにまくし立てる。


    「名づけて、お悩み相談コーナー特別企画『アニメのお悩みにもお答えします』だよ！　かかってるから、この企画に！　第二新聞部の命めい運うんが！　さあ、いつものお悩み相談メンバーを集めて！　『鉄は熱いうちに打て』『相談は悩んでるうちに答えろ』だよ！　じゃあ、頼んだから」


    　彩香はそう言い終えると、自分の前に置いてあったペットボトルのお茶をひと息に飲み干し、さっそうと部室を出ていってしまった。


    　相変わらず強引すぎる。しかし彩あや香かに頼まれてしまっては断ことわることはもはや不可能だ。


    　特別企画『アニメのお悩みにもお答えします』か。第二新聞部の命運をかけたわりには無難な企画名……。しかし、答えるのはいつものメンバー。無難ではすまないのだろう。


    　僕はお悩み相談メンバーたちのアドレスへと、集合のメールを送ったのだった。

  


  
    【相　談　１「自分の肩書きについて」】


    
      新につ田た ひより

    


    



    　声優として活動しているのですが、現在は高校生であることもあり、現役女子高生声優の肩書きで活動しています。でもいずれ高校を卒業し、現役高校生声優の肩書きはなくなってしまいます。卒業後はどんな肩書きで活動すればいいのか不安になってしまいます。どうしたらいいでしょうか？

  


  
    Answer's
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    梨　乃：時間の進み方は一定ではない。


    　　　 必要な時間だけ女子高生でいればよい。
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    ふ　み：高校生声優よりも強いキャッチフレーズを考えるのです。
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    いくみ：不安なんて運動で吹き飛ばせ！　肩書きも運動で吹き飛ばせ！

    

  


  
    　こうして通常のお悩み相談コーナーと並行して行おこなわれることになった特別企画、『アニメのお悩みにもお答えします』。一回目の相談者は現役女子高生声優、新につ田たひよりさんからだ。女子高生声優であるとの肩書きがなくなったらどうしたらいいのかとの相談。


    　そもそも声優として活動できているだけでもすごいと思うが……。やはり厳しい競争の世界を勝ち抜いていくにはいろいろと戦略が必要なのかもしれない。とても我々で回答が出せるとは思えないが、せめてヒントになるくらいのことはしたいものだ。


    　事前にメールで相談を送ったために、すでに三人の回答は出そろっている。


    　その中から、まずは理系代表、遠えん藤どう梨り乃のの回答から詳しく聞いていくことにする。


    　時間の進み……、相変わらず、ひと目見ただけでは理解しにくい回答だ。


    「この梨乃の回答は相そう対たい性せい理論についてなのかな？」


    「相対性理論、知っているのか？」


    　僕の問いに、これまで無表情だった梨乃の顔がかすかにほころぶ。


    　長い黒髪とメガネの印象もあるのか、寡か黙もくでクールな印象の梨乃だが、理系の話題になると急に能弁になるのだ。


    「そんなに詳しく知っているわけじゃないけど、すごく速く動くと時間がゆっくりになるとか、そんなことだったよね」


    「うむ。速度だけではなく、強い重力場でも時間の進みは遅くなるのだが、間違いではない、相そう対たい性せい理論は最初に発表された特殊相対性理論とその十年後に発表された一般相対性……」


    　さっそく夢中になって語り始める梨り乃の。聞いてあげたいのはやまやまだが、いまはそのタイミングではない。


    「相対性理論については今度聞くとして、それが相談となんの関係が」


    「いや、そもそも時間についてまずはしっかりと理解するべきだと思ったのだ。時間とは常に一定ではなく、早くも遅くもなるのだと」


    「なるほど、なんだか深そうですね。それで、どうやって時間をゆっくりにするのですか？　もしかして、新につ田たさんが高速で動くとか……？」


    　興味深そうに身を乗り出したのは、文系代表の回答者、九く条じようふみだった。その体勢になると、ふみの豊かな胸部が強調されて、むしろ僕はそっちが興味深くなってしまいそうではあるが。


    「なにも高速で動く必要はない。女子高生としての期間を延ばす方法はもっと簡単ではないか。……留年すればよいのだ」


    「ダメじゃないですか！」


    　先ほどまで興味津しん々しんの様子だったふみが明らかに落らく胆たんしている。


    「うむ。ダメだが肩書きを手放さないためには仕方あるまい」


    「梨乃さん。留年した女子高生声優ではむしろ魅力がないと思いますよ」


    「そ、そうなのか……では一回卒業して、もう一度別の工業高校などに入学を……」


    「ですから、違います。女子高生の肩書きとはフレッシュさと初うい々ういしさの象徴なのです。高校生であればなんでもいいのではありません」


    「……むむ、フレッシュさ、そのようなものなのか……。女子高生であることをそんなふうに考えたことがなかったのだ」


    　どうやら、梨乃は自分も女子高生なのに、いや自分がそうだからか、現役女子高生であることの価値について無む頓とん着ちやくなようだ。


    　あてが外れて肩を落とす梨乃。その肩にそっと手を添えたのは体育会系代表の回答者、鈴すず木きいくみだった。


    「わははっ！　やっぱり理系は実際には役に立たないね。声優さんも厳しい世界でしょ。厳しい世界の話はやっぱ体育会系に聞かないとね」


    　なぐさめるのかと思ったが、そうではないみたいだ。


    　梨乃の背後に回り込んでバシバシと何度も両肩を叩たたいている。


    「そ、そんなことはない。ちょっと現役女子高生なるものの価値観を理解していなかっただけではないか」


    「梨乃は勉強ばっかりしてるから女の武器はわかんないんだよね。ＪＫはモテるんだよ。見なよ、この引き締まった身体からだを！」


    　なぜかいくみは腰をくねらせてポーズを取ると、梨乃に向かってアピールする。たしかによく引き締まった腰だ。残念ながら胸も引き締まってはいるが。


    「私にアピールしてどうするのだ。私だって、同じではないか」


    「同じじゃないよ。ＪＫの魅力もいろいろなんだから。私はこの引き締まったボディーだし。ふみはおっぱいだし。梨り乃のはメガネ」


    「なぜ私だけ、付属物なのだ！」


    「いくみさん。私も納得してませんからね」


    　なんだか変な方向で揉もめだしてしまった。それぞれのＪＫとしての魅力は重々承知してはいるが、そんなことより新につ田たさんの肩書きだ。軌き道どう修正しないと。


    「まあ、まあ、それでいくみはどうしたらいいと思う？」


    「不安なんてスポーツで吹き飛ばすのさ！」


    　いくみは力強く[image: ]こぶしを握りしめ、そう宣言した。


    　しかし、梨乃とふみの反応は薄い。


    「いくみは吹き飛ばしすぎではないか？」


    　先ほどからかわれたお返しとばかりに梨乃が反撃を試みる。


    「なんでさっ！　くよくよ悩むより、スポーツしてモヤモヤを吹き飛ばしたほうがいいでしょ」


    「それは忘れているだけで、問題は解決していないではないか。新田さんがいくみのようになっては気の毒だ」


    「なにをっ！　梨乃、吹き飛ばすよっ！」


    　獲え物ものを狙ねらう猫のように、低く身構えるいくみ。もはや物理的に梨乃を吹っ飛ばす勢いだ。


    「私を吹き飛ばしても、テストの点は上がりはしないぞ。不安に立ち向かわないと問題は解決しないのだ」


    　梨乃の言葉にいくみの顔が真っ赤かになる。どうやら痛いところを突かれたようだ。


    「私のことはいーのっ！　これはひよりちゃんの問題なんだからっ！」


    　その場でどたどたと地じ団だん駄だを踏みながら、必死に言葉を続ける。


    「それにスポーツしたら身体からだも鍛きたえられるし！　高校を卒業しちゃっても、鍛えた身体はなくならないから。そして私のようにダイナマイト・ボディーを手に入れるんだよ！　そうしたら、ひよりちゃんも私みたいに人気者になれるよ！」


    「ニトログリセリンが大幅に不足したダイナマイトだな」


    　梨乃はいくみの胸のあたりに視線を送りながら、そう呟つぶやく。


    「なんだかわかんないけど、また馬ば鹿かにしたね！　なんとかセリン知らないけど、あるから。いっぱいあるよ。ないのは梨乃！」


    　今度はいくみが梨乃の胸をびしっと指さす。


    「知りもしないのに反論するのではない。それに私は……それなりに……ダイナマイトなのだ」


    　梨乃は自分で言っておきながら顔を真っ赤にして照れている。ならば言わなければいいのではないかと思うが、いくみに言い負けるのが嫌なのだろう。しかし負けん気の強さはいくみも同等以上だ。


    「どこがなのさっ！　梨り乃のはノーダイナマイトじゃん。私は腰とかそっち方向のダイナマイトだから！　このメガネマイト！」


    「いくみがダイナマイト・ボディーなど、認めない。私だけでなくノーベルも認めないはずだ！」


    　非常にくだらないテーマで激しくののしりあう梨乃といくみ。さすがに見かねたのか、ふみが止めに入る。


    「梨乃さん。いくみさん。落ち着いてください」


    「ふみはダイナマイトだからって偉そうに！」


    　いくみの手がふみの胸へと伸びる。そして、そのままわし摑づかみにした。


    「ちょっと、なにをするんですか」


    「ダイナマイトめっ！　ズルいぞ。こんなになんとかセリンを溜ため込んでっ！」


    　憎しみをこめて乱暴にふみの胸を激しく揉もみしだく。羨うらやましいのはわかるが、なんてことをするんだいくみ。これは止めないと……、ただしもうちょっと観賞してからだが。


    　うん。いいぞ、そう両手でいけ。そうだ。もっと全体的に。ぶるんぶるんとなる感じで……、そうそう……。よしよし。うむうむ。ふーっ。
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    「……やめるんだぁ。いくみ」


    　僕は十分に堪たん能のうしたのち、ついにいくみの手をふみの胸から引き剝はがす。


    「すっかり話が逸それちゃってるから、ちゃんと新につ田たさんの相談に答えようよ。じゃあ改めてふみの意見を……」


    　……ふみの目が猜さい疑ぎ心しんに満ちている。十分に堪能してから助けたことを気づかれたか？


    「ふみの意見はキャッチフレーズをつけるってことだったよね……」


    　なおもその視線は冷たい。しかし嫌けん疑ぎ不十分と見なされたようで、「ふう」と一度深呼吸して、自分の意見を述べ始める。


    「みなさん。新田さんは肩書きがなくなることの不安について相談しているのです。ですからやっぱり卒業してからも使える肩書きというか、キャッチフレーズを考えるのが一番正しい解決方法だと思うんですよ」


    　ふみはまるで母親が子供を諭さとすような口く調ちようで自説を述べる。最初にふみに意見を聞けばよかったと思うような非常にまっとうな考えだ。そうしておけば、むなしい口論をすることなく、非常に建設的な議論ができたはずだ。


    「それで、どんなキャッチフレーズがいいと思う？」


    　僕の問いに小さくうなずくふみ。どうやらすでに案があるようだ。


    「そうですね。たとえば、『砂さ漠ばくの狼おおかみ』はどうでしょうか？」


    　……全然まっとうじゃなかった。


    「女子高生声優、新田ひよりから、砂漠の狼、新田ひより……。ちょっと飛びすぎじゃないかな？　なんていうか、砂漠の狼、声ガラガラっぽくない？」


    「そんなことないですよ。私のイメージでは砂漠の狼はどこか切なく、はかなげな声で鳴くと思います」


    　ふみはそう言うと、そっと目を閉じる。おそらくふみの脳のう裏りには砂漠で遠とお吠ぼえする狼の姿が浮かんでいるのだろう。きっとふみの脳裏に浮かぶ砂漠の狼はかっこいいのだろうが、新田さんの新しい肩書きにはまったくふさわしくない。


    「キャッチフレーズを考えるのには賛成だけど、砂漠の狼はイメージと違うんじゃないかな」


    「そうですか？　ではどんなのがいいのでしょうか？」


    「じゃあ、みんなで考えようか……せっかくの相談だから、みんなのアイディアを結集したほうがいいと思うんだよ」


    「たしかにそうですね。でしたらいい考えがあります」


    　ふみはぱちんと両手を叩たたくと、自分の鞄かばんからノートを取り出す。ノートのページを切り取り、それを分割して小さな短たん冊ざく状にしていく。どうやらこの短冊にそれぞれが新田さんのキャッチフレーズを書いていくつもりらしい。


    「さあ、梨り乃のさん。いくみさん。キャッチフレーズをどんどん書いてください」


    　ふみが短たん冊ざくを梨り乃のといくみに配布する。


    　その手際のよさに圧倒されたのか、梨乃といくみはおとなしく指示に従い、短冊にキャッチフレーズを書き込んでいく。


    　三人寄れば文もん殊じゆの知恵とことわざにもある。それぞれは非常に残念でも三人の力を合わせればすばらしいキャッチフレーズが出てくるかもしれない……。


    　数分後、埋められた短冊がちゃぶ台に並ぶ。


    『砂さ漠ばくの狼おおかみ』、『声優界のアインシュタイン』、『ダイナマイト・ボディー』、『不死身の鬼おに美み濃の』、『人類が生んだ最高傑作』、『フェンス際の魔術師』……。


    　ひと目見ただけでも誰が書いたものかわかる。


    　そして、それでいてどれもが使えなさそうなこともわかる。頑張って考えたのはわかるのだが、どれも大げさすぎるんじゃないだろうか……。


    「大丈夫ですよ。赤あか松まつさん、ここからがこの方法のいいところです」


    　ふみは僕の不安を察知してか、そう言うと、並んでいる短冊をちゃぶ台の上で動かし始める。


    「ひとりひとりのアイディアはイマイチでも組み合わせればきっといいものになるはずです。たとえば……」


    　ふみはふたつの短冊を選ぶと重ね合わせる。こうしてできた新しいキャッチフレーズが、


    『声優界の最高傑作』


    「なんだか普通でインパクトに欠けるのではないか？」


    　梨乃が重ねられた短冊を見つめて不満げな表情を浮かべる。


    「うーんたしかにそうですねえ。ではこれならどうでしょうか？」


    　ふみは再び短冊を右に左にと動かす。


    『人類が生んだアインシュタイン』


    「人類以外が生んだアインシュタインなどいないではないか！」


    「私にもやらせてよ」


    　今度はいくみが挑戦するようだが……。


    『フェンス際のダイナマイト』


    「ただの不審物ではないか！　テロの疑いがあるぞ」


    「えーかっこいいじゃん。じゃあこれは？」


    『狼・ボディー』


    「獣じゆう人じんになっているではないか！」


    「じゃあ梨乃もやってよ」


    『アインシュタイン・ボディー』


    「わはは、なにそれ。梨乃もダメじゃん」


    「ち、違う、これはまだ途中なのだ」


    　梨り乃のは顔を真っ赤かにして弁明しているが、いくみは梨乃の話を聞いていない。勝手に梨乃の組み合わせた短たん冊ざくの上にさらに一枚追加する。


    『鬼おにンシュタイン・ボディー』


    「誰なのだ、鬼ンシュタインって！」


    「アインシュタインこそ、誰さ！」


    　いくみは小ぶりな唇くちびるを突き出して、負けじと言い返しているが……、アインシュタインは知っておこうよ！


    　……ひどいことになってしまった。この短冊システム、よいアイディアよりもむしろ悪ノリを生む装置として有効なんじゃないのか。ここはいったん整理したほうがよさそうだ。


    「ちょっと、一回落ち着こう。この方法を否定するわけじゃないけど、一度新につ田たさんのプロフィールを確認してみない？　それから改めて考えるってことで」


    　僕はポケットから自分のスマートフォンを取り出すと、新田さんの所属事務所のホームページへとアクセスする。


    



    　新田ひより


    　誕生日　７月１日


    　出身地　東京


    　趣味・特技　ダンス、洋裁


    



    　これが公式のプロフィールだ。


    「なるほど、データは重要。まず最初に確認しておくべきだった。私としたことが……」


    　梨乃が悔くやしそうに呟つぶやく。


    「そうですね。キャッチフレーズを考えるにしても、まずは十分に新田さんのことを知るべきでしたね」


    　ふみも梨乃の言葉に大きくうなずいている。


    「よし、これでひよりちゃんのことも詳しく知ったし、あとはかっこいいやつ考えるだけだね。今度こそ決めるよ！」


    　みんなを鼓こ舞ぶするように高々と[image: ]こぶしを突き上げ、いくみがそう宣言する。


    　その宣言を合図に、三人がちゃぶ台を囲んでキャッチフレーズ作りを再開する。本当に今度こそビシッと決めてほしいものだ。


    「やはりダンスと洋裁がポイントになるのではないでしょうか。これをふまえないといけませんね」


    「うむ。特にダンスは声優の活動でも役に立つ特技といえるのではないか」


    「じゃあ、これをこうして、これもこうしちゃって……」


    「いくみさん待ってください。こっちのほうが」


    「いや、ふみ、これのほうがより強いインパクトを与えるはずなのだ」


    「待って、こっちがいいって！」


    　それぞれ真剣な表情。いままで使用してきた短たん冊ざくと新たに加えられた『ダンス』『洋裁』のふたつの短冊が右へ左へと激しく動く。それぞれが自分のイメージをぶつけ合い、ついに理系、文系、体育会系、三人の意見がひとつになった。


    『鬼おにンシュタイン・ボディー』


    「なんでだよ！　さっきといっしょじゃないか！」


    　これには僕もそう突っこまざるをえなかった。あんなに真剣にやっていたのに、どうしてこうなってしまうんだ！　そもそもダンスと洋裁どこにいったんだ！


    「本当だ。いっしょじゃん！」


    　なぜかいくみも驚きの声を上げている。


    「これは不思議ですね。なぜなのでしょうか？」


    「一種の集団催さい眠みん……、または筋肉の疲労によるオートマティスム現象、もしくは悪ノリではないだろうか」


    　ふみの問いに梨り乃のが真顔で答えているが……、どう考えても悪ノリが正解だと思われる。


    　何度も繰り返したのに、結局このロクでもないキャッチフレーズになってしまうなんて……。


    「こんなはずではなかったのですが……三人のアイディアが集まって、ひとりひとりでは思いつかないような、すばらしいキャッチフレーズができるはずだったのです」


    　ふみは自分のアイディアがうまくいかなかったことに責任を感じているのか、しょんぼりと肩を落として、うなだれてしまう。


    「なっちゃったものは仕方ないよ。ひよりちゃんには鬼ンシュタイン・ボディーとして頑張ってもらおう」


    　いくみ……。ふみを元気づけようとしているのはわかるんだけど、なにが仕方ないんだ。


    「さすがに、それは……。そもそもどうやって頑張るか、わからないですし……」


    「もちろん身体からだを鍛きたえるんだよ。鬼のように力強く、アインシュタインのように素早い。それが鬼ンシュタイン・ボディーだよ。たぶん、知らないけど」


    　この期ごに及んでもいくみだけは元気だ。アインシュタインは素早かったのか？　むしろ遅い気がしてならないが……。しかし、そんなことはお構いなしに、いくみは大げさな身振りで身体を鍛えれば、絶対に声優としてもパワーアップできると力説し続ける。


    「つまり、いろいろ考えてきたけど、やっぱり身体を動かすのが一番ってことなんだよ」


    「結局いくみさんの意見になってしまってる気がするのですが……」


    「別にいいじゃん。身体を鍛えるのはいいことに決まっているんだから。不安なんて運動すれば吹き飛ぶし」


    「ならば、いくみは運動を控えてもう少し不安になったほうがいいのではないか」


    　梨り乃のがまたこっそり嫌みを言うが、その言葉はいくみの耳には届いていなかった。突然目を輝かがやかせて、大きく胸の前で両手を叩たたく。


    「そうだ。そうだ。いいこと思いついた。運動のついでに私の特技を教えてあげるよ。特技があれば、肩書きなんていらないでしょ」


    　いくみはそう言うと強引に梨乃の手を摑つかむと引っ張り起こす。


    「なにをするつもりなのだ。まだ運動するとの結論は……」


    　しかしいくみはもう梨乃の言葉など聞いていない。今度はふみの手を取り引っ張り起こす。


    「さあ、さあ。ふたりとも運動不足でしょ。私の特訓でいい汗流そうぜ」


    　ぐいぐいふたりの手を引っ張って、部室から出ていってしまった。


    



    　学校近くの公園。すでに時刻は午後四時を回っているが日はまだ高く、少し動いただけでもじんわりと汗がにじむ。間もなく本格的な夏の到来だ。


    　三人とも運動に備えてすでに体操着姿だ。


    「じゃあ、これから不安を吹き飛ばして、すごいボディーになるエクササイズをするから」


    　いくみは教官よろしく梨乃とふみの前に仁に王おう立だちしている。


    「それで、いったいなんの特訓をするのですか」


    「これだよ。これ」


    　いくみの手に握られていたのはまだ水を注入する前の水風船だった。


    「また水風船ですか！」


    　ふみは思わず自みずからの胸を両手で隠す。以前の水風船バトルで透け透けにされてしまった思い出が脳のう裏りによぎったのだろう。


    「今度はぶつけっこするんじゃないよ。あのとき、私が水風船すっごい避けたでしょ。あれを教えてあげようと思ってさ」


    　理系、文系、体育会系の優劣を決めるために行おこなわれた水風船バトル。いくみは梨乃とふみの挟きよう撃げきに遭あいながらも、ひとつの水風船もぶつけられることなく、すべて避けきったのだった。


    「えっ、あれを教えてもらえるのですか？　あの動きを見たとき、本当に感動したんですよ」


    　ふみの声が喜びでワントーン高くなっている。たしかあのとき、ふみはいくみの動きを見て「剣の達人が到達する無む形ぎようの位くらい」だと非常に感動していた気がする。


    「そう、あれ。あれできるようになったら、ひよりちゃんもすぐに大スターになると思うよ。剣の達人の役がいっぱい来るし、監督に後ろから襲おそわれても平気だし」


    　やめろ、いくみ。背後から人を襲う監督などいない。


    　いくみは自分のアイディアにかなり自信があるようで、さっそく水風船作りに取りかかった。水をたたえて球体となった水風船が次々と芝しば生ふの上へと並べられていく。


    　一方、上機嫌のいくみに対して、梨り乃のはその水風船を見つめて不安げな表情を浮かべていた。


    「そもそも、教わってできるものなのか？　私のような運動が苦手な人間でも」


    「大丈夫。やさしく教えるから。それに運動が苦手な梨乃ができるってことは、みんなできるってことだから。そんなに難しくないって」


    　いくみは珍しくまともなことを言うと、背中を押して梨乃を公園の中央へと移動させる。


    　そして梨乃を残して、自分は数メートル離れる。ひとり取り残されてますます不安げな梨乃。


    「じゃあ、まず前から普通に投げるから、これを普通に避けてみてね」


    　いくみは笑え顔がおでそう言うと、水風船を下した手て投げでそっと梨乃に向かって投げた。


    　ゆっくりと弧こを描えがいて水風船が梨乃へと飛んでいく。


    　その水風船が描く放物線をしっかりと見つめる梨乃。


    　──パシャン！


    　水風船は梨乃の胸に見事命中して弾はじけた。


    　恐ろしいことに梨乃はほとんど動いていない。左右に微妙にプルプルと身体からだを動かしただけで、水風船の直撃を受けてしまった。


    「なんで当たるのさ！」


    「い、いや、どのように避けるのがベストなのか考えているうちに水風船が到着してしまったのだ」


    「まだそんなのはいいのっ！　こっちも教える順番考えてるんだから、一度、普通に避けてその感覚でちょっとずつ角度をつけて、最後は後ろも避けれるようになる計画なんだから」


    「う、うむ。わかった」


    　改めていくみが梨乃に水風船を投げる。先ほどよりもさらにゆっくり。もうこれ以上遅いと梨乃に届く前に地面に落ちてしまうようなスピードだ。


    　再び放物線を描いて梨乃へと接近する水風船。


    　今度は梨乃も動く。しっかりと水風船を見つめて、一歩、大きく前へ。


    　──パシャン！


    　前に出たせいで水風船が頭に当たってしまった！


    「もう！　なんでっ！　前から飛んできてるのに、前に動くって！」


    「もちろん理解できているのだが、いざ、本番となると、慌あわててしまって……」


    　梨乃は顔を真っ赤かにしながら、濡ぬれて身体にぴったりと張りついた体操服を引っ張って透けるのを防いでいる。


    　いくみの意図としてはこれを避けてくれないと特訓がはじめられないのだろうけど、これはこれで……。しっとりと濡れた黒髪、肌はだと下着がうっすらと透ける体操着。またこの光景が拝めるとは思ってもみなかった。


    「もう、梨乃は一回休憩！　ふみと交代して！」


    　いくみは梨り乃のの立っていた場所に、今度はふみが立つように促うながす。


    　うつむき加減ですごすごと持ち場を離れる梨乃。


    「大丈夫だから、あとでちゃんとできるまでやるからね」


    　いくみは落らく胆たんする梨乃にしっかりと声をかけている。意外なほどの心配り。もしかしたらいくみは自分が運動ができるだけでなく、コーチとしての才能もあるのかもしれない。


    「じゃあ、ふみ、梨乃にやったのと同じだからね」


    　いくみは両手を上げてふみに合図をすると、水風船を胸の前、野球のセットポジションの位置に構える。


    　──パシャン！


    　まだ投げていないのに水風船の割れる音が！


    「す、すまない。座ろうとしたら……」


    　梨乃がお尻しりで水風船を踏んづけてしまっている！


    「なんでそうなるのさ！　ワザとだ！　絶対にワザとだ！　邪魔しようとしてるな」


    「ワザとではない。本当にただ座ろうとしただけで」


    　梨乃はすっかり全身水浸し。まるでプールかなにかに落っこちたみたいにずぶ濡ぬれだ。


    「もう、これじゃ、なにやってるかわかんないよ！」


    　いくみは自分のコーチングの予定が完全に乱れて、すっかり不機嫌になってしまっている。
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    　集中力が切れる寸前のようだ。


    　しかしまだひとりだけやる気のあるメンバーが残っていた。


    「いくみさん。気を取り直して私に無む形ぎようの位くらいを教えてください。あのかっこいい動き、実はあこがれていたんです」


    　ふみは少し膝ひざを落として、すでに水風船を回避すべく身構えている。


    　元々歴史が大好きなふみ、おそらく剣豪小説なども好んで読んでいるのだろう。


    　ふみの強い気持ちに突き動かされて、いくみもモチベーションを取り戻したようだ。


    「よし、やる気だね。じゃあいくよ」


    　改めて水風船を手に取ると、ゆっくりとした下した手て投げで水風船を投げる。


    　──パシャン。


    　水風船はふみの胸に直撃した。


    　どっちに避けるべきか迷ったあげく、左右に細かく動いて、結局元の位置に。


    　これは梨り乃のとまったく同じ動き！


    　この微妙なカクカクした動きは運動神経ゼロの証あかしなのだ！


    「ちょっと、梨乃のマネしないでいいから！」


    　──パシャン！


    「す、すまない、立ち上がろうとしたら……」


    　梨乃が誰も見ていないタイミングでまた水風船を割っている。


    　立ち上がろうとして割ってしまったらしいが、背中がびっしょりだ。どうやるとそんなことになってしまうんだ！


    　まだなにもする前に、びしょ濡ぬれになってしまった、梨乃とふみ。


    　今回はまったく透け透けの予定はなかったのに。


    　さすが運動神経ゼロのふたり、期待を超えてくれる！　ありがとう、運動神経ゼロ！


    　僕には思わぬご褒ほう美びだったが、いくみにとってこの透け透けイベントは想定外のアクシデント。やる気を失わせるには十分だったようで、


    「もうやだ！　もう教えないから！」


    　ついに芝しば生ふに大の字に倒れこんでしまった。本当に真剣に教えるつもりだったのだろう。


    「そんな！　新につ田たさんのために、もう一度だけ」


    　ふみがいくみのもとに駆かけ寄る。


    　しかしいくみはすっかりご機嫌斜めだ。


    「だって、もうぜったい無理なんだもん、普通の避けられないのに、後ろからのを避けられるわけないもん」


    　いくみは芝生に寝転んだまま、寝返りを打って、ふみから顔を背そむけてしまった。


    「それはたしかに……。じゃあ口頭で教えてください」


    「えー、口で教えるの？」


    「私たちが習得できずとも、新につ田たさんには伝わるかもしれません。なんとか」


    「うーん。予定と違うなあ」


    　いくみはようやく上半身を起こしたものの、そのままあぐらをかき、腕組みしてじっと考え込んでしまう。


    　ふみはまるで弟子のようにいくみの言葉をじっと待つ。


    　長い沈黙のあと、ようやくいくみの小ぶりな唇くちびるが動き始める。


    「まずね。集中してね。こうね……、ぶわっとね、それからさっとして、そこから、びしっとすれば、ぐっとなるんだよ」


    　残念ながらいくみは口で説明する能力が著いちじるしく欠けつ如じよしていた。身振り手振りを交えて熱心に語っているが……、なにを言っているのか、本当にわからない。


    「ここがコツだから、すごく大事なんだけど、後ろがすわっとしたら、それに逆らわずに、すわすわっとするの。そうすれば基本はＯＫだから」


    「基本はＯＫですか……」


    　ふみの表情には諦あきらめの色がありありと浮かんでいた。


    　諦めの色、それが何色なのか、本当のところは知らないが、きっとこの夕暮れどきの空のような色なのだろう。僕はそう思った。

  


  
    【回　答】


    



    　一回目の特別企画だったのですが、残念ながらというか、いつもどおりというか、大変議論が錯さく綜そうしてしまいました。女子高生声優の肩書きがなくなってしまったら？　との相談に対して、自みずから新しいキャッチフレーズを作る。むしろ留年して女子高生声優であり続ける。運動をして不安を吹き飛ばす。などの意見が出ました。今回は最終的に新たなる特技を身につければいいとの意見になったのですが……。


    　特技の習得の道は険けわしく長かったです。こちらからいい特技をプレゼンすることはできませんが、なにか新しい特技を見いだしていただければと思います


    



    



    ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


    　メッセージ


    「鬼おにのように力強く、アインシュタインのように素早い。それが鬼ンシュタイン・ボディーだよ」
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    　一学期の終わりが近づくある日の放課後。


    　部長である二に階かい堂どう彩あや香かの呼び出しを受けて、僕は第二新聞部の部室を訪れていた。


    　お悩み相談コーナー特別企画、『アニメのお悩みにもお答えします』、二回目の相談が彩香のもとに届けられたらしい。


    「勇ゆう樹き。入手したよ。新しい相談」


    　彩香は僕よりも先に部室に到着していた。


    　すでに自分のメールアドレスに送られていたメールをプリントアウトしていた。


    　前回の新につ田たひよりさんの相談から一か月ぶりくらいだろうか……。


    　あのときは彩香の勢いに押されて聞きそびれたのだが、ひとつ気になっていたことがある。そもそも一いつ介かいの高校生である彩香がどうやってアニメ関係者から定期的に相談を入手してきているのだろうか？


    「彩香はアニメ関係の人に知り合いでもいるの？」


    　僕の問いを聞いて、拍子抜けしたような顔をする。


    「ああ、そんなこと。だから伝つ手てをたどったんだって。クラスで隣の席の子のお父さんがレストランをしててね。そこの常連のお客さんに微妙に有名なサッカー選手がいて、そのサッカー選手はアニメが好きでよく見てるんだって。で、協力してくれるアニメのプロデューサーさんはサッカーが好きでよく見てるんだって」


    　なるほど、友達のお父さんのレストランか……。


    　そこにアニメ好きのサッカー選手……。


    「彩香……その伝手途切れてない？」


    「え？　なにが？」


    　ぽかんとしている彩香。どうやら本当に気がついていないようだ。


    「サッカー選手がアニメを見て、アニメのプロデューサーさんがサッカー見て、の部分が途切れてるんだけど。これたどれなくない？　コネのラインが途中で断線しちゃってるよ」


    「ちょっと待って、正確にはアニメが好きなサッカー選手の弟さんもアニメが好きで、プロデューサーさんはサッカー以外にも野球も好きなの……。あれ、これ途切れてるね……。本当だ。不思議！」


    　彩香はようやく気がついたようで、胸の前でパチンと手を打って、人ごとのようにびっくりしている。


    「じゃあ、この相談はどうやってもらってくるの？」


    「だから、プロデューサーさんから、サッカー選手、サッカー選手から友達のお父さん、お父さんから友達のお母さん、お母さんから友達のおばあちゃん、友達のおばあちゃんから、私」


    　なぜ途切れているコネクションでメールが届く……。しかも彩香の友達の家族でなんだかたらい回しになってるし……。


    「ちょっと、もう一回確認するね。クラスで隣の子のお父さんがレストランやっていて、そこの常連さんが微妙に有名なサッカー選手……。サッカー選手がアニメ大好き。アニメのプロデューサーさんがサッカー大好き。ここなんだよね。切れてるのが……なんだっけ、間にもうひとり挟んでるんだよ。誰だったか、忘れたけど、忘れるくらいの人だよ。とりあえず仮に高たか橋はし●一いち先生ってことにしとこう」


    「キャプテン翼の作者！　仮に設定するにはビックネームすぎるから！」


    「とにかく、ちゃんとつながってるの。忘れちゃってるだけ。大丈夫、大丈夫」


    　これは……僕の脳のう裏りに嫌なイメージがよぎる。まさかとは思うが……。


    「もしかして、本当にもしかしてなんだけど、この相談、ニセモノってことない？」


    「そんなわけないでしょ。ほらよく見て」


    　彩あや香かはちゃぶ台に置かれた相談をバシバシ手で叩たたいて、本物であることをアピールしているが、偽にせ物ものでも本物でもよく見たところで紙質や印字の具合から判断できるものではない。


    「なんとなく、お友達の家族でたらい回しになっている間に、なにかが起こってる気がしてならないんだけど」


    「勇ゆう樹き、その疑いはいけないよ。持ってはいけない疑問。相談にのる側の人間が相談について疑いの気持ちを持ってたら、ちゃんとした答えが出せるわけないじゃない」


    　彩香が急にお姉さんぶった口く調ちようでそう言う。


    　なんだかその取り澄ました態度が逆に動揺を隠しているように思えてしまうのだが……。


    「違うんだよ。相談者を疑ってるんじゃなくて、そもそもこの相談が……」


    　彩香はおもむろに話している途中の僕の唇くちびるに人さし指を当てて、言葉をさえぎってしまう。


    「勇樹。いい？　これは、ほ・ん・も・のっ」


    「セクシーなお姉さん風に区切って言われてもね」


    「信じて。相談は本物。間違っているのは伝つ手ての部分の順番とかそっちのほうだから。相談自体は間違いないから。本当に、本物。勇樹は相談にいい回答をすることに集中して、あとは私と高橋●一先生を信じて」


    　あれだけごちゃごちゃしていたら伝手の順番を間違ったり、人を飛ばしたりしている部分があってもおかしくはないが……。


    　彩香は僕の不安が拭ぬぐいきれてないことを感じたのか、顔と顔がくっつかんばかりに身を乗り出してさらに言葉を続ける。


    「読めばわかるから。本物であることが。本物だけが出せるリアリティーってものがある。読めばはっきりするから」


    　彩香はそう言うと、相談の書かれた紙を丁てい寧ねいに折りたたむと、勝手に僕の制服の胸ポケットにしまいこむ。


    「じゃあ、回答者の三人にもよろしくね」


    　彩あや香かはさわやかな笑え顔がおを残し、部室を出ていってしまった。彩香は非常に強引で、自分勝手なところはあるけれど、人を騙だますような人間ではない。入手経路はあやふやではあるものの、きっと本物なのだろう。


    　彩香を信じよう。そしてお友達の家族でたらい回しにされていた相談のメールが、なぜか最終的にお友達本人を経由せずにおばあちゃんから彩香に回ったことについて疑問を持つこともやめておこう。そう僕は誓ちかったのだった。

  


  
    【相　談　２「歯医者さんに行けません」】


    
      豊とよ田た 萌も絵え

    


    



    　歯医者さんが怖くてなかなか行けません。


    　歯医者は凄すごく痛くて怖いイメージしかないし、口の中を見られるとなんかすべてを見られているような気がして恥ずかしいし、とにかく歯医者さんに行けません。


    　虫歯の検査など定期的に診みてもらったほうがいいとは思うのですが、行く勇気がありません。どうすればいいでしょうか？

  


  
    Answer's
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    梨　乃：確証バイアスに打ち勝つべき。
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    ふ　み：想像力の翼を羽ばたかせ、飛び立つのです。地獄まで。
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    いくみ：恐怖に打ち勝つには練習しかない！


    


    

  


  
    　彩あや香かからお悩み相談コーナー特別企画、『アニメのお悩みにもお答えします』用の相談を預かった翌日、第二新聞部の部室にはさっそくお悩み相談コーナー三人の回答者が集まっていた。


    　理系担当の遠えん藤どう梨り乃の、文系担当の九く条じようふみ、そして体育会系担当の鈴すず木きいくみだ。


    　今回三人に答えてもらうのは、声優をされている豊とよ田た萌も絵えさんからの相談だ。


    　読めば本物だとはっきりわかるとのことだったが、「歯医者さんに怖くて行けない」との相談内容、よくわからないが、なにかしら本物のオーラを感じるような気がしないでもない。


    　それはさておき、問題はいかに解決するかだ。


    　歯医者さんが怖い……、なんとなく子供っぽい悩みにも思えるが、大人でも口に出さないだけで、本当は歯医者さんが怖い人はかなりの割合でいるのかもしれない。


    　僕はとりあえず理系担当である梨乃の意見から聞いていくことにする。


    　梨乃は艶つややかな黒髪をさっとかきあげると、まるで台詞せりふを暗記しているかのように、淀よどみなく自分の考えを語る。


    「問題は確証バイアスと呼ばれる脳の働きなのだ。人間の脳には先せん入にゆう観かんに基づいて情報を取捨選択しそれによってさらに先入観を補強しようとする傾向がある。この場合、歯医者さんが痛いとの先入観があるゆえに、歯医者さんで痛かったエピソードや思い出ばかりが記憶に強く残り、結果、無意識のうちに歯医者さんについてのネガティブな情報ばかりを優先的に記憶してしまい歯医者さんへの恐怖心を大きなものとしているのだ」


    　どうやらまず恐怖心を持ってしまった原因について分ぶん析せきし、そこから解決策を見いだすスタイルのようだ。


    「でも歯医者さん痛いよ？」


    　いくみは耳打ちするかのように小声で呟つぶやく。少し怯おびえた口く調ちよう。まるで歯医者さんに聞かれたら、マズイとでも思っているかのようだ。


    「たしかに痛いこともあるかもしれない。しかし歯医者さんには痛い以外の要素もいろいろあるはずなのだ。そちらのイメージを強く持つようにすればいいのだ。意識的に歯医者さんに対するポジティブなイメージを多く持って、ネガティブなイメージを相そう対たい化かする。それが確証バイアスを打ち消す方法なのだ」


    　どうやらネガティブなイメージをポジティブなイメージで埋め尽くして、目立たなくしてしまう作戦らしい。


    　とりあえず、みんなからポジティブなイメージを引き出してみることにするか……。


    　まずは発案者である梨り乃ののポジティブイメージを聞いてみることにする。


    「じゃあ、梨乃は歯医者さんにどんなイメージを持っているのかな」


    「それは……」


    　どうやらそこまでは考えていなかったようで、梨乃は少し言葉に詰まる。


    「……椅い子すがコクピットみたいでかっこいいと思う……」


    　梨乃は言った瞬間に恥ずかしくなったのか、すぐに目を伏せてしまう。


    　子供っぽい……。


    　たしかにあの椅子はちょっとかっこいいけど、梨乃がそんなちょっと子供っぽいことを思っていたなんて想像していなかった。


    　しかし普通は心の中で思うだけのことを、すぐ口に出してしまうのがいくみだ。


    「ぷぷっ、梨乃、椅子かっこいいって」


    「別にいいではないか。なにが悪いのだ。コクピット気分で恐怖心を紛まぎらわすことができれば、それでいいではないか」


    「悪くないよ。椅子かっこいいし」


    「いくみはどうなのだ？　ポジティブなイメージは？」


    「そーだなー。受付の人がかわいい！」


    　元気よく、手を挙げて答えているが……。梨乃は予想外の答えに戸惑っているように見える。


    「それは相談者の豊とよ田たさんにとってポジティブなイメージ情報なのだろうか？」


    　たしかに男性ならポジティブな情報かもしれないが、豊田さんにとってはどうなのだろう。


    「なんで？　いいじゃん。かわいい女の人が受付なのと、びしょ濡ぬれのおじさんが受付、どっちがいいのさ？」


    「なぜおじさんはびしょ濡れなのだ！　乾かせばいいではないか！」


    「それはおじさんの勝手でしょ！　誰だってびしょ濡ぬれでいたい日もあるさ！」


    　いくみはムキになって言い返してはいるものの、だんだん意味がわからなくなってきた……。これ以上、深く掘り下げてもますますわからないことになりそうなので、僕はふみの意見を聞いてみることにする。


    「まあ、まあ、ふみはどうかな？　歯医者さんのポジティブなイメージってある？」


    「そうですねえ。歯医者さんって、すごく優しくしてくださるイメージがあります」


    　ふみはいがみ合う梨り乃のといくみの気持ちを癒いやすかのような、のんびりとした口く調ちようで言う。


    「えー、そうかな？　歯医者さんって優しいかな？」


    　自分のイメージとは大きく差があったのか、いくみは腑ふに落ちないといった様子だ。


    　しかしふみにとってはいくみの反応こそ意外だったようだ。


    「どの歯医者さんもすごく優しかったですよ。待ち時間からずっとつきっきりで話しかけてくれますし。何度も何度も痛くないか聞いてくれましたし、帰りにはプレゼントまでくれましたし……。いまでも大事にしてますよ。歯医者さんがくれたドリル」


    「それふみがモテてるだけじゃん！」


    　納得がいかないとばかりに、いくみはちゃぶ台を手のひらで激しく叩たたく。


    　しかしふみはまったく自覚がないようで、なぜそんなに怒っているのか不思議そうにしている。ふみは気づいていないみたいだが、たしかにそれはモテているだけだ。っていうか、歯医者さんドリルはプレゼントしちゃダメだ！


    「では待ち時間が楽しいというのはどうでしょう？」


    「えー？　楽しいかな？」


    　またいくみは納得できない様子で首を傾かしげている。どうしてもふみと歯医者観に大きな隔へだたりがあるようだ。これが音楽観の違いならバンド解散もあるレベルだ。


    「みんな話しかけてくださって、仲よくしてくれて……、映画などに誘ってくれて……」


    「だからモテてるだけじゃん！　もはやただの自慢だよ！」


    「違いますよ！　いくみさん、誤解です。じゃあ、……口をゆすぐときに渡される紙コップが小さくてかわいいです」


    「モテてるだけ……モテる話じゃないじゃん！」


    　違っても突っこまれるのか……、もはやどっちを期待しているのかさっぱりだ。


    　結局三人から出た、歯医者さんのポジティブなイメージは、椅い子すがかっこいい、受付の人がかわいい、そして、紙コップが小さくてかわいい、の三つだ。


    　うーん……、痛くされるかもしれないとのネガティブなイメージを覆くつがえすにはあまりにも弱い。


    　豊とよ田たさんが無類の椅子マニアか紙コップマニアでない限り、このイメージで行きたい気持ちにはならないだろう。


    　コンセプトとしては間違っていない気はするのだが、具体案が弱すぎる。梨乃の案はちょっと難しいか……。


    　僕はいったん梨り乃のの意見を終了にして、ふみの意見を聞くことにする。


    　ふみの回答は『想像力の翼を羽ばたかせ、飛び立つのです。地獄まで』


    　……まったく意味がわからない。


    　しかしふみ本人にすると考えはまとまっているようで、正座をしたまま、姿勢を正すと解説をはじめる。


    「私の考え方も梨乃さんと似ているんですが、方向が違います。いいイメージを膨ふくらませるのもいいと思うのですが、悪いイメージを膨らませるのも大事だと思うのです。歯医者さんに行かないとどうなってしまうのか、想像するのです。そうして歯医者さんに行かないと大変なことになるという危機感を持つのです」


    　ふみはそこまで話すと、急に口く調ちようを変化させる。まるで怪談話をするように、ちょっと重々しくゆっくりとしたペースだ。


    「豊とよ田たさんが歯医者さんに行かずに虫歯を放置していたらどうなるか……、想像してください。放置された虫歯は悪化し……、さらに虫歯は増え……、激しい痛みに襲おそわれ……、集中力がなくなり……、お仕事での失敗が増え……、天然キャラのレッテルを貼はられ……、逆に人気が上昇するも……、スキャンダルが発覚し……、ファンのみなさんの気持ちが荒れ……、暴徒となり……、治安が悪くなり……、内戦に発展し……、国土が荒こう廃はいし……、ファシスト政権が誕生し……、第三次世界大戦が勃ぼつ発ぱつし……、国連による日本統とう治ちがはじまり……、英語の必要性が増し……、英会話学校が流行します……。だから豊田さん。歯医者さんに行ってください！　日本のために！」


    　まさか、歯医者さんに行かないばかりに日本が滅めつ亡ぼう寸前まで追い込まれるとは……。ふみ、想像力の翼広げすぎだ。


    「意図はわかるんだけど、ちょっと話が大きすぎないかな？」


    　僕の言葉にふみは素直にうなずく。


    「すみません。話しているうちにどんどん膨らんでしまいました」


    「途中まではよかったと思うんだけど」


    「はい。もう一回やらせてください」


    　ふみはそっと目を閉じると、想像の世界へと飛び立つ。


    「歯医者さんに行かずに虫歯を放置していたらどうなるか……、想像してください。放置された虫歯は悪化し……、さらに虫歯は増え……、食欲がなくなり……、ダイエットに成功し……、ファンのみなさんの間で豊田さんに続けとダイエットする人が増え……、虫歯ダイエットブームが到来し……、食べ物が売れなくなり……、自給率は下がり……、国土が荒廃し……、ファシスト政権が誕生し……」


    「いっしょだから！」


    　これはさすがに途中で打ち切らざるをえない。なぜなんだ。なぜふみの空想の世界ではファシスト政権が誕生しがちなんだ。


    「ここから、違った展開になる予定だったのですが……」


    　不満げな様子のふみだが、ファシスト政権以降の展開はもはやどうなっても関係ない。


    「とりあえず、歯医者さんに行かないと大変なことになる感じをいっぱい想像するってことね」


    　これ以上やっても新たなるファシスト政権が誕生する予感しかしないので、僕はふみの意見を強引にまとめてしまう。


    　梨り乃ののいいイメージで悪いイメージを消す案も、ふみの悪いイメージを際立たせ危機感を持つ案も悪くはないが、いまひとつ決定打に欠ける。


    　こうなると残るはいくみの意見だが……。


    「練習あるのみだよ！」


    　いくみはすっくと立ち上がり、力強くそう断言する。


    「スポーツしてたって、試合が怖かったり、不安になることってあるんだよね。でもそれを解決するのは練習しかないんだよ！」


    　まさに体育会系らしい意見。


    「いくみさんでも、試合前には不安になったりするのですか？」


    　ふみが不思議そうに小首を傾かしげる。


    　ふみの言うとおり、いくみは試合の前に不安になったりするタイプにはまったく見えない。むしろ百パーセント楽しめるタイプに見えるが……。


    「もちろん。私だって不安になることくらいあるよ。ちゃんと遅刻しないで行けるかな？　とか、なんの試合するんだっけ？　とか……」


    「不安の方向がおかしくないですか？　試合以前の問題というか……」


    「私は仕方ないの！　普通と違っていっぱい部活やってるから、どれがなんだったのか忘れちゃうの！　この前だって剣道部だと思ったら、バスケ部で、すごい笑われたんだからね！　ユニフォームは借りれたけど、シューズがないから、スリッパでやったんだよ！」


    「スリッパで、よくバスケットボールできましたね。むしろ裸足はだしのほうがマシなのでは……」


    「裸足は危ないって言われてさ。すぐトラベリングとか言われるから、すっごい面倒だったよ。勝ったからよかったけど……」


    　いくみはまるで日常的なエピソードであるかのように語っているが、勝っちゃったのか。スリッパの選手がいるチームに負けるのはさぞ屈くつ辱じよく的だったことだろう。


    　まあいくみのエピソードはさておき、問題はいくみの回答だ。スポーツなら練習あるのみなのも理解できるが、どう考えても今回のお悩みと合っていない。


    　司会を務つとめる身としてはそこを突っこまなくてはならない。


    「スリッパの話はさておき、練習で不安や恐怖心をなくすってことなんだけど……。歯医者さんだよ？」


    「そうだよ？」


    「練習できなくない？　どうやって練習するの？」


    　僕の言葉にいくみはワザとらしくいかにも外国人風にヤレヤレと首を振ってみせる。


    「赤あか松まつは甘いなあ、まったく練習についてわかってないよ。さすがメガネ」


    「メガネはむしろわかってるふうに思われるアイテムなんだけど……」


    「練習にだっていろいろあるのさ。相手がいなくても、場所が違っても練習はできるの。シャドーボクシングって知ってる？　試合の相手を想像して、ひとりで練習するヤツ。空手とかの型の稽けい古こだってそうだよ。野球もシャドーピッチングするし」


    　いくみはそう言うと、自分の鞄かばんの中を探り始める。


    　相変わらず余計なものがたくさん入っているようで、なかなか目当てのものにたどりつけないようだ。放り出されるさまざまな駄菓子。水風船、シャボン玉、どこで拾ってきたのかたくさんのドングリ……。いったい学校になにしに来ているんだ。


    　ようやく取り出されたお目当てのもの、それはスポーツタオルだった。


    　それをボールの代わりに右手の人さし指と中指の間に挟むと、ゆっくりとピッチングの真ま似ねをしてみせる。


    「こうやって、ピッチングのフォームを固めるんだよ。プロでもやってるよ」


    　そう言いながら、何度もタオルを振り回し、シャドーピッチングを実じつ践せんしてみせる。さすがに見事なフォームだ。ついついやましい目で見てしまうが、引き締まったふくらはぎから、健やかな太もも、細いウエスト、かすかな膨ふくらみのある胸、そしてしなやかな腕へと力が淀よどみなく伝わっていく。


    「なるほど……しかし、なぜタオルなのだ？」


    　いくみの様子をまるで動物を観察するかのように、じっと見ていた梨り乃のがぼそりと呟つぶやく。


    「それは知らない。汗が拭ふきやすいからじゃない？」


    　いくみは肝かん心じんなことを知らなかった。


    「それは違う気がするのだが……」


    「みんなタオルでやってるんだから、タオルでいいの！　それにピッチングフォームを固める話じゃないし、練習すれば怖くなくなるよ、って話だしっ！　歯医者さんもピッチングもいっしょ！　練習するしかない」


    　いくみはそう断言すると、首にシャドーピッチングで使い終えたタオルをかけ、どっかりとあぐらをかく。


    　いくみはシャドーピッチングの見本まで示して解説してくれたのだが、結局、僕の疑問には答えていない。


    「それで、いくみさん。歯医者さんの練習はどうすればいいのですか？」


    　ふみが改めていくみに根本的な疑問を提てい示じしてくれる。


    　恐怖心や不安に打ち勝つには練習しかないとの意見はわかったのだが、それをどうやって歯医者さんの場合に適用するか、そこが問題なのだ。


    　それに対していくみの答えはシンプルなものだった。


    「もちろんシャドー歯医者さんだよ」


    　シャドー歯医者さん？　


    　……梨り乃のもふみも言葉の意味がまったく理解できずに、ポカンとしている。


    「シャドーボクシングとかシャドーピッチングやるみたいに歯医者さんをシャドーでやるんだよ。そうして、歯医者さんに必要な気持ちと下半身をつくるんだよ」


    　歯医者さんに必要な下半身？


    　あまりにも謎なぞが多すぎて誰も言葉を発することができない。　


    　しかしまったくついていけない僕たちなど構うことなく、いくみはどんどん話を進めてしまう。


    「よし、やるよ。シャドー歯医者さん、どの役やる？　私は歯医者さんの役がいい！」


    　誰からも求められていないのに挙手して自分の役割を申しん請せいするいくみ。どうやらみんなで歯医者さんの役割を演じる計画のようだが……。


    「いくみさん。もしかしてこれは単なる歯医者さんごっこでは……」


    　ふみが全員の脳のう裏りによぎったであろう疑念を代弁してくれる。そう、これは明らかに歯医者さんごっこだ。


    「ごっこじゃない。シャドー歯医者さん！　本番で怖くなくなるための練習なのっ！　いいからやろうよ、シャドー歯医者さん。助手の人したい人はだーれだ？」


    　いくみはやるといったら聞かない子だった。まさにごっこ遊びがしたい子供そのものの態度で誰の賛同もないまま、勝手に進行していく。


    「じゃあ、梨乃が助手の人で、ふみが受付の人、赤あか松まつは患者っていうか豊とよ田た萌も絵えちゃんの役ね。さあ、まだ歯医者さんは開店前だよっ！　外に出て！」


    　なんで男が豊田さんの役なんだ！　


    　しかしそんな突っこみを入れる間もなく、いくみに背中をぐいぐい押されて部室の外へと出されてしまう。


    　なんだか親しん戚せきの子供につき合っている気分、本当にこれで恐怖心を克こく服ふくできるのか？


    　それに豊田さんの役を承うけたまわったということは、僕が恐怖心を克服するヒントを摑つかまなければいけない流れだし……。厳しい練習って、なにをされるかわかったもんじゃないし、無駄にプレッシャーのかかるごっこ遊びだ。


    　僕はそんなことを考えながら、シャドー歯医者さんが開業するのを待つ。


    「お待たせしました。次の方、どうぞ」


    　どうやら準備ができたようで、部室の扉とびらをそっと開けて、ふみが呼び入れてくれる。


    　数分前に会ったばかりだが、改めて受付の人だと思って見ると、やはりかわいい。こんな受付の人がいるのであれば、奥歯の一本や二本くれてやろうかとの気持ちになる。


    　シャドー歯医者さん。いくみの意図はわからないが、むしろ梨り乃のの言っていた確証バイアスをなくすためにいいイメージを与える作業として有効かもしれない。


    「今日きようはどうされましたか？」


    「あの……奥歯がズタボロなんです」


    　僕は豊とよ田たさんの状態を知らないので適当な症状をふみに申しん請せいする。


    「あらー、奥歯がズタボロなんですか。それは大変ですね。先生、助手さん。患者さんの奥歯がズタボロでーす」　


    　ふみの呼びかけに応じて、部室の奥から、いくみと梨乃が登場する。


    　いくみは相変わらず首からタオル。梨乃は自前の白衣姿だ。


    　タオルが歯医者さんで、白衣が助手……。ミスキャスト丸出しだ。


    「なになに？　それはいけない。だが私が診みてあげるからもう安心だ！　奥歯をすっきり取ってあげよう」


    　いくみはいつもよりも少し低い声を出している。たぶんいくみなりの歯医者さんの役づくりなのだろう。まあ、発言内容にまったく歯医者さんらしさがないので、ただの低い声を出してるいくみにしか見えないのだが。


    　部室の中央はいつも置いてあったちゃぶ台が撤てつ去きよされて、パイプ椅い子すが置かれている。これが歯医者さんの椅子の代わりなのだろう。


    「さあ、かっこいい椅子だろう。ここに座って、あーんしな」


    　僕はいくみの指示に素直に従って、椅子に身体からだを預け、口を大きく開く。


    　いくみはそれらしく厳しい表情をつくって、僕の顔をじっと覗のぞき込む。


    「うーん。助手の人。それっぽいことをいいなさい。怖い感じの状況がいいな」


    　どうやら、歯医者さんを演じるには知識が足りないようだ。


    「うむ？　私が診断を？　えーと、第二大臼きゆう歯しの虫歯がかなり進行しているようです。これは神経まで届いているかもしれません」


    　梨乃はいくみに倣ならって僕を覗き込むと、少し照れながらもどこかうれしそうに、適当な診断結果を申告する。梨乃は友達がいないタイプだったので、もしかしたら子供のころにごっこ遊びができなかったのかもしれない。


    「なるほど、なるほど、じゃあ、痛いヤツをするしかないなあ。あの痛いヤツをやっちゃうことにしよう」


    「そうですね。抜ばつ歯ししましょう」


    　どうやら、僕を怖がらせて恐怖心に打ち勝つための練習をさせたいようだが、正直、実際に歯を抜かれるわけではないので怖くはない。


    「ふふふ、人を痛くするのが、歯医者さんの一番の楽しみなのさ。ふははは」


    　粗そ雑ざつかつ誤った設定に基づくいくみの歯医者さんは、難しい顔をしたまま僕の歯をいろいろな角度から眺め回し、そして突然、頰ほおをつねった。


    「痛いたたたた、なんだよ、急に」


    　思わず、いくみの手を払いのけてしまう。


    「だって、本当に歯を抜くわけにはいかないでしょ！」


    「本当に痛くする必要あるの？」


    「あるよっ！　痛いのが怖くなくなる練習だもんっ！　いま絶対に痛くされないって思って油断してたから、そりゃつねるさ！」


    　いくみは当然だと言わんばかりの態度だ。


    「なんだか、納得いかないけど……」


    「あと、痛いときは手を挙げてよね、歯医者さんなんだから」


    「つねられて痛かったら手を挙げるって意味わかんないんだけど。いくみが痛くしたら痛いに決まってるから」


    「シャドーだから、いいの！」


    「先生、抜ばつ歯しをしたあとはどうしますか？」


    　なぜか憮ぶ然ぜんとしているいくみに梨り乃のが耳打ちする。


    　梨乃演じる歯科助手はごっこだとはいえ、抜歯をしたあと放置されている状況であることが気になるようだ。


    「よし、タオルを詰めよう」


    　いくみは大きくうなずくと首にかけていたタオルを僕の口にねじ込もうとする。


    「ちょっと、なんでタオル？」


    　僕はすんでのところでタオルを払いのける。


    「シャドーはタオルで代わりにするの！」


    「差し歯の代わりはタオルじゃないでしょ」


    「じゃあ、さっき拾ったドングリでも詰めとこう」


    「拾ったドングリを口に入れるんじゃない！　汚いだろ」


    「汚いときも手を挙げてくださいねー」


    　いくみはお構いなしにドングリを拾い上げると僕の口へと持ってくる。


    「汚い！　汚い！」


    　僕はガンガン挙手するが、結局お構いなしだ。


    　ぐいぐい押しつけられるドングリを僕は口を閉じて必死に拒否する。


    「助手、手伝って！　タオルで手を縛しばるんだ」


    　もはやシャドーでもなんでもない、これはただの拉ら致ち事件だ。なんだったら歯医者さんの要素すらない。


    　ドングリをめぐって激しくせめぎ合う僕といくみ。


    　いくみが助手の助けを求めるが、梨り乃のは動かない。


    　当初はごっこ遊びを楽しんでいる様子だった梨乃も、さすがにいくみの悪ノリについていけないようだ。


    　小さくため息をつくと、いくみの肩をそっと叩たたく。


    「いくみ……。これくらいにしよう」


    「なんで？」


    「なんでもなにも、完全にやりすぎなのだ。これはトレーニングではなく、暴力ではないか」


    「うーん。そんなつもりはなかったんだけど……。シャドーなんだけど」


    「さすがに赤あか松まつがかわいそうなのだ」


    「そうかな……練習だと思ったんだけど……」


    　梨乃にたしなめられて、いくみはようやく我に返ってくれる。


    　まったく……。あやうく口にドングリを詰め込まれるところだった。シャドー歯医者さんとやらは非常に迷惑な行為だ。今後はこのような変な発案は厳に控えていただきたい。


    　僕が座っていたパイプ椅い子すを片付けて、ちゃぶ台を戻そうとしたときだった。


    「よし、じゃあ、役を変えてやろう！　私、助手！　梨乃は受付やりなよ！」


    　驚くことにいくみはまったく懲こりていなかった！


    　どうやらさっきの失敗はシャドー歯医者さんのアイディアが悪いのではなく、配役に失敗したのだと思っているらしい。


    「よし、じゃあ、私が助手で、ふみが歯医者さん、梨乃が受付ね」


    　いくみは新しいキャストを発表すると、またしても僕の背中をぐいぐい押す。


    　また部室の外へと追いやられてしまった。


    　どうしてもシャドー歯医者さんで、恐怖を克こく服ふくしてほしいみたいだが……。まあ、いくみが歯医者さんじゃなきゃ、被害はないか。


    　僕はしばらく部室の外で時間を潰つぶすと、改めて部室を訪問する。


    「……………………」


    　新しい受付の人は大変な恥ずかしがり屋だった。


    　部室の入り口付近で立ち尽くして、ただモジモジしている。


    　どうやら、実際の受付の人のように朗ほがらかに話しかけるのが恥ずかしいみたいだ。


    　……さっきまで会っていたのに、役がついただけでこの照れっぷり。本当の接客業など絶対に無理だろう。


    「あの……歯を診みていただきたいんですけど」


    　梨り乃のは僕の言葉にうなずくと無言でパイプ椅い子すを指さす。


    　本当の受付の人だったら大問題だが、そもそもシャドー歯医者さんに受付が必要なのかも微妙なところなので、突っこむことなく、再びパイプ椅子へと着席する。


    「今日きようはどうしましたか？」


    　先ほどまで梨乃が着用していた白衣を今度はふみが着ている。


    　非常に優しげな笑え顔がお。そして耳に心ここ地ちよい穏やかな声。


    　間違いない、これは安心できる歯医者さんだ。通うなら間違いなくいくみデンタルクリニックよりもふみデンタルクリニックだ。


    「さあ、口をあーんしてくださいね」


    　ふみは僕の頭の後方に回り込み、優しく声をかける。


    　そして口を覗のぞき込もうと前かがみになるが……。


    　僕の頭部にそっと触れる柔らかな膨ふくらみ。この極上の感触……。ふみの胸が大きいために口を覗き込もうとするとどうしても胸が頭部に触れてしまうのだ。


    　間違いない！　ふみデンタルクリニックは素敵なデンタルクリニックだ！


    「あらあら、大変、どうしましょうかね」


    　ふみが動くたびにさわさわと絶妙なソフトタッチで、胸が僕の頭部を撫なでるように、接触する。


    　猛烈に歯医者さんに行きたくなってきた。毎日行きたい。むしろ長居したい。ずっと歯医者さんで暮らしたい。そんな気持ちすら芽め生ばえてきている。
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    「ちょっと、自分ではよくわからないので、じっくりと見てもらえませんか？　ものすごくじっくりと」


    　なるべく長くこの瞬間を楽しまなければいけない。とりあえず、ひたすら検査をしてもらおう……。僕のやましさに微み塵じんも感づくことなく、ふみはさらに僕の顔に身体からだを寄せてくれる。


    　頰ほおにぎゅっと寄せられる胸。先ほどよりも強く、そして長く。もはや胸に顔をうずめていると言っても過言ではない状況だ。


    　すばらしいじゃないかシャドー歯医者さん！　もはや僕には恐怖心などまったくない。完全解決だ。ありがとうシャドー歯医者さん。僕は目を閉じ、意識のすべてを頰に集中する。


    　頰に伝わる、マシュマロのような弾力と柔らかさ……。


    　そして口にねじ込まれるタオル。


    　タオル!?


    「ちょっと、なんでタオル！」


    　目を開けると、視界いっぱいにいくみの顔がある。


    「シャドー歯医者さんでヘラヘラしてるから！　シャドー歯医者さんはもっと厳しいんだよ。こんなんじゃ本番でやられるよ」


    「タオルねじ込むほうが本番でありえないだろ！」


    「おっぱいの大きさで、態度が変わる患者もありえないから！」


    　しまった、バレていたのか！


    　やましい気持ちが表情に出てしまっていたようだ。


    「悪かったな、なんにも当たんなくて！　そんなに当たるのがいいのか！」


    　どうやら、あらぬ方向でいくみのプライドをいたく傷つけてしまったようだ。さらに力強く口めがけてぐいぐいと押しつけられるタオル。


    「ご、誤解だ。どこがどうとは言えないけど、とにかく誤解だ！」


    　とりあえず冤えん罪ざいを主張してみるが、まったく効果はない。ますます激しく怒りのシャドー歯医者さんをお見舞いされる。


    「受付の人、この人はエッチな患者さんだよ！　取り押さえて！」


    　そうだ、梨り乃のは先ほどいくみをたしなめてくれた。


    　今回もきっといくみのやりすぎを……、なんだか目が怖い。いくみよりもさらに……、もはや殺意に似たものを感じる。


    「うむ、こういった患者さんにはドングリを詰めるのが歯医者さんの務つとめであると思われる」


    　いくみからタオルを受け取ると、僕の腕を椅い子すの後ろで縛しばりつける。


    「梨乃、違うんだ。これは事故だよ！　なにかしらの事故だ」


    　しかし僕の言い訳はむなしくタオルは固く結ばれる。


    「ドングリが入ってきたら手を挙げてくださーい！」


    「いくみ、手は挙げられないから！」


    　しかし、僕の言葉を無視して口いっぱいに投入されるドングリ。


    　こうして僕は歯医者さんとはまったく関係のない、異次元の恐怖を味わうことになったのだった。

  


  
    【回　答】


    



    　歯医者さんの恐怖を克こく服ふくするために、歯医者さんのいいイメージを意識的に持つようにする。逆に歯医者さんに行かないと引き起こされる事態を想像して危機感を持つ。そして厳しい練習をして恐怖心を乗り越える。この三つの回答が出ました。


    　どれもいまひとつ決定的ななにかが不足しているなか、我々は歯医者さんへの準備のための練習、シャドー歯医者さんを実行しました。


    　その結果、ひとつわかったことがあります。


    　それは一番怖いのは油断だということです。油断は時に思わぬ事態を生み、とんでもない災わざわいとなって返ってきます。それに比べれば歯医者さんなど怖くありません。歯医者さんに行かないのも一種の油断、油断は禁物です。歯医者さんに行きましょう。


    



    



    ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


    　メッセージ


    「ふふふ、人を痛くするのが、歯医者さんの一番の楽しみなのさ。ふははは」
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    　第二新聞部の合宿で訪れている伊い豆ずのペンション。


    　伊豆の夜は東京と違って非常に静かだった。


    　窓を開けても車の通る音などなく、その代わりに聞こえるかすかな潮しお騒さい。


    　ソファーに身体からだをあずけて目を閉じ、波の音に耳を澄ます。


    　次第に重くなるまぶた。ソファーのなかで身体を動かくことすら億おつ劫くうだ。


    　昼間の疲労感もあいまって、このまま眠ってしまいたい気分だ。


    「勇ゆう樹き、合宿はどう？　楽しんでる？」


    　目を開けると隣に彩あや香かが腰かけていた。


    　ふたりがけのソファーなので、距離が近い。


    　すぐ目の前にある顔。お風ふ呂ろ上がりの艶つややかな髪からシャンプーの香りがする。


    「うん。いろいろ邪魔もあったけど、楽しんでるよ」


    「それはなにより」


    　僕の言葉に彩香は微笑を返す。


    「僕がビーチでスイカ割りしたりバーベキューする日が来るなんて思ってもみなかったよ」


    「でしょ、無理してでも来てよかったでしょ。それに夜はまだまだこれからだからね」


    　彩香はいたずらっぽい口く調ちようでそう言いながら一枚の紙をそっと差し出す。


    　そこに書かれていたのは……。


    「もしかして相談？」


    「もちろん！」


    「いまから答えるってこと？」


    「もちろん！　ジャスト、ナウ！」


    「本気で言ってる？」


    「当たり前、これは合宿なんだから。じゃんじゃん相談に答えてくれないと！　ほら、アニメの方だよ」


    　彩香は僕にその紙を押しつけるように渡す。夜はこれからって普通は遊びに使う表現なんじゃ……。どうやら彩香が謎なぞのルートから入手したアニメ関係者の相談に答える『アニメのお悩みにもお答えします』用の相談らしい。


    「ねえ、今日きようはもうゆっくりしない？」


    　僕は素直に自分の気分を表明しただけだったのだが、彩香の表情が明らかに厳しくなっている。ただでさえ近いのに彩香はさらに顔を寄せ、僕をまじまじと見つめながら言う。


    「バーベキュー食べたよね」


    「食べたけど……」


    「スイカ割ったよね」


    「割った」


    「みんなの水着姿ガン見したよね！」


    「ガ、ガン見は……し、してないかな？」


    「してた！　勇ゆう樹きはチラチラ見てるふうを装よそおったガン見を全身全霊をかけて敢かん行こうしてたよ。本人はバレてないつもりなのがむしろ哀れなくらいに、その感じが伝わってたよ。梨り乃のちゃん、ふみちゃん、いくみちゃん、ふみちゃん、ふみちゃん、梨乃ちゃん、いくみちゃんと思わせてのふみちゃん、の順でがっつり見てた！」


    「それ、面と向かって言うかね……。ものすごく恥ずかしいんだけど」


    　まさか見ている順までバレているとは……。たしかにあの胸に気を取られて思わずふみを多めに見てしまったことは否いなめないけど。


    　しかし彩あや香かは僕の羞しゆう恥ち心しんなどまったく気に留とめることなく、情熱的にまくしたてる。


    「楽しんだ分は働いてもらわないと！　あれほど舐なめまわすように見ておいて、しかも梨乃ちゃんと何度かラッキースケベ的な展開まであったよね！」


    「あれは……梨乃が気分が悪くなって」


    「言い訳はいいから。とにかくあったでしょ？　ラッキースケベ」


    「……あったね」


    「じゃあ、ラッキースケベ分働かないと！　さあ相談コーナーを開催して！　梨乃ちゃん、ふみちゃん、いくみちゃんを呼んできて！」


    　彩香は三人が休んでいる二階を指さし、そう僕に命じる。もはや人生相談夜の部は決定事項のようだ。仕方ない、みんなを呼びに行くか。


    　しぶしぶソファーから立ち上がり、階段に向かう僕を彩香が呼び止める。


    「くれぐれもワザとノックせずにドアを開けて、着替え途中に遭そう遇ぐうしたりしないように！」


    「そんな、考えてもなかったよ。それにそんなタイミングよく着替えてないと思うし」


    「思ったより着替えているから、女子って！　それに転んで手をつこうとすると思ったより女の子の胸の上だったりするし、思ったよりたまたまシャワーに入ってるから」


    　まったく妙な釘くぎの刺し方をする。


    　そんな偶然が起こるはずがないじゃないか。それに僕はちゃんとノックはするタイプの人間だ。………………ただしノックの音はものすごく小さいかもしれない。本当にかすかな、人間の聴力では聴きき取れないほどの音かもしれないが。


    　まずは階段から一番近いふみの部屋だ。僕はまるで薄いガラスを触るようにドアを繊せん細さいに手の甲でタッチする。当然、反応はないが、これでノックをしたとの大たい義ぎ名めい分ぶんを得たわけだ。あとはなるべく気配を消して、そっとドアノブを……。


    　僕が細心の注意を払いながらドアノブをひねろうとしたそのときだった。突とつ如じよとしてドアが勢いよく開かれ、僕の顔面に直撃する！


    「ああっ、すみません！　まったく気配がしなかったもので」


    　思わずうずくまる僕の頭上で、ふみの声が聞こえる。


    　こうしてラッキースケベどころか鼻を強打しただけに終わったのだった。

  


  
    【相　談　３「最近どんどんバカになっている気がします」】


    
      諏す訪わ 彩あや花か

    


    



    　私は最近、自分の知力の低さに悩んでいます。小学校、中学校で習ったはずの地名や簡単な英語を答えることができません。


    　しまいには、ポンコツ声優と言われる始末……。


    　キャラクターがつくのはありがたいのですが、やはりひとりの大人として、もう一度勉強し直したほうがいいのでしょうか？　それともこのままおバカキャラを突き通すべきでしょうか？　悩んでいます。

  


  
    Answer's
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    梨　乃：勉強するべき。特に理系の勉強を集中的にするべきなのだ。
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    ふ　み：やはり文系です。歴史や文学について学びましょう。
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    いくみ：ぐぅー……むにゃ……、むにゃ……。
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    彩　香：なにかひとつに特化して勉強するといいんじゃない？


    


    

  


  
    　今回は声優をされている諏す訪わさんからの相談だ。


    　おバカキャラで行くべきか、それとも勉強をやり直すべきかとの相談だが……。はたしてこの相談に対してどんな答えが……。


    　いくみが寝ている！


    　まだ夜の九時を過ぎたところなのだが、いくみにとってはすでに就寝時間を過ぎているらしい。なんとかリビングまで下りてきてもらったのだが、すぐにソファーに倒れこんで深い眠りについてしまった。


    「むにゃむにゃ……もう食べれない……むにゃ」


    　典型的な寝言まで飛び出す始末。これは相談に参加することなど望むべくもない。


    　ということで、今回は彩あや香かに三人目の回答者として参加してもらうことになったのだが、この三人だといったいどんな展開になるのだろうか……。


    　とりあえず、いつもどおり梨り乃のの意見から聞いていくことにする。


    「もちろん勉強するべきなのだ。どんな職業でも勉強は基本だと思う。特に理系の知識を学ばないのは人生にとって損失とも言える」


    　もはや議論は不要とばかりに自信に満ちた表情で、お風ふ呂ろに入って、さらに艶つややかになった長い黒髪をかきあげる。


    　梨乃は諏訪さんも勉強するべきだと考えているようだ。しかも理系の勉強を。まさに予想どおりの回答ではある。


    　そんな梨り乃のの意見に反論を加えるのはふみだ。


    「梨乃さん、声優さんに理系の知識は必要ないのでは？」


    「そんなことはないのだ。理系の知識によってより深く仕事を理解することができる。そうすればより高いモチベーションで仕事に臨のぞむことができるはずなのだ」


    「たとえば声優さんならどんな感じでしょうか？」


    「自分の出した声が空気の振動となって、その振動が鼓こ膜まくを振動させ、それがつち骨こつ、きぬた骨、あぶみ骨の順番に伝わって、最終的に内ない耳じの蝸か牛ぎゆう神経によって神経伝達されるのだと知ることによって、モチベーションが上がるはずなのだ」


    　梨乃はなんだか説明をしているだけでなんとも楽しそうな笑みを浮かべているのだが、残念ながらその楽しさはまったくふみには伝わっていない。


    「上がるでしょうか？　モチベーション」


    「なぜなのだ？　上がるに決まっているではないか」


    　梨乃はむしろその疑問が出るほうが不思議だと言わんばかりだ。


    「梨乃さんはそうなのかもしれませんが、諏す訪わさんは上がらないと思いますよ」


    「そんなことはない。人間の聴覚の緻ち密みつなメカニズムにうっとりするに違いない。つち骨、きぬた骨、あぶみ骨だぞ、きっと諏訪さんも興味があるはずなのだ」


    　なんだかうれしそうに耳じ小しよう骨こつを列挙する梨乃。


    「梨乃さん。残念ながらそんな人は梨乃さんだけです」


    「まさか！」


    　梨乃はふみが自分をからかっているのだと思っているようだが、残念ながらちっともまさかではない。きぬた骨に関する知識でモチベーションが上がる人間は間違いなくごく少数だ。


    　梨乃はきぬた骨人気の低さに狼ろう狽ばいしながらもなおも自説を曲げない。


    「す、少なくとも、ちょっとした雑談の話題としては有効なはずだ。少し時間が空いたときに、声優さんの友達と、『一オクターブ上がると周波数はちょうど二倍になるんですよね～』とか、『人間の可か聴ちよう域いきは20㎐ヘルツ～20[image: ]キロヘルツなんですよね～』とか『コウモリは１２０[image: ]まで感じ取るんですよね～』などと楽しい会話で盛り上げることが……」


    「そんな話題盛り上がりません！　やはり勉強するなら文系ですよ。歴史に詳しくなれば、歴史上の人物を題材としたキャラクターを演じたりする際にも役に立ちます」


    「理系だって、博士の役を演じるのに役立つ」


    「博士の役はそんなにありません！　歴史上の人物はそれをモチーフにしたキャラクターも含めれば、いっぱいいますし、ファンタジー世界の役を演じるためにも西洋史が役に立ったりするはずなのです」


    「理系だって……、博士以外にも半導体メーカーの社員などの役でも有利なのだ！」


    「そんな役はめったにありませんからっ！」


    　文系と理系の知識どちらが役に立つか激しく言い争う梨り乃のとふみ。お互い一歩も譲ゆずろうとしない。……端はたで聞いていると不毛な争いに思えて仕方ない。


    「まあまあ、梨乃は理系、ふみは文系の知識を勉強するべきだって意見はわかったから。いったんほかの意見も聞いてみようよ」


    　僕はヒートアップしてしまったふたりをいったん落ち着かせる。


    　ここまではある意味いつもどおりの展開。ふたりがそれぞれ理系、文系の勉強をすすめることは予想できていた。


    　問題は普段は相談に参加しない彩あや香かだ。いったいどんな考えを持っているのか……。


    「梨乃ちゃんとふみちゃんの意見もわかるけど、無理に興味ないこと勉強しても身につかないから。私はなにかひとつに特化して勉強すればいいと思う」


    　彩香は梨乃とふみを労ねぎらうように穏やかな笑え顔がおを見せながら、自分の意見を披露する。


    　なんだかすごくまっとうな意見だ。普段の彩香のことだからもっと過激な意見を出してくると思っていたのだが……。


    「諏す訪わさんはいまおバカキャラで人気が出ているから、急に勉強して賢いキャラになってもファンの人たちが戸惑うと思うし、それにお仕事が忙しいから、理系でも文系でもいっぱい勉強するのは大変だと思うわけ」


    　彩香はさらに非常にまっとうな発言を続ける。梨乃もふみもおとなしく彩香の意見を聞いている。さすがにこの意見に反論することはないようだが……。しかしそれではさすがにものたりない。ここは僕がなにか突っこんだ質問をしたほうがいいだろう。


    「それで、おバカキャラを大事にするのはわかったけど、だったら勉強はしないでそのままじゃダメなのかな？」


    　彩香の意見に補足を促うながすようにあえて質問を投げかけてみる。


    「そこなんだよね。これはあくまで一般論なんだけど、おバカキャラクターって基本的に限界が来るじゃない？　やっぱり若さがあってのおバカキャラだと思うの。年齢が上がるにつれて徐々に世間の目が厳しくなってくるから、ゆっくりとシフトチェンジしていかなきゃいけないと思うの。そのための準備は必要だと思うんだよね」


    　なんだか急に嫌らしい話になってきた気が……。


    「そんなときに声優さんがどうするかはわからないんだけど、芸人さんは得意ジャンルを持って特化していく戦略に出ることが多いと思うのね。広島カープが好きなら、それだけ勉強してカープ関連の仕事をもらいつつ、カープのファンを吸収するとか、釣りが好きだったら、とことん釣りを勉強するとか……なるべく競争が少ない穴場のジャンルを狙ねらうべきだと思うんだよね。ぎりぎり専門誌があるかないかのレベルがいいと個人的には思うの」


    　僕の嫌な予感は的中した。なんだか話が猛烈にえげつなくなってき始めた！


    　やはり彩あや香かが普通の意見で終わるはずなどなかったのだ。


    「それで諏す訪わさんはなにを勉強すれば……」


    　ふみがちょっと顔をひきつらせながら質問する。


    「声優さんのファン層や興味があること、汎はん用よう性せいなんかを総合的に考えてみると、私のおすすめは武器かな。武器マニアになるべきだと思うの」


    「諏訪さんのイメージと少し違う気もしますが……」


    　ふみは小首を傾かしげているが、しかし彩香はその質問を待っていたとばかりに即答する。


    「逆に狙ねらいはそこ！　ギャップよ、ギャップ！」


    　彩香の口く調ちようがさらに力強くなってくる。そして怪しく輝かがやく眼光。どうやらノってきたようだ。


    「うーむ、諏訪さんのような人が、最新のアサルトライフル、ＸＭ29などに詳しいと、好感度が上がるのだろうか……私には理解できない」


    「梨り乃のさん、違いますよ、きっとティンベーなどに詳しいとそのギャップでファンの方がキュンとなるってことではないでしょうか？」


    　待て待て、梨乃とふみの会話も理解できないぞ。


    「ちょっと待って、ティンベーってなに？」


    　ふみは僕の問いに即答する。


    「亀の甲こう羅らで作った盾たてに決まっているじゃないですか。小型の槍やり、ローチンとともに使用するのです。せっかくだったらちょっと使えたほうがいいかもしれませんね。オーディションでティンベー・ローチン術を披露すれば……」


    　諏訪さんはどんなオーディションに参加しているんだ！


    　スタジオに亀の甲羅の盾と槍を持ってきている時点で落とされてしまう可能性大だ。


    　それにしてもなんでこんな意見になってしまったんだ。


    　諏訪さんのいまのキャラクターを大事にするために急には賢くはならない。これは普通の意見だ。そして今後のためにひとつ得意のジャンルだけ勉強しておく。これもまあ納得できる。それがどうして最終的にオーディション会場に亀の甲羅と槍を持って登場する結論に！


    　まったく論理の飛躍とは恐ろしいものだ……。


    「ティンベー・ローチン術はさておき、意見としてはわかったよ。とにかくひとつだけ得意ジャンルの勉強をするってことだね」


    　僕は論理の飛躍があったひとつ前に戻して彩香の考えとさせてもらう。


    　これはまあ妥当な意見だろう。反論も出なさそうではあるが……。


    　しかし梨乃はまだこの意見に引っかかる部分があるようだ。


    「ひとつに絞るのは悪くないとは思うのだが、逆に生なま半はん可かな知識では反感を招くだけだと思うのだ。特に武器のマニアの人たちの前で中途半端な知識を披露すると、むしろ厳しい反応が返ってくることが容易に予想できる」


    「うーん。それはたしかにそうだけど……。そこは頑張って勉強して覚えるしかないよね……」


    　彩あや香かは梨り乃のの意見に困ったような表情を浮かべる。どうやらノリで武器マニアになれと言ってみたもののそこまで詳しくは考えていなかったようだ。


    「文系でも理系でもティンベー・ローチン術でも勉強を効率的にする方法もいっしょに提案することができるといいですねえ。お忙しいでしょうから、むしろなにを勉強するのかよりも、どのように勉強するかのほうが大切な気がしてきました」


    　ティンベー・ローチン術に勉強法もなにもないと思うが、ふみはどこまでも真ま面じ目めだ。真剣にどうしたらいいか考えている。


    「たしかに勉強が苦手な人はただ勉強法を知らないだけのことが多いよね。梨乃ちゃんはどうしてるの、勉強？」


    「私はただ自分でわからないことがあったら調べるようにしているだけで、調べるとまたわからないことが出てくるから、それを繰り返しているうちに自然に……」


    　彩香の問いに、梨乃はちょっと恥ずかしそうに目を伏せながら答える。


    「なるほど、完全に勉強ができる人のスタイルだね。もっと誰でもできる、むしろ勉強が苦手な人も参考になるような方法があれば……」


    　彩香はそう言いながら、自分の隣で熟睡しているいくみをチラリと見る。


    　完全に脱力していまにもソファーから落ちそうだ。


    「こんなときにいくみちゃんを使って勉強方法をテストできるといいんだけどねえ」


    　当然ながらいくみの耳には彩香の言葉は届かない。かわいらしい小ぶりな口を弛し緩かんさせて、すやすやと寝息を立てている。なんの夢を見ているのかわからないが、とても幸せそうだ。


    　そんないくみの寝顔をじっと見つめていたふみが胸の前でぱちんと手を叩たたく。


    「そうだ！　梨乃さん、睡眠学習ってありますよね。あれはどうでしょうか？」


    　睡眠学習……。寝ている間に音声を聞かせて、知らないうちに覚えているって勉強方法か。


    　しかし梨乃はふみのアイディアに興味を示さなかった。


    「あんなもの、ただの疑ぎ似じ科学なのだ。昔、流は行やったらしいが、単純に自分で録音したときに覚えただけで、寝ている間の学習効果は認められなかったとなにかで読んだが」


    　梨乃はいくみを一いち瞥べつして小さく首を横に振る。


    　どうやら梨乃にとっては睡眠学習は荒こう唐とう無む稽けいで試す価値がないもののようだが……。


    「やってみるだけ、やってみませんか？　全部をしっかり覚えることは無理でも、少しなら覚えているかもしれませんよ」


    「なんの成果もないと思われるが……」


    「いいじゃない。効果がないことをたしかめるのも悪くないし、それに、おもしろそうじゃない。寝てる人にいろいろ覚えさせるの」


    　彩香はいくみの寝顔を見つめながら、いたずらっぽい笑みを浮かべる。


    　梨り乃のはなおも納得がいかない様子だが、彩あや香かはお構いなしに話を進める。


    「まあまあ、固いことは言わずに。やっちゃおうよ、睡眠学習。もしかしたらなにか覚えるかもしれないし、それに……やっぱ合宿の夜といえば、寝ている人にいたずらでしょ」


    　どうやら彩香は睡眠学習という大たい義ぎ名めい分ぶんでいくみにいたずらをしたいみたいだ。


    　そんなことになっているとはつゆ知らず、あどけない寝顔のいくみ。


    「むにゃ……」


    　普段起きているときでも勉強が苦手ないくみ。そんないくみに睡眠学習はどんな効果をもたらすのだろうか……。


    



    　まずはいまにもソファーからずり落ちそうだったいくみの体勢を整えて、まっすぐに寝かせる。


    　いくみは僕たちに身体からだを動かされてもまったく目を覚まそうとはしない。


    　授業中ですら熟睡できるだけあって、さすがの眠りの深さだ。


    　彩香はいくみの鼻先にそっと自分の頰ほおを近づけ、寝息に変化がないことを確認する。


    「本当にかわいい寝顔してるね。いくみちゃん。この寝顔がどう変化するか……、ふふふ、これから賢くなってもらうからね。さあ、ふみちゃん」


    　彩香はサディスティックな笑みを浮かべながら、そっとふみとポジションを入れ替わる。
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    　ふみの手には小さなメモが握られている。おそらくこれから学習させる内容をメモしたものだろう。


    　ふみがいくみの耳元にそっと顔を寄せ、優しく語りかける。


    「ティンベーは琉りゆう球きゆう古こ武ぶ術じゆつで使用される亀の甲こう羅ら状じようの盾たてです。ローチンは短い槍やりでティンベーとともに使用します」


    「……むにゃ？　むにゃぁ～」


    　いくみが声に反応して起きるかと思ったが、少し身体からだをもぞもぞとさせただけで目は覚まさない。なんの夢を見ているのか相変わらず笑え顔がおのままだ。


    「どうなんでしょうか？　これで覚えたのでしょうか？」


    「もっと繰り返し聞かせなければいけないのではないだろうか？」


    　ふみと梨り乃のがいくみを起こさないよう小声でささやきあう。


    　あれほど否定的だった梨乃もいつの間にかノリノリだ。やっぱりこういった実験っぽいことが大好きなのだろう。


    「ティンベー・ローチンです。いくみさん、ティンベー・ローチン」


    「むにゃ……ティン…………むにゃぁ」


    「梨乃さん、いまかすかにティンベーと言おうとしましたよ」


    「うむ……そんな気がする」


    「梨乃さん。もっと繰り返せば本当に覚えているかもしれませんよ。ティンベー・ローチン、沖縄の古武術で使用される亀の甲羅の形状をした盾と短い槍です。ティンベーで相手を目隠しして、その隙すきにローチンで突くのです」


    「う、うーん、沖縄の……短い目隠し……。う、うーん、むにゅー、梨乃が……その隙に亀を突くのです」


    「……間違えて覚えている気がするのだが」


    　梨乃は不安げに見守るなか、ふみがさらに耳元でささやく。


    「いくみさん、違います。ティンベーが亀の甲羅の盾、ローチンが短い槍です。名作漫画、『るろうに剣心』で宇う水すいさんが使用していた武器でもあります」


    「う、うにゅーん……働きたくないでござる……うーん、むにゃ……」


    　なんだかいくみがうなされている。先ほどまで穏やかだった寝顔が苦しそうな表情に……。少し額ひたいに汗も浮かんでいる。どうやらなにかしらの影響を及ぼしてはいるようだが。はたして学習になっているのだろうか。


    　ふみがささやき終えたことを確認して、彩あや香かがいくみに近づく。


    「とりあえず、いくみちゃんが覚えてるかたしかめようよ。いくみちゃん、起きて、いくみちゃん！」


    　彩香はいくみの肩を揺すって目を覚まさせる。


    　相談開始当初は熟睡していて、なにをしても起きそうになかったいくみだが、ティンベー・ローチンの連呼で眠りが浅くなったのか、よろよろとソファーから身を起こす。


    「ふにゃあ……どうしたのさ、こんな遅くに」


    　いくみは目をこすりながら小さくあくびをする。


    　遅くもなにもまだ夜の十時を回ったところなのだが、いまはそんなことより睡眠学習の効果が重要だ。


    「ねえ、いくみちゃん。沖縄と言えばなに？」


    　彩あや香かの唐突なクイズにいくみは呆ぼう然ぜんとしている。


    　どうやら寝ている間の出来事は覚えていないようだ。


    「ふぁ……沖縄？　……北ちや谷たんキャンプ？　ドラゴンズの」


    「違う！　いくみちゃん、よく思い出して、なにか出てこない、ふわっと、記憶が？」


    　なぜ彩香に否定されたのかすら理解していないであろういくみはみんなの顔を見回して、ただただポカンとしている。


    「さあ、もう一度、沖縄と言えば？」


    　正解を伝えんばかりの目力でいくみを見つめる彩香。


    　いくみもなんとなくこの質問の重要性に気づいたようで、寝ね癖ぐせのついた頭をぽりぽりと搔かきながらも真剣な表情になっている。


    「うーん……沖縄…………沖縄…………、運うん天てん・ジョン・クレイトン選手？」


    「違う！　っていうか誰？」


    「沖縄のダルビッシュじゃん！　なんで知らないのさ！」


    「野球わからないから、そうじゃなくて、ほら、ティン……？」


    「ティン？」


    「ティンベー……ほら、いくみちゃん、思い出さない？」


    　彩香はもはや自分で途中まで言ってしまっている。


    「いくみさん。亀の甲こう羅らと短い槍やりです。頑張ってください」


    　ふみも自分が言って聞かせただけになんらかの責任を感じているのか、懸けん命めいに応援をしているが……。


    「ティン？　亀の甲羅？　なんか聞いたことがあるような……うーん、うーん、どこで聞いたのかな？　えーとね、えーとね」


    　幾ばくかは脳のう裏りに情報が残っているのか、いくみも懸命に思い出そうと首を右に傾けたり左に傾けたりしながら、うんうん唸うなっている。僕もなにかヒントを出してあげよう……。


    「いくみ、思い出して。『るろうに剣心』のキャラクターが自然に思い浮かんでこない？」


    「あっ、運天・ジョン・クレイトン選手？」


    「違うって！　いままでのヒントはどうなったんだよ。るろ剣にそんなキャラ出てこないから」


    「だから沖縄のダルビッシュでしょ！　そっちこそなんなのさ！」


    　いくみは口を尖とがらせて、むくれてしまった。


    　寝起きで唐突なクイズを出されて、そのうえ違うと責められては無理もない。


    「残念ながら、効果はないようだ」


    　これまでいくみの様子を冷静に観察していた梨り乃のがついにその言葉を呟つぶやく。


    　たしかにこれだけヒントを出してまったくかすりもしないのだから、効果なしと判断せざるをえない。


    「なに……、なにが効果がなかったのさ？」


    　実験の対象者でありながら唯ゆい一いつ言葉の意味がわかっていないいくみに梨乃はかいつまんでこれまでの経緯を話して聞かせる。


    　ソファーの上であぐらをかいて、梨乃の言葉にうんうんとうなずくいくみ。


    　すっかり不機嫌になっていた機嫌がみるみるうちに直っていく。


    「睡眠学習ねえ。なんだあ、それならそうと言ってよ」


    「いくみは相談開始時からずっと寝ていたではないか……」


    「それはそうなんだけどさ。まあ、ややこしいことはいいじゃん。とにかくそうとわかったらもう一回やるよ！」


    　いくみは自みずからの膝ひざをぴしゃりと叩たたいてそう宣言する。


    「もう一回やる価値を感じないのだが……」


    　梨乃の表情は冴さえないが、しかしいくみがその弱気を一いつ喝かつする。


    「ダメッ！　諦あきらめたらそこで試合終了だよ！　もっと私の可能性を信じて！　寝ている間に勉強ができるって最高じゃん！　こんな私に向いてる勉強法はほかにないんだから。もっとやって！　成功するまでやって！」


    　どうやら自分の今後の勉強に睡眠学習を取り入れたいらしい。そりゃ勉強が大の苦手で、寝ることが大好きないくみにしたらこれ以上ない魅惑的な勉強方法ではあるが……。


    「さあ、私はもう一回寝るからね。ちゃんと私が覚えるように工夫してよね。それからティンベーなんとかじゃなくて、もっと役に立つやつ教えてよ。テストに出るのがいい！　じゃあよろしく！」


    　いくみはそう宣言するとソファーの上で大の字になる。


    　すぐに聞こえてくる安らかな寝息。


    　よくもまあこんなにすぐに眠れるものだ……。


    「どうしましょうか？」


    　ふみがいくみの寝顔と梨乃を交互に見ながら、戸惑いの表情を浮かべている。


    「うむ……、諦めるなと言われても……。そういう問題でもないと思うのだが」


    　梨乃もすっかり困ってしまっている。


    　そんな梨り乃のの背中を彩あや香かが励ますようにぽんと叩たたく。


    「もう一回だけ、全力でやってみようよ。どっちに転んでもばっちり記事にするから、睡眠学習、その効果の実態とは？　みたいな感じでさ」


    　こうして第二回の睡眠学習へのチャレンジがはじまった。


    　先ほどの反省をふまえ、学習させる内容は少量で短くすることにする。そして人がささやきかけるのではなく録音してエンドレスで聞かせ続けることに。学習するのは歴史の語ご呂ろ合わせわずかに二個だ。


    



    ・六三〇年──第一回遣けん唐とう使しの派遣。いろいろ蒸むされ、遣唐使を派遣。


    ・一四六七年──応おう仁にんの乱。人よ、虚むなしい応仁の乱。


    



    　語呂合わせで覚える内容は完全に中学生レベルだが、いくみに覚えてもらうならこれくらいで十分だろう。それにたった二個ずつでも毎晩やれば一年で七百以上覚えることができる。


    　……もちろん覚えることができたらの話だが。


    「これ、私がリラックスするために使っているお香こうなのですが、炷たいてみませんか、白びやく檀だんの匂においなので、日本の歴史に想おもいを馳はせるにはちょうどいいと思うのです」


    「ダウンロードできたよ、合かつ戦せんの効果音、これもバックグラウンドで流せば雰ふん囲い気きが出るかも」


    　ふみからはお香、彩香からは合戦の効果音が提供される。


    　なんとなく先ほどよりは効果が期待できるような気もするが……。


    　そんなみんなの苦労などまったく知らずにいくみは夢の中。


    「むにゃ……そのうまい棒、食べていいの……、悪いねえ」


    　相変わらずベタな夢を見ているようだ。


    「では再度、実験を開始するのだ」


    　梨乃はそう言うと自みずからのスマートフォンに録音したふみが語呂合わせを読み上げる音声を再生する。


    　それと同時に彩香のノートＰＣから合戦の効果音が流れ、お香が炷かれる。


    　いまの装備でやれることはやりきったはず。


    　これでいくみが遣唐使の派遣と応仁の乱の夢でも見てくれれば成功なのだが……。


    　激しいつばぜり合いとほら貝の音、馬のいななきと蹄ひづめの音を聞きながら、ひたすらいくみの様子をじっと見守る。こっちが夢に見てしまいそうだ。


    「む、むにゃ……？」


    　開始から数分後、いくみに変化が現れる。ずっと楽しげだった寝顔が曇りはじめる。


    「や、やめろ、むにゃ、……それは私のうまい棒だよ！　勝手に蒸さないで！　むにゃ」


    「梨乃さん蒸されています。これはいくみさんの夢の中で遣唐使の派遣っぽい事件が起こっているのでは？」


    「まだそうと判断するのは早い。もう少し観察するべきなのだ」


    　梨り乃のは少し興奮しているふみを小声で制する。


    　しかし、あの苦しそうな表情から察するにいくみの夢の中でなにかが蒸むされていることは間違いなさそうだ。


    　今度こそ睡眠学習の効果があるのか、みんなの期待を一心に背負っていくみは眠り続ける。


    　いくみの表情に変化が見られたのは、さらに数分後のことだった。


    　なんだかわからないが、無表情だ。


    　笑うでもなく、泣くでもない。ただひたすらに無表情。それでいて、どこか悲しみをたたえているようで、いったいこれは……。


    「いくみさんが虚むなしい顔をしてます！　いくみさんがこんな顔したの見たことありませんよ。これは、争いの絶えない応おう仁にんの乱に対して、人よ、虚しい。と思っている顔です！」


    　ふみが言うとおり、たしかにこれは虚しい顔にも見える。ただし応仁の乱の虚しさを表現しているのかは謎なぞだが……、それに目的は応仁の乱の虚しさを知ることではなく、語ご呂ろ合わせで年号を覚えることだ。


    「梨乃さん。いまこそ起こすときなのではないでしょうか？　これだけ虚しそうにしているタイミングなら覚えているかもしれませんよ」


    「人間は一晩に四、五回夢を見てそのほとんどを忘れてしまっているとの説がある。他人が介入して覚えているうちに起こすのは睡眠学習としてフェアではない気がするが、もしいくみが覚えているとすればこのタイミングであることは間違いない……」


    　梨乃のお墨付きをもらって、ふみがいくみの肩を優しく揺さぶる。


    「起きてください。いくみさん」


    「ふぁ？　ふあぁ、あー虚しかった」


    　いくみは上半身を起こすと大きく両手を上げて伸びをする。


    　本来は「あーよく寝た」の台詞せりふが飛び出すタイミングでの、「あー虚しかった」、これはかなり虚しかった証しよう拠こだ。


    　あとはそれがきっちりと年号に結びついてくれていればいいのだが……。


    「いくみさん、おはようございます。それで応仁の乱の発生した年は」


    「ふぁ？　おーにん？」


    「そうです、人の世が虚しくなるほどの争いが起こった年です」


    　ふみのヒントをよく聞けばもはやそれが答えの語呂合わせなのだが……。


    　しかしいくみにはそれすらも伝わっていないようだ。まだ眠そうな目つきでぬぼーっとふみを見つめている。


    「えーと、えーと…………運うん天てん」


    「違いますよ。年号を聞いているのに、なぜ沖縄のダルビッシュさんなのですか！」


    　もはや逆にふみが沖縄のダルビッシュについて記憶してしまっている。


    　一方いくみからは応おう仁にんの乱の起こった年号は出てきそうにもない。


    「やはり睡眠学習は不可能なのだ」


    　小さく頭を振る梨り乃の。その言葉にいくみは不思議そうな表情を浮かべている。


    「睡眠学習？　なにそれ？」


    　いくみはもはや自分が睡眠学習をしていたことすら忘れてしまっていた！


    　学習するどころか後退してしまっている。これ以上ないほどの大失敗だ。おそらくいくみは寝かせば寝かすほどいろいろ忘れる仕組みになっているっぽい。


    「仕方ないね。そもそもいくみちゃんには暗記は無理なのかもね」


    　彩あや香かがため息混じりに漏もらした言葉にいくみの表情が一変する。


    　どうやらいくみにとって聞き捨てならない言葉だったようだ。


    「そんなことないよ！　結構、暗記は得意なんだからね。埼玉のダルビッシュが中なか村むら勝まさる選手だし、房ぼう総そうのダルビッシュが相あい内うち誠まこと選手、登録名は誠選手だし、難なに波わのダルビッシュが藤ふじ浪なみ晋しん太た郎ろう選手だし、岡山のダルビッシュがダース・ローマシュ匡たすく選手だし！」


    　猛烈な勢いでいろいろなダルビッシュの暗あん誦しようをはじめるいくみ。


    　全国各地の高校野球で活躍し、ダルビッシュと称された投手の名前がまったく淀よどみなく次々と出てくる。


    　その勢いにさすがの彩香も驚きを隠せない。


    「す、すごいじゃない。野球あんまり詳しくないから、正直、よくわからないけど……」


    「でしょ、好きなことなら覚えられるんだよ。興味ないことは無理！」


    　いくみは開き直ったようにそう断言する。これ以上はどんなことをしても覚えない。煮るなり焼くなり好きにしろ、そんな態度だ。


    　彩香はその言葉に大きくうなずく。


    「それだよ、いくみちゃん。諏す訪わさんへのアドバイス。それがいいよ」


    「へ？　なに？」


    「好きなことなら、自然に楽しく勉強できると思うんだよね。だから自分の興味があることをひとつ決めてそれの勉強をすればいいんだよ。ね、いくみちゃん」


    「そ、そうだよ。私もそれが言いたかったんだよ。本当だよ」


    　いくみはわざとらしく何度もうなずき続ける。


    「たしかに、私も歴史や本が好きだから覚えていることも多いです。やっぱり最初は興味があることからですよね、梨乃さん」


    「うむ。私もそうなのだ……。そこから興味の範囲をゆっくりと広げていくのが勉強の正解かもしれない……」


    　梨り乃のも不ふ承しよう不ぶ承しようではあるが、その意見に賛同する。こうして思わぬ方向からではあるものの、いくみの睡眠学習から結論が導きだされたのだった。


    「じゃあ、これで解決、安心して眠れるね。おやすみなさーい」


    　先ほどまで眠っていたくせに、すでに大きなあくびをするいくみ。率そつ先せんして自分の部屋へと戻っていく。


    　すでに時間は夜の十一時を回っている。明日あしたは第一新聞部との対決もある。いくみでなくともそろそろ就寝の時間だろう。


    　梨乃、ふみ、彩あや香かも「おやすみなさい」の挨あい拶さつを交わして三々五々、自分の部屋へと戻っていく。その背中を見送って僕はリビングの照明を消したのだった。

  


  
    【回　答】


    



    　勉強をやり直すべきかどうかとのお悩みに対して、勉強をするべきだとの意見、いまのおバカキャラを大切にするべきだとの意見。両方の意見が出ました。議論および睡眠の結果、自分の興味があることをひとつ選んでそれについて勉強するべきだとの結論に至りました。得意ジャンルを勉強することなら忙しいなかでも苦にならず、また現在のキャラクターを崩すこともないかと思います。もし好きなことがこれといって見つからなければ、武器について勉強して武器マニアになるのもひとつの手だと思います。


    



    



    ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


    　メッセージ


    「諦あきらめたらそこで試合終了だよ！　もっと私の可能性を信じて！」
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    　放課後、第二新聞部の部室は僕と部長の二に階かい堂どう彩あや香かのふたりきりだった。


    　カーテンを閉めた窓からは運動部のランニング中の声がかすかに聞こえてくる。


    　制服から外され畳の上に投げ捨てられた彩香のスカーフがどこか艶なまめかしくしなを作っている。


    「勇ゆう樹き、落ち込むことないよ。最初は誰だってうまくいかないものだから」


    　彩香は僕に身体からだをぴったりと寄せると耳元でそうささやいた。


    　いつもの厳しさからは想像もつかないほど、優しい口く調ちよう。まるで自分が小さな子供に戻ってあやされているかのような気分になる。


    「でも……」


    「大丈夫だから。あんまり深く考えないで。リラックスして、もう一度」


    　彩香の声がよりいっそう優しくなる。


    「うん、そうなんだけど」


    　彩香が優しくなればなるほど、僕の戸惑いは深くなるばかりだ。


    「自信を持って。不安がらずに、上手くやろうと思わないで」


    　甘くささやくような声。


    「うん、だから……」


    「自分の気持ちに素直になって、欲望に身を任せて」


    　彩香は緊張をほぐそうとしてか、僕の膝ひざにそっと手を置く。


    「ちょっと……彩香……」


    「もう一度チャレンジしてみて。今度はきっとうまくできるはずだから、勇樹の好きなようにしていいんだよ」


    　彩香はそう言うと、そっと僕に一枚の紙を手渡す。お悩み相談コーナーに届いたメールをプリントアウトしたものだ。


    「あのさあ、彩香、なんだか性的なことで失敗したノリで励ますのやめてくれるかな」


    「え？　そんなつもりじゃなかったけど」


    「明らかに、そんなつもりだったよね。完かん璧ぺきにからかってたよね。意味なくカーテン閉めてるし！」


    「そんな、つ、つもりは……ぷっ、ちょっとひと工夫を……」


    　彩香は吹き出しそうになっていることを悟られまいと、僕の視線から顔を背そむけている。しかしその肩が小刻みに震えている。


    「ぷっ、くすくすっ……ぐふっ、くくくっ！　うふっ」


    　顔は見えないがどう考えても笑っている。しかも爆笑のレベルで！


    「普通に励ましてくれたらいいじゃない。工夫はいらないから」


    　つい先日、僕は秘密結社ＨＨＨ団の真の目的をつきとめ、スクープとして記事を発表したのだったが、驚くほどその評判は悪かった。あまりにも秘密結社の目的が馬ば鹿か馬鹿しいものだったために、僕の記事までまったく荒こう唐とう無む稽けいの空想だとみなされてしまったのだ。


    　やはりこういったスクープ記事は彩あや香かが普段担当していて、僕は書いたことがなかったからなのだろうか、説得力と信しん憑ぴよう性せいに欠けてしまったようだ。


    「だって普通に励ましてもおもしろくないでしょ。勇ゆう樹きのやる気が出るようにって思って」


    「なんで励ますのにスカーフ外しちゃうかな」


    「そのほうが勇樹がより励まされるかなって」


    「変な気持ちになるだけだから」


    　まったく……。ドキドキはするし、そのうえ、いつか本当にそんな場面が訪れたときに、本当にそんな感じで失敗したらどうしようかと、変な不安に襲おそわれてしまった。


    　彩香は僕の返答が気に入らなかったのか、不満そうな表情を浮かべている。


    「じゃあいつもどおりにしようか。勇樹！　秘密結社の記事、すっごい不人気だったから！　もう信じらんないくらいの不評！　なにあの記事！」


    　急激に彩香の口く調ちようが厳しくなる。


    　さっきまでの優しいお姉さんはどこへいってしまったんだ。


    「たしかにいつもどおりだけど……。中間はないのかな？」


    「なに贅ぜい沢たく言ってるの！　さっきので大サービスなんだから！　さあ、失敗を挽ばん回かいするべく奮起して、奮ふるい立って！」


    　もう僕は反撃する気を失って、無言で渡された相談を確認する。


    　声優をされている大おお西にし沙さ織おりさんからの相談。


    　彩香がどこからともなく不定期に入手してくるアニメ関係の方からの相談に答える特別コーナー『アニメのお悩みにもお答えします』用の相談のようだ。


    　こちらのコーナーもすでに四回目、なんとなく慣れてはきている。


    「ちゃんとやるから大丈夫だよ」


    　僕の言葉が軽く聞こえたのか、ますます彩香のボルテージが上がる。


    「そんな生なま半はん可かな気持ちじゃ、ダメ！」


    　いつの間にか立ち上がり、まるで演説をするような口調で言葉を続ける。


    「これにばっちり答えて、ちゃんとした記事も書けるところを見せて！　自分が（役に）立つ人間だと証明して」


    「〝役に〟の部分の声が小さくて、妙な意味になってるから」


    「勇樹、下ネタはやめてくれる？」


    「なんで、自分が先に……」


    「わ、私のは違うから。あれはサービスだから」


    　やっぱり自分でもやりすぎたと思ったのか、彩香はかすかに頰ほおを赤らめている。


    　彩あや香かが照れるとは珍しい。


    「とにかく、今回はいつもよりもさらにいい回答を引き出して。期待してるから」


    　彩香は自分の照れを振り払うかのように勢いよくカーテンを開け放ったのだった。

  


  
    【相　談　４「最近怖がりに拍はく車しやがかかって困っています」】


    
      大おお西にし 沙さ織おり

    


    



    　私は昔からとても怖がりで、お化け屋敷や絶叫マシンなどにはなるべく入りたくありません！　しかし最近予想もしないところで怖がりが発揮され困っています。


    　先日コンタクトデビューをしたのですが、目にコンタクトを入れるのが怖すぎて、購入したにもかかわらず一日しか使っていません……。自分がまさかここまで怖がりだとは思っていなかったので本気で困っています。コンタクトは諦あきらめてメガネキャラになるべきなのでしょうか!?　私はどうすればいいでしょうか!?

  


  
    Answer's
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    梨　乃：恐怖心は脳の扁へん桃とう体たいから送られる信号にすぎないと理解する。
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    ふ　み：名将、酒さか井い忠ただ次つぐに倣ならいましょう。


    


    


    [image: ]


    いくみ：最後は無理やりだよ！　根性だっ！


    


    

  


  
    　大おお西にし沙さ織おりさんからの相談は、怖がりで困っているとの内容だった。たしか以前、豊とよ田た萌も絵えさんからの相談は歯医者さんが怖いとの内容だった。


    　もしかして声優さんは怖がりが多いのだろうか？　それとも怖がりであることが声優業界で活躍できる要素なのだろうか……。


    　そんな疑問はさておき、いつものごとくお悩み相談コーナーのメンバーからの意見を詳しく聞いていくことにする、


    　相変わらず三人が三人ともよくわからない回答だが……。


    「やはり歴史から学ぶことは大切だと思うのです」


    　めずらしく文系の回答者・九く条じようふみが先陣を切って意見を述べる。


    　正座で背筋をまっすぐに伸ばして、その凜りんとしたたたずまいは歴史から学べと発言するにふさわしいが……、しかしコンタクトを入れることが怖いとの相談のどこに歴史から学ぶ要素があるのだろうか？


    「徳とく川がわ家いえ康やす公こうを支えた徳川四し天てん王のうのひとりに酒井忠次という方がいます。幼おさなき頃、家康公が今いま川がわ家けの人質だった頃から長らく家康公に仕つかえた方なのです。これは徳川氏と武たけ田だ氏しが戦った三み方かたヶが原はらの合かつ戦せんでのエピソードです。その当時若かった家康公は老ろう獪かいな信しん玄げん公こうの術中にはまり、徳川軍は武田軍に散々に破られ、浜はま松まつ城に撤退します。当然ながら徳川軍の兵たちは意い気き消しよう沈ちんし、武田軍の追撃に怯おびえました。そのとき酒井忠次は兵たちの恐怖心を和やわらげ、気持ちを奮ふるい立たせるために、太鼓を叩たたき始めたのです。その結果、武たけ田だ軍を警戒させることに成功し、追撃を防ぐことができたのです」


    　ふみの話は相変わらず長かった。


    　本人は楽しそうに夢中で語っているが、ほかのメンバーの集中力はすでに完全に切れてしまっている。


    　体育会系の回答者、鈴すず木きいくみにいたっては座ざ布ぶ団とんを枕まくらにすっかり横になってしまっている。


    「いくみさん、ちゃんと聞いてますか？」


    「聞いてるよ。太鼓を叩くんでしょ。コンタクト入れるときに太鼓叩いてたら、大変だと思うな。私は」


    　いくみは長い話に疲れたのか、なんだか気けだるそうに答える。


    「そうではありません！」


    「じゃあ、先に太鼓を叩くの？　コンタクト入れないで叩くと失敗しそうだね」


    「太鼓にこだわらないでください！」


    「じゃあ、なんなのさ」


    「気持ちを鼓こ舞ぶするときに音楽を利用するということが言いたかったのです。音楽で気持ちを高めて、恐怖心に打ち勝つのです！」


    　ふみは自信満々にそう宣言するが、それでもいくみの反応は薄い。


    「うーん。まあまあのアイディアかな」


    　いくみは横になったままそう答える。


    「なにがいけないのですか」


    「なんかね、大おお西にしさんは武将とか嫌いだと思うよ」


    「なんの根こん拠きよがあって言ってるのですか！」


    「別に根拠とかないけど、だいたいみんな嫌いじゃん」


    「そんなことはないです！　いくみさんが嫌いなだけではないですか。自分の好みを一般化しないでください！」


    　すっかりふみが不機嫌になってしまった。


    　頰ほおを膨ふくらませて、ぷいっと顔を背そむけてしまう。ふみは本気で怒ってみせているつもりなのだろうが、まったく迫力がない。むしろかわいさが増してしまっている。


    「まあまあ、ちゃんとふみの意見は伝わってるから。ここは機嫌を直して、いくみの意見も聞いてみようよ」


    　僕はふみをなんとかなだめて、ふみを怒らせた本人であるいくみへと話を振ってみる。


    「やっぱりね。根性だと思うんだよ。根性さえあれば、基本だいたいいけるよ！」


    　自分の番となると突然やる気を出して、跳ね起きると、さっそく体育会系丸出しの意見を自信満々に披露した。本当に清すが々すがしいまでの根性論。もはや根性原理主義者だ。


    　これは反論するもなにも具体性がなさすぎる……。


    　理系代表の回答者、遠えん藤どう梨り乃のもメガネの向こうからいくみに冷ややかな視線を送っている。


    「一応、義務として聞くが、どうやって根性で恐怖を乗り越えるのだ？」


    　いくみは梨乃のそんな視線などまったく気にすることなく話を続ける。


    「それだよ。いいエピソードがあるんだよね」


    　いくみはふみのエピソードは否定しておいて、自分のエピソードを語り続ける。


    「小さい頃ね。おじいちゃんにスキーに連れてってもらったことがあるんだよね」


    　いくみは懐なつかしそうに少しはにかみながら、おじいさんとの思い出を語り始める。


    　たしかいくみはおじいちゃん子で、商店街のヒーロー・コガネンが大好きなのもおじいちゃんとの思い出がたくさん詰まっているからだった。


    「それでね。私まだ小さかったからさ、スキーで滑るの、怖くってさ。リフトで上に昇ったのに下りれなくなっちゃったんだよね」


    「なるほど、思ったよりも関係のある話のようだ」


    　聞き流す気満々だった梨乃の表情にもわずかに変化が表れる。


    　はたして幼おさない頃のいくみはどうやってその恐怖に打ち勝ったのだろうか？


    「そこで私はおじいちゃんに『助けて』って言ったんだよね」


    　いくみは目をキラキラと輝かがやかせている。本当におじいちゃんのことが好きだったみたいだ。


    「それで、おじいさんはどうしたのだ？」


    　梨乃の言葉に大きくうなずくいくみ。


    「それでね。それでね。おじいちゃんがおもいっきりドンッて背中を押してくれたんだよね。そしたら根性で滑れたよ」


    「危ないではないか！」


    　梨乃がまるで自分が背中を押されたかのように声を上げる。


    「そりゃ危ないさ。上級コースだったからね。根性がなかったら、怪け我がしてるところだったよ」


    　それは根性があったからではなく、類たぐいまれなる運動神経のおかげなのではないか……。


    「獅し子しは千せん尋じんの谷に子を落とすと言いますが、いくみさんのおじい様もそのような考え方の人だったのでしょうか？」


    　ふみのフォローはどちらかというと自分の気持ちを納得させるために言っているかのように聞こえる。しかし、いくみにとっては素敵な思い出のようで、


    「やっぱり、根性だよ。根性さえあればどうにかなる。あとはおじいちゃんのひと押しだよ。大おお西にしさんもおじいちゃんがいたら、ドンってしてもらえばいいんだよ」


    　コンタクトを入れようとしているところでおじいちゃんにドンってしてもらうと、確実に目を突く。スキーの上級コースよりも怪我の危険性が高い。絶対におすすめできないやり方だ。


    　もしこの方法をおすすめしたら、秘密結社の記事以上に彩あや香かに怒られてしまう。


    　いくみには悪いがこの話は打ち切らせてもらって、別の解決法を探ったほうがよさそうだ。


    　ここは梨り乃のの意見を聞いてみるか……。


    「恐怖だけではないが、あらゆる感情は脳内ホルモンと神経伝達物質によって引き起こされている現象にすぎない。恐怖心であればつきつめれば側そく頭とう葉ようにある扁へん桃とう体たい内ないにおける脳内物質ＧＡＢＡギヤバとグルタミン酸の作用だと言える」


    　梨乃は淡々と恐怖心のメカニズムについて語り続ける。しかし語れば語るほど、比例していくみの表情に困惑の色が濃くなっていく。


    「それで、そのアルファベットがなんなのさ」


    「アルファベット……ＧＡＢＡのことなのか？　ＧＡＢＡはアミノ酸の一種で神経伝達物質なのだが……」


    「だからアルファベットの話ばっかしないで！　それでなにがしたいのさ？　自慢？　アルファベット自慢？」


    「その自慢のジャンルは聞いたことがないが、むろん自慢ではない。単純に恐怖とは脳からの信号にすぎないのだから、危険がない場合は無視するべき。それが私の意見なのだ」


    　梨乃は自分なりに丁てい寧ねいに持論を説明しているつもりなのだろうが、説明すればするほどいくみの表情に戸惑いの色が濃くなっていく。


    　やはり神経伝達物質についての話はいくみには難しすぎたようだ。


    　目を閉じ腕組みをして、必死に考えているそぶりはしているものの、そのポーズを取れば理解度が深まるわけでもないようで……。


    「えーっと、えーっと……つまり自慢？」


    「だから自慢ではないのだ！　人間は本能的に目に異物が入ることに恐怖心を覚える。これは目を守るために必要なメカニズムなのだ。しかしコンタクトレンズは目に入れても問題がないように作られている。そのことをしっかりと理解しさえすれば、この場合の恐怖心は無視しても問題ないと理解できるはずなのだ」


    　要するにきちんと恐怖という感情のメカニズムを理解し、それがコンタクトを入れるという場面においては気にする必要がなく、いわば脳からの間違った信号だと理解すれば理性で乗り越えられるはずだ、と言いたいのだろうけど……。


    　せっかく起きていたいくみがまた寝てしまった。


    　しかも今度は大の字。完全に降参のようだ。


    　いくみは完全に理解を諦あきらめ、議論を放棄してしまったが、ふみは梨乃の意見を理解できているはずだ。


    「無視しようとして無視できないから問題なのではないでしょうか？」


    「それはしっかりと理解すれば解決できる。扁桃体からの信号よりもこれまでの経験と論理的思考を優先させるべきなのだ」


    「人間は機械のようにはいかないのです。わかっていても恐怖心を払ふつ拭しよくできない、そんなときもあると思うのです」


    「それはまだ理解が足りていないのだ。もっと理解すれば自然と恐れる気持ちは消えるはず。コンタクトレンズの発案者はあのレオナルド・ダ・ヴィンチだと言われている。半球状のガラスの器うつわに水を入れ、そこに顔をつけると視力が矯きよう正せいされるとの実験をしたのだ。それから時代は流れ、千八百八十七年にスイスの眼科医フィックが直接目につけるタイプのコンタクトレンズを自みずから装着したのが実用のはじまりなのだ。このように理解すれば、むしろコンタクトレンズを着用したくなってくるではないか」


    　梨り乃のはなぜ知っているのかコンタクトレンズ豆知識まで披露しはじめる。まさかダ・ヴィンチがコンタクトレンズの発案者だったとは……。ダ・ヴィンチ、目が悪かったのだろうか。


    　しかし梨乃の熱意はふみにも届かない。


    「すみません。全然なってきません。むしろ初期のコンタクトレンズのことを想像したら、怖くなってきました。さぞ痛かったでしょうね。目の中で割れそうですし」


    　なんだかふみは少し怯おびえているようにも見える。想像力がたくましすぎて、逆に不安になってしまったようだ。


    「ほらね、やっぱり知識だけじゃダメなのさ！」


    　この話の流れから反撃のチャンスだと思ったのか、いくみが再び跳ね起き、梨乃に反論を加える。


    「やっぱり、おじいちゃんにコンタクトをドンって入れてもらうのが一番なんだよ。ダ・ヴィンチもきっとそうしたよ」


    「ダ・ヴィンチがコンタクトレンズの実験をしたのは五十六歳のときなのだ！　おじいさんに頼る年齢ではない」


    「いくつになっても孫はかわいいもんだよ」


    　いくみはなぜか勝ち誇った口く調ちよう。自分のほうが人間を知っていると誇こ示じするかのように何度もうなずいてみせる。


    「そもそもいくみのおじいさんはスキーができないいくみの背中を押したのだ。孫をかわいいと思っているのか疑問視されるのだ」


    　梨乃の言葉に反応していくみの眉まゆがつり上がる。どうやら自分のおじいちゃんを馬ば鹿かにされたと思ったようだ。


    「おじいちゃんは私がかわいいから、そうしたんだよっ！　人のおじいちゃんを疑わないで！　そっちこそダヴィンチとかへんとーたいとかあやしいもんだよ」


    「扁へん桃とう体たいのどこが怪しいのだ！」


    「こうなったら、へんとーたいとうちのおじいちゃん、どっちが正しいか勝負だよ」


    　いくみはちゃぶ台を激しく叩たたくと、立ち上がりそう叫ぶ。梨乃を睨にらみつけるその表情は人間を威い嚇かくする野生の虎とらを思わせる。


    　しかし梨り乃のも怯ひるむことなくまっすぐにいくみを見つめ返す。その黒い瞳ひとみはまるで生命体を観察するアンドロイドのように冷徹だ。


    「待ってください。名将、酒さか井い忠ただ次つぐを忘れてもらっては困ります」


    　ふたりの争いに割って入るふみ。その胸はまるで収穫直前のマンゴーのようにたわわだ。


    　なぜか扁へん桃とう体たいとおじいちゃん、そして酒井忠次の三つどもえバトルが勃ぼつ発ぱつだ。これは異種格闘にもほどがある。


    「いくみ、それでどのような勝負をするつもりなのだ？」


    「それは梨乃が決めてよ」


    「自分から勝負を挑いどんでおいて、こちら任せなのか！　まったく相変わらずいくみは……。なにがいいだろうか……」


    「そうですねえ。なにかいいアイディアがあればいいのですが……」


    　三人はいがみ合いながらも、やっぱりどこか緊張感がない。やはり根本的な部分で仲よしなのだろうか……。


    　結局勝負の案が浮かばないまま、議論がすっかり中だるみしつつあったそんなときだった。


    　突然部室の扉とびらが開く音がする。


    　姿を見せたのは美術部の一年生、村むら上かみ絵え美みだった。


    　両手で大きな段ボールを抱えている。おそらく中は画材だろう。


    　美術部を悩ませるオカルト研究会の問題を解決したことによって、第二新聞部の文化祭の出し物の制作に協力してくれることになったのだった。


    「あっ、絵美ちゃん、ちょうどいいところに来たね」


    　絵美の姿を発見して、いくみが目を輝かがやかせる。


    「……なにがいいところなの？」


    　絵美はなんの話か理解できず、不思議そうに小首を傾かしげているが、いくみはそんなことはお構いなしに話を進める。


    「絵美ちゃん。なにか怖いものない？」


    　まるでプレゼントをねだるような口く調ちよう。


    「怖いもの……。怖いもの……。ピーマンなの。すごく苦手で……、見るだけで嫌なの」


    　想像しただけで気分が悪くなったのか、絵美は自分の肩を抱いて身を震わせる。


    　その姿を見て大きくうなずくいくみ。


    「よし、みんなピーマンだって。ピーマンで勝負だ」


    　絵美の怖いものを克こく服ふくさせて、誰の考えが正しいのか、勝負がしたいということなのだろうが、そううまくいくだろうか……。


    



    　絵え美みの克こく服ふくするべきミッションとして用意されたのは、ピーマンと牛肉の細切り炒いため、つまりはチンジャオロースだった。


    　先ほど近所のコンビニで購入してきたもので、一応レンジで温めてもらったために、湯気に乗って美お味いしそうな香りが伝わってくる。


    　しかし、こんなに美味しそうなチンジャオロースも絵美にとっては恐怖の対象でしかないようで、少しその姿を見ただけで顔を背そむけてしまった。


    「よーし、絵美ちゃん、もう安心だよ。絶対に私たちが直してあげるからね」


    　そう言ういくみのおなかはぐるるると音を立てている。どうやら大好物のようだ。


    　こうしていくみのおなかの音をスタートの合図代わりに、絵美のピーマンへの恐怖心を取り除く対決が開始される。


    　最初に絵美の前に進み出たのは梨り乃の。


    　その表情は自信に満ちあふれている。


    「まずはピーマンのなにを恐れているのか、聞かせてもらいたいのだ」


    　絵美は小さくうなずくと、宇宙人に遭そう遇ぐうした体験を語る人のように、ぽつりぽつりと話しはじめる。


    「ピーマン……、一度だけ食べたことあるの……、恐ろしい味。苦い……。ビリジアンをべったり塗ったみたいな色。そしてあの形……えぐり出した悪魔の心臓そっくりなの！　ダメなの食べては……中身は空からに見えるけど、あそこに詰まっているのは……悪意なの！」


    　絵美はそう叫ぶと頭を抱えてしまう。


    　ピーマンが嫌いな人はたくさんいるが、まさかここまでとは……。悪魔の心臓そっくりって、絵美は悪魔の心臓を見たことがあるのか？


    　ここまでの拒絶反応を示されるとは予想外だったのだろう、さすがの梨乃も動揺を隠せない。


    「お、落ち着くのだ。ピーマンと人間の脳の働きについてしっかりと理解すれば、自然に嫌けん悪お感もなくなるはずなのだ。苦みとは本来は毒のシグナル。人間は本能的に苦みを毒として認識する。しかし知ってのとおりピーマンには毒はない。むしろビタミンＣを豊富に含み、身体からだにいいのだ。ビタミンＣはつやつやのお肌はだには欠かせないのだ」


    「つやつやの肌……」


    　苦く悶もんの表情で頭をかきむしっていた絵美の手がぴたりと止まる。


    「そうなのだ」


    　梨乃は大きくうなずきかけると、たたみかけるように話を続ける。


    「それにピーマンの苦みの主成分アルカノイド類は有ゆう機き溶よう媒ばいに溶よう解かいする。つまりは油に溶けるのだ。従って油で炒めれば苦み成分はほとんど感じられなくなる。ゆえにチンジャオロースは苦くないのだ。苦くないしお肌つやつやなのだ」


    「……苦くなくて、お肌つやつや」


    　絵え美みがチンジャオロースを見つめている。


    　先ほどまでは視界の端にその姿が入るだけでも嫌そうにしていたのに、まっすぐにチンジャオロースを見つめて、そして割り箸ばしを勢いよく割ると、ピーマンに狙ねらいを定め……、そっと割り箸を箸はし袋ぶくろの中に戻した。


    「ありがとう。ついに……ピーマンを乗り越えたの」


    「食べてないではないか！」


    「食べないの！　私にとってチンジャオロースは鑑賞するオブジェなの。じっくり見たの！　克こく服ふくなの！」


    　梨り乃のの突っこみに絵美が突っこみ返す。


    　まったく理解できない意見だが、絵美は本気のようだ。もしかしたら、ただ食べたくないだけででっち上げた理由かもしれないが。


    「チンジャオロースは鑑賞用ではない。食べないと克服とはいえない」


    「私にとっては鑑賞する者に自然の厳しさや、人間の悪意を伝える作品。それがチンジャオロースなの！　胸に迫ってきたの」


    　チンジャオロースから人間の悪意はまったく伝わってはこないが、ひと筋すじ縄なわでいかないことだけはたしかだ。


    　その後も梨乃が粘り強く、ピーマンの栄養価や植生、無毒であることを絵美に語りかけてもまったく絵え美みには響かない。
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    　梨り乃のがピーマン情報を提供するたびにぷいっと横を向いて拒絶の意思を示す。


    　ついには梨乃のピーマン情報が尽きてしまった。これは明らかに失敗だ。


    　やはりデータで人の心を変えることは難しいのか、それとも絵美が変態すぎるのが問題なのか……。


    　がっくりと落ち込む梨乃。その肩にふみがそっと手を添える。


    「梨乃さん、ここは歴史と伝統の出番です。安心してください絵美さん。九く条じよう家けの名にかけて、私が必ずピーマンに対する恐怖心を取り払ってみせます」


    　梨乃に代わって今度はふみが絵美の前に進み出る。どうやら、今度はふみの案を試してみるようだ。たしか酒さか井い忠ただ次つぐに倣ならって、音で心を奮ふるい立たせるとの作戦だった。


    「別にそこまでしてピーマンと付き合っていかなくてもいいの」


    　絵美本人はすでにピーマンを克こく服ふくする気持ちがなくなってしまっているようだが、もはやそんなことは誰も気にしていない。これは理系、文系、体育会系のプライドをかけた戦いでもあるのだ。


    「絵美さん。聞いてください。これは代々九条家に伝わる、戦意高こう揚ようの歌です。九条家の当主は戦いくさの前にこの歌を歌って、自みずから、そして部下たちの気持ちを高めたと言われています」


    　ふみは大きく一度深呼吸すると、直立不動の姿勢のまま歌い始める。


    　ふみらしく優しく気持ちが穏やかになるような歌声だ。


    



    　はあぁ～　時は満ち～　さあ戦場へと赴おもむかん～


    　首がよ～　首が欲しいのよ～


    　四つから五つあると助かるよ～


    　髑どく髏ろをよ～　憎き敵の髑髏をよ～


    　杯さかずきにして～　酌くみ交わさん～


    　生皮をよ～　憎き敵の生皮をよ～


    　ウエストポーチに　ショッピングよ～


    　ポイントをよ～　貯ためるのよ～


    　刀折れ～　矢尽きるまで～


    　さあ血祭りよ～　あきはばら～でんきまつりでもあるよ～


    



    　癒いやし系の歌声に反して、非常に血なまぐさい歌詞。そしてところどころ入る現代っぽいワード……。


    「代々伝わっているとは思えないのだが……」


    　梨乃がふみの歌を聞きながらぼそりと呟つぶやく。


    「代が変わるたびに時代に合わせてちょっとずつバージョンの変更があっただけです。歌に込められたハートは変わっていません」


    　その声に耳みみ聡ざとく反応するふみ。頰ほおを膨ふくらませて抗議の意思を示してみせる。どうやらふみ本人は真剣そのもののようだ。


    　歌詞はともかく、その気持ちと伝統が絵え美みに伝わればいいのだが……。


    「……なんだかわからないけど、伝わってくるの……戦場に赴おもむく者たちの……たぎる思いなの。血を求める……狼おおかみの魂たましい」


    　ふみの歌は想像よりもはるかに絵美の心を奮ふるわせたようだ。


    　絵美は目をぎらぎらと輝かがやかせ、少し興奮しているようにも見える。


    「そうです。絵美さん。恐れることはなにもないのです。ピーマンなどものの数ではありません！」


    　ふみはそう言うと再び歌いはじめる。


    　どうやらまだ続きがあったみたいだ。


    



    　はあぁ～　時は満ち～　いよいよ戦の火ひ蓋ぶたが切られ～


    　首がよ～　首が飛び交うのよ～


    　血がよ～　あふれる血がよ～


    　大地を海へと変えるのよ～　


    　血の海に漂ただよう～　幾万の屍しかばね～


    　タトゥーのある人～　遊泳禁止だよ～


    　夜の花火も～　禁止だよ～


    　ウエストポーチも～　禁止だよ～


    



    「燃えてきたのっ！　感じるの。戦場の匂においを！　兵たちの武む者しや震いを！　うおおおっ、私の魂も熱く燃えてきたのっ！」


    　絵美はそう叫ぶと、勢いよく箸はしに手を伸ばし、荒々しく摑つかむ。そのままチンジャオロースへと箸を伸ばし、激しく箸先でチンジャオロースをかき回して……、満足そうに箸を置いた。


    「なぜ食べないのですか！」


    「チンジャオロース合かつ戦せん図ずなの」


    　どうやらチンジャオロースの乱れ具合で古いにしえの戦いを表現していたようだ。たしかにピーマンと牛肉の混ざり具合が激しい戦いを表しているように見えなくもないが……。そういう問題ではない。


    「どうしてなのですか、ピーマンへの恐怖心は消え去ったはずなのです！」


    「恐怖心はむしろ高まったの！　ピーマンは怖いからいいものなの。人間に戦争の悲ひ惨さんさを伝える地獄の果実。それがピーマンなの！」


    「違います。美お味いしいお野菜です！」


    「ピーマンはそんな生なま易やさしいものじゃないの！」


    　なぜかふみが叱しかられている。なんだかますます頑かたくなになってしまった。


    　これは失敗どころか逆効果だ。


    　予想外の結果にふみも落らく胆たんの色を隠せない。


    「全国のピーマン農家の方々に申し訳ない気持ちでいっぱいです。私の力が及ばないばかりに」


    　声もなんとも弱々しい。すっかりしょげてしまった。


    　肩を落とすふみにいくみがそっと近づく。


    「わははは、やっぱり、最後に勝つのは体育会系の根性なんだよ。文系も理系も結局は実じつ践せんでは役立たずなんだよ」


    　なぐさめるのかと思いきや、逆にはやし立てた！


    　なんともうれしそうに。満面の笑み。天てん真しん爛らん漫まんと表現していいのか悪いのか……。


    　ふみの背中をぐいぐい押して、強引に絵え美みの前からどかせると、そのポジションに自分が仁に王おう立だちする。手首と足首を回して、さらにはアキレス腱けんまで伸ばして、おじいちゃんからの教え、準備万端だ。


    「さあ、絵美ちゃん。私が……」


    「……嫌なの」


    　絵美は大きく首を振ると、きっぱり断ことわった。


    「まだなにも言ってないよっ！」


    「わかるの。どうせ手荒な真ま似ねなの。いくみちゃんは」


    「そ、そんなことはないよ。私は暴力反対だよ」


    「アキレス腱伸ばしてたの！　不ふ穏おんな空気しか感じないの！」


    「や、やだなあ。絵美ちゃん。人を疑っちゃダメだよ」


    　いくみはそう言いながら額ひたいの汗を拭ぬぐう。


    　電池が切れかけのロボットのような不安定な挙動。どこに出しても恥ずかしくないうろたえっぷりだ。


    　手荒な真似こそがいくみの基本方針。それが封じられたいま、いったいどうするつもりなのか……。


    「はあぁ～　時は満ち～　なんとかかんとかの～　ふふふーん、ふふーん」


    「いくみさん！　それは私の家の歌です！」


    　まさかの九く条じよう家けの歌！　しかもうろ覚えハミングバージョンだ！


    「別にいいじゃん。歌ってみんなのものだと思うよ。誰のとかないよ」


    　いくみは甘えた声でＪＡＳＲ●Ｃに怒られそうな意見を披露する。


    「権利の問題はさておき、あれほど馬ば鹿かにしていたではないですか！」


    　さすがのふみも顔を真っ赤かにして怒っている。


    「ケチっ！　じゃあいいよ。梨り乃ののヤツやるから、えーとピーマンとは緑色のヤツであーり、いろいろの栄養が入っているヤツなーのだ！　だから食べるなーのだ」


    「雑すぎる！　むしろこれで真ま似ねされたと思いたくもない！」


    「こんなんだったよ！　だいたい合ってるし」


    　いくみは執しつ拗ように鼻筋に手をあてメガネを上げるポーズをして見せている。どうやら梨乃のモノマネらしいが……。


    「それはメガネの人全般の真似ではないか！　私はそんなワザとらしい動きはしない！」


    「じゃあ、しなよ！　メガネのこと、忘れちゃってるんじゃないの！」


    「あの動きはメガネがあることを確認するためにやっているのではない！」


    　なんだか非常に不毛な争いになってきた……。


    　もはや議論にすらなっていない。これはただの口げんかだ。


    　もはや収拾がつかない。このまま果てしなくののしり合いが続くかと思われたのだが……。


    「もうわかったの……食べるの」


    　ふたりの口論に終止符を打ったのは絵え美みだった。


    「醜みにくい争いを止めるためには仕方ないの。……食べるの」


    　絵美はもう一度「食べる」と宣言すると、再び割り箸ばしを手に取り、ゆっくりとチンジャオロースのピーマンをつまむ。


    　よほど嫌なのかピーマンをつまんだ手が小刻みに震えている。


    　その様子を見守る梨乃、ふみ、いくみ。みんなどこか不安げだ。


    「絵美ちゃん、大丈夫？　ドンってやろうか」


    「危ないから結構なの！　……自分で食べる。だから……、仲よくしてほしいの。ラブ＆ピース＆ピーマンなの」


    　絵美は目を閉じ、ぎりぎりピーマンの細切りが通過できる程度にかすかに口を開く。厚みを持った艶つややかな唇くちびるに鮮あざやかな緑のピーマンがゆっくりと吸い込まれていく。


    「……美お味いしいの。ちょっと苦いところが、むしろアクセントになっているの」


    　どうやらおもいっきり食わず嫌いだったようだ……。


    　ひと口食べて安心したのか、続けざまに口にピーマンを運ぶ。もはや普通にチンジャオロースを食べている人だ。


    「なんだよ！　あんなに嫌がってたのにさ！」


    　いくみが口を尖とがらせてブーブー文句を言っているが、ピーマンの苦手を克こく服ふくさせようとして、食べたら文句を言うのもおかしな話だ。


    「どうだった？　なにか克服のきっかけになったことはあったかな？」


    　僕は相談のまとめとするべく絵え美みに肝かん心じんなことを尋ねる。


    　その問いに絵美は箸はしを止め、じっと考えている。


    「たぶんだけど……みんなの話が長いから……おなかが空すいたの」


    　絵美は恥ずかしそうに小さな声で答える。


    　……残念ながら誰の意見も助けにはなっていなかった。


    　最終的に勝利したのは空腹だったようだ。

  


  
    【回　答】


    



    　恐怖心を克こく服ふくするには、恐怖の対象についてしっかりと調べ、恐れる必要がないことを理解する。音楽で心を奮ふるい立たせる。最初は誰かに強制してもらう。などの意見が出ました。そこで実際に試してみたのですが、どの意見も残念ながら効果を発揮しませんでした。


    　しかし絶望する必要はありません。たとえば苦手な食べ物があったとしても、おなかが空いてほかに食べるものがなければ食べます。おそらくコンタクトを入れないと大変なことになるとなれば必ずやコンタクトを入れるはずです。


    



    



    ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


    　メッセージ


    「メガネのこと、忘れちゃってるんじゃないの！」
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    　文化祭が終わった翌週の火曜日。いつもと変わらない飾り付けが取り払われた校内はいつもの姿に戻っただけなのに、なぜだかどこか寂しげに見える。


    　放課後の教室で楽しそうにはしゃぐ生徒たちの姿もいつもどおりのはずなのに、どこか空から元気であるかのように見えてしまう。


    　僕は文化祭で抜け殻がらになってしまうようなタイプではなかったはずなのだが……、たぶん第二新聞部の出し物が予想外に盛り上がったせいだろう。ほんの数日前のことなのになんだかはるか昔に見た夢みたいだ。


    　しかし祭りのあとの空くう虚きよ感とはまったく関係ない人間がひとりだけいた。


    　──すぐに部室に来て。


    　僕の携帯電話に届いた用件のみの淡白なメール。女の子らしい絵文字もいっさいなし。


    　第二新聞部部長、二に階かい堂どう彩あや香かからだ。


    　すでに文化祭特集号の記事を執筆中らしい……。非常に立派だとは思うが、人間らしく余よ韻いんに浸ったりはしないのだろうか……？


    



    「勇ゆう樹き、遅い！」


    　部室に入るなり、彩香の叱しつ責せきが僕を出迎える。


    　僕の姿すら見ずに、熱心になにかしらの冊子のページをめくっている。どうやらクーポンがいっぱい入ったフリーペーパーみたいだが、今度はなにをするつもりなのか。


    「なんで、そんなの見てるの？」


    「いろいろと取材。情報を提供してくれた人にご飯くらい奢おごらないと」


    　彩香は熱心にフリーペーパーのページをめくりながら答える。いったい今度はなんの取材なのやら、面倒なことにならないといいけど……。


    「それで、なんの用？」


    「はい、これ」


    　彩香はさっそく一枚のＡ４サイズのプリンター用紙を僕に手渡す。案の定そこにはお悩みが印字されている。　どうやら、特別企画、『アニメのお悩みにもお答えします』用の相談のようだ……。


    　相談者は声優をされている前まえ田だ玲れ奈なさん。


    　どうやら、歌についてのお悩みのようだが……。


    「勇樹、相談をやってもらう前にひとつだけ注意点があるんだけど」


    　彩香がようやく僕のほうを見るとそう釘くぎを刺す。


    　いつもは完全にお任せで、事前注意なんてされたことがなかったが……。


    「前田さんは歌についての悩みを送ってきたけど、本当はすごく歌が上手だから。そこだけは注意して。『えーあんなに歌がうまいのに、悩みなんてあるんですね～』っぽいノリでやってもらわないと」


    　いつになく真剣な表情だが……、いったい誰への配慮なんだ？


    「誰かにそう言われたの？」


    「そんなことない！　これは私の判断」


    　彩あや香かはきっぱりと断言する。


    　しかし、その断言具合が逆にあやしく思えてしまうのだ。


    「なにかアニメ関係の偉い人に、その点注意しろよ、とか、そんなこと言われたのかなって思ったんだけど」


    「私はアニメの世界に大人の事情があるって思われるのが、なにより嫌いなの。ないから、大人の事情も配慮も。絶対にない」


    「これは、言えば言うほど、怪しまれちゃうパターンだから、もし本当にないなら、さらっと言った方がいいと思うよ」


    「とにかく私は前まえ田ださんが普通に歌について悩んでるって思われたくないの！　これは高度な悩みだから。プロだけが持つ、究きわめた人間だけが到達できる悩み。そこは誤解しないで！」


    「いや、誤解もなにも、まだ相談をチラッと読んだとこだし」


    　しかし彩香は僕の返答など耳に入っていないかのようにさらにたたみかける。


    「なんだったら最初に全員で『これは高度な悩みだから！』って大きな声で言ってから相談スタートしてもらって問題ないから！」


    　彩香はちゃぶ台の上に身を乗り出して力説している。


    「問題ないって……、不自然だから」


    「そんなことない。誰も不自然に思わないはず。なぜなら、それぐらいすばらしい歌声の持ち主だから。伝説があるからね、前田さんの歌声で鬼おにが泣いたって」


    「どういうシチュエーションだよ。そもそも鬼となにしてたんだよ！」


    「いいの！　そういう伝説なの！　ほかにも誕生した瞬間の産うぶ声ごえがすでに美しすぎて、産婦人科のお医者さんが涙を流したとも、前田さんの歌声を聞くために、ドイツ軍とフランス軍が一時的に休戦したとも、前田さんの歌声に合わせて近隣の犬がいっせいに鳴いたとも言われているんだから！」


    「犬がいっせいに鳴くのはサイレンなんじゃないかな」


    「それくらいの声量ってこと！」


    　心から前田さんの歌唱力を絶賛しているのだろうが、もはや褒ほめ方が大げさすぎて、むしろ褒め殺しに近い状態になってしまっている。


    　しかし本人はまったくそんなつもりはないようで、「あまりにも透き通るような歌声なので、飲んでいるアイスコーヒーが透明になった」とか、「調子がいいときは68オクターブとちょっと出る」などと、いま考えたとしか思えない伝説をまくしたてる。


    「わかったから、歌がうまくないと思われるようなことにならないように、気をつけるから」


    　僕の言葉に安心したのか、それとも明らかにさっき作られた伝説の披露に満足したのか、


    「とにかく、前まえ田ださんは歌がうまいから。これは高度な悩みだから。そこだけは注意して。よろしくね」


    　彩あや香かはそういい残すと、さっそうと部室をあとにしたのだった。

  


  
    【相　談　５「ノリのいい曲がうまく歌えません」】


    
      前まえ田だ 玲れ奈な

    


    



    　私は歌を歌うのがとても好きなのですが、ノリノリな曲がどうしても苦手です。


    　決して気分がノっていないわけではないのです。


    　なんというか……音楽にすぐ置いていかれてしまいます。


    　テンポの速い曲は一いつ生しよう懸けん命めい歌えば歌うほど「あら、あらら。ま、待って～」というふうになってしまいます。


    　こうやっていろんなものから取り残されていくのでしょうか？


    　……困ります。


    　どうすればいいでしょうか？

  


  
    Answer's
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    梨　乃：ゆっくり歌って、機械でテンポを変えてしまえば問題ない。
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    ふ　み：秀ひで吉よしの一夜城のように、ごまかす技術を身につけては？


    


    


    [image: ]


    いくみ：速いのと戦うときは距離感が大事！
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    絵　美：心を伝えればいいの。


    　　　 前まえ田ださんの中に眠る獣けものを解き放つの！

    

  


  
    「前田さんは歌がうまいんだよ。これはうまいがゆえの悩みだから」


    　彩あや香かとの約束どおり、いきなりの前置きから相談を開始する。


    　ちゃぶ台を囲んだ回答者たちは誰もが怪け訝げんな表情を浮かべている。やはり誰もなにも言っていないのに、いきなり釘くぎを刺されて妙な気分なのだろう。


    　やっぱり不自然じゃないか……。


    「さあ、そこだけふまえてお悩み相談開始しよう！　さあ、じゃあ梨り乃のから」


    　僕はみんなのモヤモヤした気持ちを振り払うかのように、いつもよりもハイテンションで相談の開始を告げる。


    「ボーカロイドが自在に歌を歌う時代なのだ。少し苦手なくらいであれば、機材でなんとでもなるのではないだろうか」


    　理系代表、遠えん藤どう梨乃の回答は相変わらず元も子もないものだった。


    　たしかに、少々のことだったら、なにかしらの方法で修正することができるのだろうけど。


    　梨乃の意見に反論したのは村むら上かみ絵え美みだった。


    「それは違うの。……歌は心なの。歌声は技術を伝えるものでなく、歌っている人の心を届けるものなの。……はじめから機械で修正してもらおうと思ったら、心が届かないの。呼び覚ますの。前田さんの心に眠る、荒々しい獣を！」


    　その表情は真剣そのものでまるで自分のことのように切々と訴える。美術系の回答者とあって、芸術の分野には強いこだわりがあるようだ。……勝手に前まえ田ださんの心に荒々しい獣けものがいることになっているのが気になるが……。


    「しかし、人間とは不思議なもので、ボーカロイドの歌声にも心を感じるものなのだ。それほど心にこだわらなくともいいのではないか？」


    　梨り乃のはまっすぐに向けられる絵え美みの強い眼まな差ざしにやや戸惑いながらも再反論を試みる。


    「それはそれ、これはこれなの。逆にそんな時代だからこそ、ハートが大事なの！」


    「ならばどうしたらいいのだ？」


    　梨乃のこの言葉をきっかけにさらに絵美のボルテージが上がる。


    「心を届けるの！　テンポなんて気にしないの。自分のなかに眠っている情熱を届ければ、技術的なことは関係ないの！　ありの～ままの、なんとかかんとかなの～よ」


    　それは、なにかしらの有名なフレーズ！　権利関係があるので、何げなく放り込んでこないでほしい。


    「絵美、歌うのはちょっと」


    「なんで？」


    　絵美はなぜ僕が止めに入ったのか不思議そうにしているが、しかし、これは放置すると非常に怒られてしまう。


    「いろいろあるから。議論だから。歌うと大変だから」


    「わかったの……、とにかく、心が伝わればいいと思うの……」


    「それはわかるんだけど、本人がテンポの速い曲だと置いていかれてしまう、って悩んでるんだから、それについてなにか提案はできないかな？」


    「置いていかれたら、また追いついて、……追い抜き返せばいいの」


    　絵美は大きくうなずくとそう宣言する。


    「追い抜いちゃうの!?　歌がむちゃくちゃになるから」


    「本当にするんじゃないの……。気持ちの問題なの。心の中で追い抜けばいいの。心の奥底に眠っている獣がテンポという魔物を嚙かみ殺すってことなのっ！」


    　うーん。本格的になにを言っているのかわからない。とにかく前田さんの心の中に獰どう猛もうな獣がいる設定を控えてほしい。


    　ほかのメンバーもさっぱり理解できないようで、ただ怪け訝げんな表情で絵美を見つめている。こんなときは文系の回答者ふみに読解してもらうのが一番だ。


    「つまりはこういうことですよね。もし置いていかれてしまっても、挽ばん回かいすればいいと気持ちに余裕を持つことで、結果的にその余裕によって、いままでよりもうまく歌えるようになるかもしれないってことですよね」


    　ふみの言葉に絵美は大きくうなずく。


    「……違うの」


    「違うのですか！」


    「もっと攻めの気持ちなの……、テンポなんか関係ないって。……置いていかれたら、置いていかれた怒りを歌にぶつけるの」


    　絵え美みはいったいなにを言っているんだ……。むしろふみのフォローのほうがいいアドバイスだったのになぜそれにしてくれなかったんだ。とにかくいま絵美に関してわかることはこれ以上話を聞いても余計に混乱するということだけだ。


    「なるほど……」


    　僕は適当に相あい槌づちを打って、次の意見を聞くことにする。


    　次は誰がいいか……。


    　まるで選手宣せん誓せいをする球児のようにまっすぐに挙げられる手が目に入る。


    　もちろん体育会系の鈴すず木きいくみだ。


    　キラキラと目を輝かがやかせて僕に当てられるのを待っている。


    　そもそも挙手制ではないのだが……。


    「私はね、歌もサッカーも同じだと思うんだよね」


    　ようやく自分の番になって待ってましたとばかりに元気よく話し始めたのだが、さっそく梨り乃のから突っこみが入る。


    「歌とサッカーはまったく別だと思うのだが……」


    「同じなとこもあるのっ！　手を使わないとことか！」


    　梨乃の指摘に猛然と憮ぶ然ぜんとするいくみ。……話の腰を折られて気分が悪いのだろうけど、そんな共通点では反論になっているとは思えない。


    「そんなレベルの共通点で同じとしていたら、万物が同じではないか」


    「梨乃はうるさいなあ。いいの。私がサッカーでたとえて話したいんだから、サッカーでいいじゃん。後ろからスライディングタックルすると怒られるのも同じだし。同じにしてよ！」


    「しかし、そもそも分類学という学問があるくらい分類は……」


    「まあまあ、梨乃さん。細かいことはいいじゃないですか。いくみさんがサッカーを通して学んだことを前まえ田ださんに伝えたいってことなのですから。経験から生みだされた話は参考になることが多いと思いますよ」


    　まだ意見を言う前からいがみ合うふたりを見かねたのか、ふみがとりなしてくれる。


    「細かいことでもないと思うのだが……」


    　梨乃はなおもぶつぶつ言いながらもふみの笑え顔がおにほだされて、いったん引き下がる。


    　いくみはようやく自分の意見を披露する環境が整ったことを確認すると、得意げに小さく咳せき払ばらいしてから話し始める。


    「サッカーのディフェンスだとね、自分よりも速い相手に対応するには、ポジショニングなんだよね。距離の取り方なのさ。中途半端な位置が一番危険だからね。加速しても抜かれないように三メートルくらい離れるか、反対に近づいてガンガンぶつかるか、どっちかにしないと」


    「なるほど、それを歌に当てはめるとどうなるのですか？」


    　ふみの問いは非常に当たり前のものだったが、急にいくみの歯切れが悪くなる。


    「それは…………頑張ろうぜ、ってことだよ」


    「いくみさん、当てはめてくださいよ！」


    　恐ろしいことにいくみはサッカーと歌がどう同じなのか考えてなかったみたいだ。


    「……だから距離だよ。距離。まずはマイクから三メートル離れる」


    「声が入らなくなってしまいます！」


    「じゃあ距離を縮めて、ガンガンぶつかるっ！」


    「マイクにガンガンぶつかったら、音が入ってしまいますよ！」


    「要するに置いていかれたら、抜き返せってことだよ。獣けものだよ」


    　さっそうと絵え美みの意見をパクり始める始末！


    　やはりいくみの意見も参考にならない。


    　残るはふみか……。


    「そもそも私たちがプロの方に歌についてあれこれ言うのはおこがましいと思うんですよ」


    　ふみ……それを言い出すとこのコーナーが元も子もなくなってしまうのだが……。


    「ならばどうこの相談に答えればいいのだ？」


    「梨り乃のさん。そこなんです」


    　ふみはそれこそ自分の聞いてほしかったことだと大きくうなずく。


    「歌についてはアドバイスできないかもしれないですけど、歌を失敗したときのごまかし方についてはアドバイスできると思うんですよ。ごまかしにはプロはいませんから。かつて秀ひで吉よし公こうは小お田だ原わら征せい伐ばつの際、相手に一夜にして城ができたかのように見せかけ、敵の戦意を喪そう失しつさせたことがあります。このようにごまかすことも大切なのです」


    　自分ではかなりいい考えだと思っているようで、誇らしげに胸を張っている。


    「うーん。ごまかすのかー。なんかズルっぽいね。スポーツマンシップ的にはアレだよね」


    　いくみはやはりスポーツをたしなむ人間としてはふみの意見に納得がいかないらしく、首を傾かしげている。しかしふみはそんないくみの反応も予想していたようで、すました顔で話を続ける。


    「スポーツでも状況によってはズルいテクニックが必要なのではないですか」


    「うーん。たしかに、サッカーでもユニフォームをひっぱったりするけど」


    「そうなのです。ときにはそのような面を学ぶことも大切だと思うのです。サッカーも歌も同じなのです」


    「やっぱり？　なんだ。やっぱそうなのか。あんまりみんながわーわー言うから、自信なくなってサッカーと歌は別な気がしてたよ」


    「ある面では同じ、ある面では違う、それでいいと思うのですが……。とにかく、ときにはごまかすテクニックも重要だと思うのです」


    　ごまかしのテクニックか……。いつも真ま面じ目めなふみらしからぬ意見だ。そもそもテクニックといってもふみにそんなものがあるとは思えない。むしろおっとりしていて人にごまかされてしまう側の人間だと思うんだけど。


    　表情から、僕の不安な思いが伝わったのか、ふみは心配はありません、と言わんばかりの笑え顔がおを返してくれる。


    「実は九く条じよう家けに代々伝わる兵へい法ほう書しよにごまかしの秘伝があるのです」


    　なるほど、そっちのパターンか……。


    　ふみの家は長く続いた武士の家系のようで、これまでにも数々の九条家の秘伝を僕たちに教えてくれたのだが……、役に立つことはごくごく稀まれなのだ。


    「代々伝わる兵法書、九条流兵法は地の巻、天の巻など全部で九巻あるのですが、その最後の巻、宴うたげの巻に歌で失敗したときの極ごく意いが書かれているのです」


    　宴の巻って、戦が終わったあとの打ち上げ専門の巻なのだろうか……。


    　なんでも秘伝として書き残してしまうご先祖たち、もしかしたら武士というより文系の先祖たちなのかもしれない。


    「いいですか、みなさん。今回は特別にちょっとだけその秘伝をお教えします。心して聞いてください」


    　ふみはそう言うと、全員に正座をさせて横一列に並ばせる。


    　梨り乃のといくみはすでに何度か九条家の秘伝を経験しているために、本当にしぶしぶ付き合っているといった様子。


    「すごいの……。武士の家に代々伝わる秘伝。燃えるの」


    　初体験の絵え美みだけがひとり目を輝かがやかせて、興奮している。


    　そんな僕たちの前に自分が座り、一礼すると、その秘伝を語り始める。


    



    　九条兵法　宴の巻　余よ興きよう扁へん　二


    



    　戦いくさに勝ったからといって油断するのは匹ひつ夫ぷのすることである。宴での余興にも十分な準備をして臨のぞみ、大いに盛り上がってこそ真の勇者である。


    　真の勇者たるもの得意の歌などは常に複数の用意があり、宴の空気を読んで適時披露するものである。しかし、宴の場は戦場と同じく千せん変ぺん万ばん化か。ひとつとして同じ状況はない。十二分の用意があっても不測の事態が起こり、歌唱に失敗してしまうことがある。


    　このような事態にあって、九条流兵法では五つのごまかしの型がある。


    　その五つの型とは、伏ふく龍りゆう、鳳ほう雛すう、猛もう虎こ、老ろう河がつ童ぱ、チワワである。


    



    　その一、伏ふく龍りゆう


    　喉のどの調子がことさら悪いことをアピールする。やたらと咳せき払ばらいし、今日きようは風邪気味で高いキーが出ないと執しつ拗ように繰り返すべし。風邪の具合に相手が興味がないことなどお構いなしに詳細に語り、微み塵じんの疑いも抱いだかせてはならない。


    



    　その二、鳳ほう雛すう


    　カラオケマシーンのビブラートやテンポ、キーなどを執拗に変えて、セッティングがうまくいっていないだけだとアピールするべし。いまだ本当の力を出し切れていない鳳ほう凰おうの雛ひなであると思わせるのである。


    



    　その三、猛もう虎こ


    　あんまり知らない歌への対処法。歌えないパートになったら、マイクを差し出しオーディエンスに歌わせるべし。サビだけしっかりと歌えば問題ないのである。間まが持たなくなってきたら「アリーナ！」と叫べば二番もいける。


    　


    　その四、老ろう河がつ童ぱ


    　伏龍、鳳雛、猛虎をもってしてもどうしてもごまかせないときは嗚お咽えつするべし。感極まって、歌にならない。そんなフリをするべし。全然泣くような曲でなくとも怯ひるんではいけない。「今日は来てくれてありがとう」と絶叫しながら嗚咽を漏もらすべし。


    



    　その五、チワワ


    　伏龍、鳳雛、猛虎、老河童すべてが通用しないときに使用すべき技術。マイクを握ったまま、ただプルプル震えるべし。あとは周りの誰かがどうにかしてくれる。悲しそうな目でマイクを見つめ、震え続けるべし。


    



    　これが九く条じよう流りゆう兵へい法ほう、宴うたげの巻か……。どうもカラオケを前提としている気がしてならない。本当に代々伝わっているのか？　極めて最近作られたものなんじゃないのか？


    　しかしふみはみんなから注がれる疑いの眼まな差ざしなどお構いなしに誇らしげな様子だ。


    「この秘伝を前まえ田ださんにもお伝えすれば、もう大丈夫です」


    　ふみには悪いが、これを前田さんが実行したら、もう大丈夫どころか、大問題になってしまうだろう。


    　唯ゆい一いつ、興味を持っていた絵え美みも露骨に落らく胆たんしてしまった。しびれた脚を崩しながらうらめしそうにふみを睨にらんでいる。


    「正座して損したの」


    「絵え美みさん、なぜですか！」


    「もう、なぜなのか説明する気力もないの。罰としておっぱいがいくみちゃんと入れ替わればいいと思うの」


    「なんでそれが罰なのさ！」


    　なぜかとばっちりを食ういくみ。


    「すごい罰なの」


    「罰じゃないもん！　ごほうびだよ！　罰なのは梨り乃ののだよ」


    「なぜ私を巻き込むのだ！」


    　なんだか、誰の胸と入れ替わると罰ゲームなのかで揉もめ始めてしまった。


    　それはともかく、ふみもダメか……、


    　すでにひと通り意見は聞いたものの、ひとつとしてまともな回答がない危機的状況だ。やはり今回の相談は僕たちには荷が重かったのだろうか……。


    　仕方がないのでもう一周詳しく聞いてみるか……、そんなことを考えていたときだった。


    「どう、調子は？」


    　突とつ如じよとして開かれる部室の扉とびら。そこには彩あや香かの姿が。


    「それが……、今回はなかなかいい解決策が出てこなくて」


    　僕はここまでのあらましを彩香に簡単に話して聞かせる。


    「なるほどね。歌ねえ……そうだ！　いいものがあるよ」


    　彩香はそう言うと、小こ脇わきに抱えていたフリーペーパーを開き、ページをめくり始める。


    　しばらくして手渡されたのは、一枚のクーポン。


    　近所のカラオケ店の部屋料金割引券だ。


    「やっぱり、歌について考えるのに部室じゃね」


    「もしかして、カラオケ屋さんで考えるってこと」


    　僕の問いに大きくうなずく彩香。


    「やったー！　カラオケパーティーだ！」


    　さっそくいくみから歓声があがる。


    　相当カラオケに行きたいようで何度も万歳までしている。


    「いいですね。雰ふん囲い気きを変えればいいアイディアが出るかもしれません」


    　ふみもなんだかうれしそうだ……。


    　またしても部費がかかってしまうのが気がかりではあるけど、たしかに実際に歌ってみることで気づくこともあるかもしれない。


    



    「きみぃがあ～よぉは～」


    　前まえ田ださんの相談へのヒントを見つけるために開かれた臨時カラオケ大会はいくみによる国歌斉唱からスタートした。


    　絶対に負けられない戦いの前には、まず国歌だと言って聞かなかったのだ。


    　なぜか全員起立して胸に手を当て、いくみの国歌を聴かされる。


    　いくみのことだから勝手に下へ手ただと思っていたが、予想外に歌がうまい。それになにより声がかわいい。国歌にもかかわらず、聞いていてなんだか楽しくなるような歌声だ。


    「よし、じゃあ、次はね」


    　いくみは歌い終わるとマイクを離すことなく次の曲を入れ始める。


    「ちょっと、ズルいの。いくみちゃんばっかり、順番なの」


    　絵え美みが選曲用の機械を奪い取る。


    「いまのはなしだから、国歌はノーカンだからっ！」


    　再び選曲機を奪い返すいくみ。


    　なんだかとっても微笑ほほえましい光景ではあるが、これではただのカラオケを楽しむ女子高生だ。本来の趣旨をすっかり忘れてしまっている。


    「いくみさん、絵美さん。普通に歌うためにカラオケ屋さんに来たのではありませんよ。なにかヒントを摑つかむためですから」


    「じゃあ、どうするのさ」


    「それは……」


    　答えに窮きゆうしたふみが助けを求めるように僕へと視線を送る。こんなすがるような目をされたら、なんとか助けてあげたいが……。なにかこれまでにヒントはあったろうか、伏ふく龍りゆう、鳳ほう雛すう、猛もう虎こ……。そうだ猛虎だ。


    「うまく歌えないときどうしたらいいか考えるために、みんなで、あえて知らない歌を歌ってみるのはどうだろう？」


    「それおもしろそうじゃない」


    　文化祭の企画ではボツを出しまくった彩あや香かがこの思いつきには賛意を示してくれる。まったく基準がわからない。


    　とりあえず彩香のお許しが出たということで、さっそくチャレンジしてみることに……。


    　まずは誰からやってもらうか……。


    「はいはい、じゃあ、私から」


    　すでに立ち上がりマイクを握りしめているいくみ。なんにしろ一番乗りで歌いたいみたいだ。


    「じゃあね。私が適当に入れるね」


    　彩香が適当な番号を打ち込むとしばらくして、イントロとともにモニターにタイトルが表示される。


    



    　──ビントロを嚙かみしめて──


    



    　なんだ、この曲名は！　知らないなんてレベルじゃない。


    　曲調からしてどうやら古いバラードのようだが、はたしていくみはうまく歌いこなすことができるのか？


    　いくみはまるで親の敵かたきであるかのようにモニターに表示された歌詞を睨にらみつけながら、歌い始める。


    「さあ思い出すのさ～　あの日のことを　あれは～　雨の夜だった～　　お前はずぶ濡ぬれだったよね～　下半身のみ～　ずぶ濡れで～　まるで沼から～　這はい上がった人みたい～」


    　いくみの歌唱力よりも詩が気になって仕方がない。いったいなんの歌なんだ。


    「俺おれたち旅に出るのさ～　拾った～　ビントロ～　嚙みしめて～」


    　最後にサビの部分、〝ビントロ嚙みしめて〟を何度か繰り返し、いくみが歌い終える。


    「どうだった？」


    　いくみは苦戦を物語るかのように額ひたいの汗を拭ぬぐう。


    「全然ダメだったの。ビントロ嚙めてなかったの」


    　絵え美みが容よう赦しやなく正直な感想を述べる。たしかに正直なところ、まさに知らない歌を歌っているって感じだった。


    「だって、変な歌なんだもんっ！　曲が悪いよ！」


    　いくみ自身も納得がいっていないようで、口を尖とがらして、ぶーぶー文句を言っているが、しかしランダムで選んだのだから仕方ない。


    「それで、なにかアドバイスのヒントは？」


    　僕は本来の目的について尋ねてみるが……。


    「ビントロの歌でヒントなんか浮かばないよっ！」


    　やはりなにも思いつかなかったようだ。いくみはぷんぷんと怒りながら、乱暴にソファーに身を投げ出す。


    「まあ運が悪かったと思って。じゃあ、次、絵美ちゃんいってみようか！」


    　彩あや香かはそう言うと、再び適当な番号を入力する。


    



    　──長い長い裾すそ──


    



    「キミの裾は～　めちゃ長い～　床ゆかを擦こすって～　汚れてる～　だけどキミはキューティーガール～」


    　絵美は自分の意見でもある心を込めて歌うことを大切にしているようだ。


    　切々と、情感豊かに歌い上げる。


    「キミの裾すそは～　めちゃ長い～　実は袖そでもめちゃ長い～　蕎そ麦ばを食べると～　ツユまみれ～　そんなところが～　ファンキーガール～」


    　絵え美みの感情豊かな歌声は、なにかしら胸に届くものがあったが、残念ながらそのなにかしらは感動ではなかった。むしろ笑いに近いなにかしらだ。


    「こんな歌詞じゃ、心を込められないのっ！」


    　歌い終わるやいなや、絵美は不満の声を上げる。


    　たしかに、この歌詞で心を込められてもむしろ困る。


    「納得いかないの！　こんなのじゃないの……私の歌は。前まえ田ださんのアドバイスにもならないし。もっと変態っぽい歌がいいの。私も前田さんも」


    　前田さんを巻き込まない！　絵美がもっとセクシーな歌が歌いたいのはわかるけれども、前田さんはそんなタイプではないはずだ。


    「それで、なにかヒントは？」


    「ないの！　こんな歌じゃ獣けものは目を覚まさないの。むしろ獣が病気になるの。フィラリアに罹かかってしまうの！」


    　犬の病気！　どうやら心の中に眠る獣はイヌ科らしい……。


    　とにかくいくみに続いて絵美もなんのヒントも見つけられなかった。


    「絵美ちゃんといくみちゃんは運がなかったね。じゃあ、次はふみちゃんかな」


    　彩あや香かはふみの了承を取る前に勝手に曲の入力をはじめる。


    　慌あわててマイクを握りしめるふみ。


    　両手でしっかりとマイクを握り、緊張した様子でモニターを見つめるその姿はまるでアイドルのようなたたずまいだ。


    　はたしてふみはどんな歌を歌うことになるのか……。


    　モニターに表示された曲名は……。


    



    　──生首のあるくらし──


    



    　激しい重低音のドラムと早はや弾びきのギターの音が鳴り響く。この曲調はおそらくデスメタルだ。


    「私がこれを歌うのですか……」


    　ふみはマイクを持ったままおろおろしている。


    「そうだよ。相談のためだよ。頑張れふみ、生首だっ！」


    　すでに自分の番を終えたいくみがはやし立てる。


    「もしよかったら、いくみさんどうぞ」


    　ふみはマイクを差し出して代わってもらおうとするが、いくみはそのマイクを受け取ろうとしない。おそらく自分がひどい歌にあたった分の仕返しなのだろう。


    　思いつめたような表情でモニターの歌詞を見つめているふみ。やがてイントロが終わり、字幕の色が変わりはじめる。


    「うぉおおお　俺おれの朝飯　パン食だ！　パンとスープと　削そいだ耳！　俺の昼飯、カツカレー！　カツとライスと削いだ鼻！　うおおおおお！」


    　ついに観念したのか、やけになったように絶叫するふみ。顔が真っ赤かだ。あまりに普段のキャラクターと違う選曲、やはり相当恥ずかしいのだろう。


    「うぉおおお　俺の夕食　野菜スープ　昼のカツで胃もたれだ　うおおお……、うぉ……、もう無理ですっ！　なんですか、この曲は！」


    　ふみは両手で顔を覆おおって、しゃがみこんでしまった。もはや精神力の限界なのだろう。個人的にもどうせならもっとかわいらしい歌を聴きたかったんだけど……。はじめてみんなでカラオケに来て、歌声が聴けるチャンスなのに……。どうも貴重な機会を台なしにしてしまっている気がしてならない。


    「どう、なにかヒントになることはあった？」


    　ふみは彩あや香かの問いかけにも顔を伏せたまま、ただ首を横に振るだけだ。精神的ダメージが大きすぎて、ヒントを摑つかむどころではなかったようだ。


    「仕方がないね。次は梨り乃のちゃん、頑張って」


    　彩香はバトンのように梨乃にマイクを渡すが……。
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    　梨り乃のはマイクを受け取ろうとはしない。それどころかじっと床ゆかを見つめてカタカタと小刻みに震えている。そういえばカラオケ屋さんに入ってまだひと言も発してない。


    「あれ、梨乃ちゃん、カラオケ苦手？」


    　彩あや香かの問いに虚うつろな表情のままこくこくうなずく。たしか以前にカラオケには行かないと発言していた気が……。まあ性格から考えて、好きなわけがないんだけど、それにしてもこんなに苦手だとは。


    「梨乃ちゃん。解き放つの……心の奥底に眠っている獣けものを」


    　絵え美みがなんとか元気づけようとしているが、梨乃は刃先につけたら高周波ブレードになりそうなレベルで震えている。


    　無理して歌ってもらったらウサギのようにストレスで死んでしまうかもしれない。おそらく梨乃の心の奥底に眠っている獣も無駄吠ぼえしたり、ストレスで毛が抜けたりしていることだろう。これはさすがに厳しい状況だ。


    「あの、じゃあ僕が代わりに……」


    　正直、僕もカラオケは得意ではないが、梨乃が不ふ憫びんすぎる。


    　しかし彩香は僕のこの提案に渋い顔を浮かべる。


    「うーん。気持ちはわかるけど、勇ゆう樹きが歌っても、盛り上がりがね」


    「なんでだよ。そこは盛り上がってよ」


    「私が盛り上がるんじゃなくて、記事にしたときの盛り上がりの問題。メガネ野や郎ろうが歌って解決じゃ地味になっちゃうじゃない？」


    　……メガネ野郎。たしかにそうだけど。しかしそうは言っても梨乃はとても歌える状態ではないのだから仕方がない。


    「みんなで歌いませんか？」


    　そう言ったのは、ようやくショックから回復したふみだった。


    「なるほど、それだよ」


    　彩香はその意見にぱちんと手を打つ。


    「なにが？」


    「歌の楽しさを思い出してもらうってこと。私たちに専門的なことはわからないけど、歌の楽しさを思い出してもらうことはできるんじゃないかな。上手じゃなくても楽しめてるよって伝えるの。みんなで歌って、歌の楽しさを思い出してもらおうよ」


    「いいじゃん。歌おう。梨乃もみんなとなら歌えるでしょ。ね？」


    　いくみの言葉に小さくうなずく梨乃。その口の端にかすかに笑みを浮かべていたようにも見えた。もしかしたら歌うのが嫌いなわけではなくて、猛烈な恥ずかしがり屋さんなだけなのかもしれない。


    「よし、じゃあ、みんなで歌っちゃおう。さて、どんな曲が出てくるのか……」


    　彩あや香かはそう言うと、タッチペンで曲の入力を開始した。


    　完全に運任せによる選曲、その結果がモニターに表示される。


    



    　──ＧゴＯー！　ＧＯ！　じんせーず──

  


  
    【回　答】


    



    　歌についてのご相談でしたが、僕たちは歌の素しろ人うとですので、技術的なことはわからず、助言するのもおこがましいかとも思いました。それでもなにか手伝えることはないかと考え、みんなで歌を歌ってみることにしました。うまい下へ手た、技術の有う無むに関係なく歌を楽しむことはできます。もしうまくいかないことがあったときは初心に帰って歌を楽しんでみてはいかがでしょうか？


    



    



    ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


    　メッセージ


    「さあ思い出すのさ～　あの日のことを」
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    　いつものごとく第二新聞部の部室。


    　お悩み相談コーナーがなければ非常に静かだ。第二新聞部部長でもあり僕以外の唯ゆい一いつの正式な部員である二に階かい堂どう彩あや香かがノートＰＣのキーボードを叩たたく音だけが響いている。


    「うーん、もう少しなんだけどなぁ」


    　彩香は誰かに聞かせるとも独り言ともつかない調子で悩ましげな声を上げた。


    　部室には僕と彩香のふたりきり。返事をするとしたら僕しかいない。


    「なにがもう少しなの？」


    「もう少しでスクープが取れそうなんだよね。飛び切りの。もう少し情報提供者がいればいけそうなんだけど……」


    　彩香がこれほど執しつ拗ように追いかけ回すってことは、おそらく生徒会長に関するスクープなのだろう。あんまり大おお事ごとになりすぎて、生徒会長からの報復なんてことにならないといいけど。


    「あんまり無茶はしないでよ」


    「無茶ってなに？」


    　彩香がノートＰＣから顔を上げてじっと僕の顔を見つめる。本当はわかっているのに、あえて聞いているような、そんな気がする口く調ちようだ。


    「ほら、情報を聞き出すため無茶なことを、……色仕掛けとか」


    「なに？　色仕掛けって、もしかしてこういうの？」


    　彩香はいたずらっぽい笑みを浮かべると、急に僕の隣へと座り直す。


    　身体からだをぴったりと密着させて、そっと僕の膝ひざに手を乗せると口を耳元に寄せる。


    「ねえ、会長の秘密教えてくれなぁい？」


    「ちょっと、なにしてるの！」


    　僕は彩香から適切な距離を取ろうと後ろへと下がるが、それを追いかけるように彩香はさらに身体を寄せる。


    「だって勇ゆう樹きの言う無茶ってこういうことなんじゃないの、それともこう？」


    　彩香が大人っぽい色気たっぷりの表情から急に無む垢くな少女のような表情へと変化する。


    　目を大きく見開いて、大きく瞬まばたきしながら、僕の制服の裾すそを引っ張る。


    「ねえ、会長の秘密教えてほしいにゃー」


    　声もアニメ声に変わっている。萌もえ系のバージョンも可能なのか。なんて器用なんだ。


    「だから、別に実じつ践せんしてみせなくていいから」


    「もっとこうがいい？　にゃーにゃーにゃにゃーん。にゃーん？　にゃーんっ！」


    　彩香は僕の胸の中に覆おおいかぶさり、本物の猫のようにじゃれついてくる。


    「ちょっと、それだと単なる猫のマネだから。情報を聞き出せてないから！」


    　僕が突っこみを入れると、急速に彩香は真顔に戻る。


    「ちょっとやりたくなっただけ。それからひとつ言っておかないといけないことがあるから」


    　彩あや香かが僕の胸から離れ、立ち上がる。


    　すでに先ほどまでの甘えた感じはまったくなくなって、刺すような冷たい目で僕を見下ろしている。


    「勇ゆう樹きは大きな勘違いをしてるよ。とっても、とっても重大な勘違いをしてる。これはお仕置きが必要かもしれないね」


    　このきりっとしたサディスティックな表情。


    　艶つややかな唇くちびるの端を少しだけ上げ、嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべている。


    　僕にはわかる……。


    　これはおそらく洋モノ女おんな看かん守しゆバージョンだ。さすが彩香、なかなかマニアックな趣味まで網もう羅らしているな……。


    　彩香は僕の顎あごをそっと指で上げると、ピシャリと平手打ちする。


    「痛っ、そこまで徹底してやらなくていいから」


    　僕が抗議すると、逆にますますサディスティックな笑みを浮かべる。


    「あら、そう？　でもそうはいかないの」


    　さらにもう一度平手が飛んでくる。


    「だから、もうそのキャラはいいから！」


    　さすがにこれは楽しめるレベルを超えている。ちょっと手加減してくれないと。


    　そう伝えようと思ったのだが……。


    「なにがキャラなの！　違うから。これはあらぬ疑いをかけられたことへの抗議だから！」


    「えっ、もしかして、色仕掛けをするんじゃないかって疑ったこと怒ってるの？」


    「怒ってるよ！　誰が色仕掛けするの！　そんな恥ずかしいこと私がするわけないでしょ！　私にも貞てい操そう観念ってものがあるの」


    「ご、ごめんっ！」


    「人をそんな目で見た罰として、しっかり働いてもらうからね」


    　今度はグーパンチが飛んできそうな勢いで僕を睨にらみつけている。


    「わかったから、それでなにするの」


    「そんなの『アニメのお悩みにもお答えします』のコーナーに決まってるでしょ」


    『アニメのお悩みにもお答えします』。それは彩香が独自ルートから入手したアニメ関係者のお悩みに答えるタイトルにひねりのないことでおなじみのコーナーだ。どうやらまたアニメ関係者の相談を入手したようだ。


    「ちゃんとやるから、攻撃をストップしてくれないかな」


    「真剣にやるんだよ。相談をいただいた方に失礼のないように」


    「もちろん。だからその洋モノ女看守攻撃を」


    「誰が洋モノ女看守なのっ！　そんなフリしてないから！　ただ怒ってるだけだから！」


    　どうやら洋モノ女おんな看かん守しゆは僕の勘違いだったようだ。〝語尾にゃー〟バージョンまでがお芝しば居いでそこから先はただ怒っていただけだったのか。さすがにこれはわかりにくい。


    　こうして怒りの炎に油を注ぐ結果となってしまい。僕は彩あや香かの平手から逃げ回るはめになったのだった。

  


  
    【相　談　６「名前の読み方が難しい」】


    
      内匠たくみ 靖やす明あき

    


    



    　僕の名前は、内匠 靖明と書いて、たくみ やすあきと読むのですが、はじめてお会いするほとんどの方に読み方がわからないと言われます。


    　学生の頃も出席確認をする際、あいうえお順にもかかわらず、


    「鈴すず木き、高たか橋はし、えっと、うち…？　うちしょう！」と先生が当てずっぽうで名前を呼ぶたび、よくクラスメイトから笑われていました。


    　そんなやりとりが恥ずかしかった時期もありましたが、


    「これで笑いがとれるなんて、自分の名前ってなんておいしいんだ、ラッキー！　テヘぺロ？」


    　と思うようになったのは高校生くらいでしょうか。現在では珍しいがゆえにスタッフさんや共演者さんからも覚えてもらいやすかったりと得することも多いのですが、読みやすい名前への憧あこがれも捨てきれません。


    　そこで、読みやすくてわかりやすい、できれば小さなお子さんが見てもわかるようなインパクトのあってイケてるさわやかな「芸名」を考えてもらえないでしょうか？

  


  
    Answer's
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    梨　乃：単純な話。ひらがなにすればいい。
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    ふ　み：素敵なお名前です。そのままで頑張りましょう！
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    いくみ：野球っぽくしようよ。ヤスアキみたいなの。


    


    


    [image: ]


    絵　美：名前に囚とらわれてはいけないの。自分を解放するの。


    


    

  


  
    　こうして開かれることになった『アニメのお悩みにもお答えします』のコーナー。


    　今回の相談者は声優の内匠たくみ靖やす明あきさんから。


    　名前の漢字が難しくて間違えられるとの相談。おそらく何度も何度も間違えられたのだろう、相談の文面からも普通の名前の人間には経験できない葛かつ藤とうの日々が感じられる。


    　今回の相談はおそらく筆記用具と紙が必要だろうと考え、僕はコピー用紙を何枚かと人数分のボールペンをあらかじめ各自の前に用意しておいた。


    　さっそくそのコピー用紙に文系代表の回答者、九く条じようふみが〝内匠靖明〟と書き記す。


    　ふみの性格を表すかのように非常に丁てい寧ねいで綺き麗れいな文字だ。


    「内匠というお名前は律りつ令りよう制せいの官職〝内匠たくみ寮りよう〟が由来なのでしょうね。内匠寮のお仕事は調度品や儀式用具の製作だったらしいですよ。由ゆい緒しよ正しい素敵なお名前だと思いますけど」


    　さすがふみ、歴史に詳しい。なるほど役職の名前だったのか。たしか忠ちゆう臣しん蔵ぐらの浅あさ野の内匠頭たくみのかみもこの字だった気がする。


    「でも読めないよねえ。私はもう諦あきらめて内うち田ださんだと思うようにしてたよ」


    　あっけらかんと自分も読めなかったことを告白したのは体育会系の鈴すず木きいくみだ。


    　いくみ……。匠たくみを遠目で見ると田に見えなくもないけど、しかし人の名前をそう簡単に諦めないでほしい。


    「私としてはやはり素敵なお名前なので、変更せずにこのまま頑張っていただくのが一番だと思うのですけど」


    　もっともまっとうと思われる意見だが、それで終わりにするわけにはいかない。


    　ここは理系の回答者、遠えん藤どう梨り乃のの反論を聞いてみることにする。


    「そもそも名前とは固体識別がその役割だと考えると読めないのは問題なのではないだろうか。単純にたくみ靖やす明あきとひらがなにしてしまえば解決なのだ」


    　梨乃は自分の目の前のコピー用紙にボールペンで〝たくみ靖明〟と書いてみせる。


    　ふみはそれをじっと見て不満げに小首を傾かしげている。どうもしっくりこないようだ。


    「なんだか選挙に立候補した人みたいじゃないですか？」


    「選挙の立候補者は読めないのでは選挙に負けてしまうから、理にかなっているのではないだろうか」


    「内匠たくみさんは政治家ではなく声優さんですから、かっこよさも大事ですよ。立候補っぽさはイメージダウンです」


    「それに梨乃は甘いよ。私なんか靖も読めないからね！」


    　いくみはなぜか自慢げな様子だ。


    「ならば靖もひらがなにすればいいのだ」


    　梨乃は再びボールペンをさらさらと走らせる。


    〝たくみやす明〟


    　その文字を見つめるふみの表情はいまだ冴さえない。これもまた納得がいかないようだ。


    「これでは〝たくみやす〟までが名字のあきらさんだと思われてしまいますよ」


    「ならこうすればいい」


    〝たくみヤス明〟


    「名前に思えません！　もはや暗号ではないですか」


    「わかりやすいではないか」


    「名前はただわかりやすければいいものではないと思うのです。名は体たいを表すのです。やはり言こと霊だまのようなものが宿ると思うんですよ」


    「言霊など信じない。非科学的なのだ」


    「そんなことありません。言葉には力があります。内匠さんはこの名前も個性の一部なのです。内匠さんは内匠らしさがあるのです」


    　うーん。名は体を表すか……たしかにことわざにもあるけど、どうなんだろう。たしかに内匠さんは名前も含めて内匠な気もするし、芸名を変えても内匠さんの個性までは変わらない気もする……。


    「いくみさんはどう思います？　やっぱり言霊ってありますよね」


    「うーん、あると思うよ。やっぱ蛇へびも蛇っ！　て感じがするし、マートンもマートンって感じのプレイっぷりだよね」


    　マートンって感じとはどんな感じなのかさっぱりわからない。ふみにいたってはマートン選手そのものを知らないようだ。


    「そ、そうですよね。トンって感じですよね」


    　いちおう助けてもらった感じだけは伝わったようで、無理やり同意している。


    「そう。だからこそ、かっこいい名前になるといいんだよ。強そうな名前がいいと思うよ」


    　ここでいくみとふみの意見も分かれる。ふみは言こと霊だまがあるから改名反対、いくみはあるからこそ改名するべきとの意見……。


    　とはいえ、いくみのおすすめだと新しい芸名はヤスアキってことになっているのだが。なんだろう絶妙にかっこ悪い。


    「ヤスアキ以外のおすすめの名前はないかな？　野球っぽい芸名だと勘違いされたりしちゃうと思うよ」


    「うーん。別のかぁ、かっこよさそうで強そうなのがいいよね」


    　いくみは最初にふみが書いた内匠たくみ靖やす明あきの四文字を睨にらみつけながら、しばし考え込む。


    　そしてボールペンを手に取ると、一気に新しい芸名を書き記す。


    〝内匠つよたろう〟


    　その衝撃的な新芸名にふみは目を丸くする。


    「なぜ内匠が読みにくいとの話なのに名前を変えてしまうのですかっ！」


    「強そうだから？」


    「それほど強そうでもないですし！　本来の目的を忘れないでください」


    「じゃあ、こう？」


    〝つよ・つよたろう〟


    「そんな芸名でやっていけると思いますか？」


    〝つよートン〟


    「トンって感じは出さなくてもいいですから！」


    「なにさっ、ダメ出しばっかり、いいでしょ。好きに考えさせてよ」


    　いくみはすっかりむくれてしまっている。頰ほおを膨ふくらませて気分を害したことをアピールしているが、そもそも他人の芸名は好きに考える類たぐいのものではない。


    「とりあえず、いくみの考えた芸名はいったん保留にして、絵え美みの意見も聞いてみようかな？」


    　これ以上いくみの意見に付き合っていると、結果いくみが拗すねちゃう可能性が高いので、なだめつつ、話題を変える。


    　絵美の意見は名前に囚とらわれるなとのことだが、それはどういう意味なのだろうか……。


    　みんなの視線が集中するなか、絵美はひと言も発しようとしない。


    　無言のまま自分の前に置かれたコピー用紙にペンを走らせる。


    〝　[image: ]　〟


    　絵え美みが書いたのは文字とも記号ともつかないものだった。


    「絵美、これはなんなのだ？」


    　梨り乃のにも意味がわからないようで、不思議そうに絵美が書き記したなにかを眺めている。


    「これはこれなの。名前なんていらないの。これがこの人を表すシンボルマークなの」


    「それでなんと読むのだ？」


    「好きにしたらいいの、読み方なんて。〝かつて内匠たくみ靖やす明あきと呼ばれたアーティスト〟とか〝元内匠靖明〟とかそんなの」


    　なんだかすごくアートっぽくてかっこいいけど、……どこかで聞いたことがあるような。そしてそのパターンは失敗して元の名前に戻したような気が。


    「やっぱり呼び方は必要じゃないですか？」


    　ふみは相変わらず非常に常識的な指摘をする。


    　しかし絵美は大きく首を横に振ってその意見を否定する。


    「呼び方をつけたらそれが名前になってしまうの。だから呼び方はいらない。……名前から解き放たれた自由な存在になるの！」


    「ですから、読みにくいから困っているのになぜさらに問題をややこしくするのですか？」


    「ややこしくなんてないの！　かつて内匠靖明と呼ばれたアーティストはすでに自由な存在なの、誰にも縛しばられないの。……名前にも……事務所にも」


    「事務所には縛られたほうがいいと思いますけど」


    「とにかく新しいスタイルなの。自由で……いくみちゃん、かつて内匠靖明と呼ばれたアーティストに勝手に変なのを足さないでほしいの！」


    　絵美が熱弁をふるっている隙すきにいくみが勝手にシンボルマークに加筆している。


    



    〝　[image: ]　〟


    



    「こうすると熊さんっぽくない？」


    「熊さんっぽくなくていいの！」


    



    〝　ハチミツクくれー　[image: ]　〟


    



    　いくみはさらに勝手な台詞せりふまで書き足す始末。


    「いくみちゃんはこのコンセプトの意味が全然わかってないの！　これは文字を書いたら台なしなの！」


    「じゃあ、名前は〝ハチミツくれたろう〟にしたらどう？」


    「なにが〝じゃあ〟なの！　かつて内匠靖明と呼ばれたアーティストはそんな変な名前にならないの！」


    　もはやなんの議論をなんのためにやっているのかわからなくなってきた。ただ揉もめてるだけの状態だ。


    「ちょっと待って、一回整理しよう。あまりにも好き勝手やりすぎだから。まずは原点に立ち返って内匠たくみさんのプロフィールを確認しよう」


    　僕はそう言って、自分のスマートフォンで内匠さんの公式プロフィールを表示させる。


    



    　内匠靖やす明あき


    　生年月日　十月二十三日


    　声　ハイバリトン


    　出身地　愛知県


    　特技　アクション


    　資格　普通自動車免許　漢字検定二級


    　趣味　スポーツ・野球・カラオケ・スーパー銭湯


    



    　いくみも表示されたプロフィールを真剣な眼まな差ざしで見つめている。


    「なーんだ。愛知県で野球って、じゃあギャラードでいいじゃん」


    　いくみ、愛知県の野球イコールギャラードではないぞ。


    「とりあえず、このプロフィールを参考に、なにか芸名を考えてみてよ。自分の好きな野球選手とかシンボルマークは禁止で！」


    　プロフィールを参考にしたうえでなら、せめてヒントにしてもらえるようなアイディアも出るはずだと思ったのだが……。


    「ハイバリトン靖明なら声の質もイメージしやすいのだ」


    　梨り乃のの非常にベタな案から新芸名案の議論が再開される。


    「漢字検定二級靖明は？　特技がアピールできます」


    「自動車靖明が強そうだよ」


    「むしろスーパー銭湯を推おすの。スーパー靖明なの」


    「生年月日靖明は？　やっぱ、生年月日あるたろうがいい!!」


    「生年月日は誰でもあるではないか！　大切なのはハイバリトンなのだ」


    「免許あるたろう！」


    「だから勝手にあるたろうシリーズをはじめるのではない！」


    「ではカラオケ靖明ですかねえ？」


    「それであれば、カラオケ・マスター靖明のほうがアピールとしてわかりやすいのではないだろうか？」


    「カラオケの鉄人・靖やす明あきのほうが強そうだよ」


    「カラオケの鉄人・愛知店がいいの」


    「カラオケ行きたいですね」


    「行こう！　このあとカラオケしよう！　ありのー！　レリゴー！」


    　なんだか歌い出しちゃったし！


    　結局、むちゃくちゃになっている！　というか最後のほうはただのカラオケに行く相談になっちゃってたし！


    「ちょっと、みんなもう少し真ま面じ目めに！　カラオケは前回行ったでしょ。そんな何回も行かないから」


    「えー、別に何回行ってもいいじゃん」


    　いくみはすっかりカラオケに行く気になっていたようで、露骨に落らく胆たんしているが、そもそも今回一番ダメなアイディアを出しまくっているのはいくみだ。


    「もう一度考え直して。真剣に。内匠たくみさんの今後がかかってるんだから、その場のノリでおもしろい感じに流されないで」


    「本当はマークが一番かっこいいのに」


    　絵え美みはいまだに自分の案にこだわっているのか、不満げな様子だが、あれは論外だ。逆になんでそんなに固こ執しつできるのかこっちが知りたい。


    「うーん。そう言われてもね。そんないい名前思いつくわけないし」


    　いくみにいたってはすでに諦あきらめてしまったのか、畳の上に横になって、それこそ太郎の名を冠するきゃべつ太郎を食べ始めてしまった。


    　ほかのメンバーからも新しい案は出てこないようだ。


    　先ほどまで騒々しかった部室が急に静かになってしまった。


    　こうなったらこれまでに出たものから選ぶしかないのか……。しいて言えば、本当にしいて言えばだけど、たくみヤス明もしくはスーパー靖明か。内匠さんに本当に申し訳ない。


    　そんな苦く渋じゆうの決断を下そうかとしたときだった。


    　静寂を打ち破るかのようにふみがパチンと大きく手を叩たたく。


    「ちょっと待ってください。みなさん気がつきませんか、すでに私たちは内匠さんの名前にまったく読みづらさを感じていないじゃないですか」


    　当然といえば当然のことだが、ふみにとっては重要な発見のようで、目をキラキラと輝かがやかせている。


    「それはまあ……、これだけ何度も目にすればもはや当たり前なのだ」


    　梨り乃のにはその発見の大切さがいまひとつ理解できないようで、なんともうれしそうなふみを怪け訝げんそうに見つめている。


    「そうなんです。要するになじみさえすれば問題ないのですから、むしろ私たちがするべきことは内匠たくみさんの名前になじんでもらうためのお手伝いなのではないでしょうか？」


    「ふむ……」


    「内匠はたくみと読む、このことをなるべく多くの人に伝えるのです」


    　なるほど誰もが読み方で迷わなくなればこの悩み自体がなくなるわけだが……。


    「問題はどうやって実行するかなのだ」


    「キャッチフレーズはどうでしょうか？　内匠さんの読み方が誰でもわかるようなキャッチフレーズをつくるのです」


    　ふみは梨り乃のの問いに即答する。どうやらふみの脳内でイマジネーションが湧わいてきているようだ。すでにペンを手に取り、コピー用紙に向かいはじめている。


    　脳内に浮かんだ内匠さんの印象を次々と書き留とめていく。


    　ふみは普段はおっとりしているのだが、突然イメージが湧くと饒じよう舌ぜつになり話が止まらなくなることがある。今回はそれを紙に書き留めているのだろう。


    「こんなのはどうでしょうか」


    　ようやくふみのイメージが満足のいく形でまとまったようだ。


    　何枚かの紙を練習で書き潰つぶした後、新しいコピー用紙に大きく清書する。


    



    　──発音しない内うちを持つ男。　内匠靖やす明あき


    



    「おお、なんかかっこいいね。強そう！」


    　いくみはそのキャッチフレーズに向かって拍はく手しゆを送る。たしかになんだかハードボイルドっぽい感じでちょっとかっこいい。


    「ふむ、たしかにこれがキャッチフレーズになれば読み方で迷う人もいないだろう」


    　梨乃もこのキャッチフレーズに異存はなさそうだ。


    「待ってください。このほうがさらにいいかもしれないです」


    



    　──幻まぼろしの内を持つ男。　内匠靖明。


    



    「おお、さらに強そうになった！」


    　いくみの基準はそればっかりか……。たしかに強そうにはなったけど。


    「わかりにくくもなった気がするのだが」


    「梨乃さん、それが狙ねらいなんです。逆にちょっとわかりにくいくらいのほうが印象に残ると思うんですよ！」


    　なんだかいつもよりもふみのテンションが少し高い。どうも自分のイマジネーションに興奮状態のようだ。


    「どうして内うちが幻まぼろしになったのか気になってきたの」


    　絵え美みはふみがしたためたキャッチフレーズの文字をしげしげと見つめて言う。


    「そうですね。お話もあったほうがいいですよね。内匠たくみさんが幻の内を持つに至ったストーリーがあればもっと印象に残るはずです」


    「お芝しば居いにするの！　そうすればもっとわかりやすいの」


    「やるっ！　私が内匠役ね」


    「そこは普通に赤あか松まつさんでいいんじゃないですか？　ややこしいですよ。赤松さん、もっと紙をください、脚本を書かないと」


    　ふみの[image: ]作意欲がさらに刺激されたようだ。


    　今度は脚本の執筆。ふみの手が休むことなく文字を生みだしていく。すごい勢いだ。四枚のコピー用紙がみるみるうちに埋まっていく。


    　あっという間に脚本が書きあがってしまう。そして最後にさらに一枚添えられる、どうやらキャスト表のようだ。


    



    「幻の内と少女」


    



    キャスト


    内匠靖やす明あき　赤松勇ゆう樹き


    スポイト売りの少女　遠えん藤どう梨り乃の


    悪役Ａ　鈴すず木きいくみ


    悪役Ｂ　村むら上かみ絵美


    ナレーション・演出　九く条じようふみ


    



    　そのキャストを見て、まっさきに不満の声をあげたのはいくみだった。


    「えー、私は悪役なの！」


    「すみません。でも重要な役なんです。ちゃんといくみさんをイメージして書きましたし」


    「かっこいい悪役？　かっこよくしていい？」


    　いくみにとってはやはりかっこよさが大事なようだ。


    　しかしいくみよりもさらに納得のいっていない人がひとり。梨乃だ。


    「その前にスポイト売りの少女とはなんなのだ！」


    「街角でスポイトを売るいたいけな少女です。梨乃さんのために当て書きしたんですよ。どんどんアドリブを入れて、梨乃さんらしくスポイトを売ってください」


    「私らしくもなにも、そもそも街角でスポイトを売ったりはしない！」


    「そこはお話ですから。このお芝居を通じて内匠さんの読み方を周知徹底すると同時に、世の中の読み方が難しい名前で悩んでいる人たちに夢と希望を与えるのです！」


    　ふみの目はすでに演出家としての情熱に燃えている。


    　なんだか話が大きくなりすぎている気もするが、この情熱的な眼まな差ざしで見つめられるととても反論などできない。


    　部室を片付け、お芝しば居いを行おこなうスペースを確保する。


    　僕たちの前には観客の代わりに固定されたビデオカメラ。これでお芝居を撮影して内匠たくみさんに見てもらう予定だ。


    　こうしてふみ脚本・演出による、内匠さんが幻まぼろしの内うちを持つ男となった秘密の物語（ふみの空想）の幕が開く。


    



    　まずはふみのナレーションでお芝居はスタートする。


    　──寒い、寒い冬の夜のことでした。ひとりの少女が街角で凍こごえていました。


    「寒い。寒いのだ」


    　梨り乃のは一応、部室にあったおそらく彩あや香かの私物と思われる膝ひざ掛けを肩から羽織り、街中で凍えている少女を表現している。台詞せりふも棒読み気味でお世辞にもお芝居が上手とは言えないが、なんだか薄はつ幸こうの少女の雰ふん囲い気きは醸かもし出されている。


    　僕も台本に従って梨乃演ずるスポイト売りの少女に優しく声をかける。


    「どうしたんだい。こんなところで。震えているじゃないか」


    「あの……、このスポイトはいりませんか？　滅めつ菌きん済み使い捨てスポイト、少量サンプルの検査などに最適ですよ」


    「こんな寒い夜に街角でスポイトを売るなんて、なにか事情があるのかい？　特技はアクション、漢字検定二級を持つ素敵な男としては放ってはおけないよ」


    　……さりげなく入る内匠さん情報が不自然極まりないが、ふみが熱い気持ちで書いた台本だ。そのまま演じるしかない。


    「家が貧しく、親にこの滅菌済み使い捨てスポイトを売ってこいと言われたのです。０・25㎖単位で目盛りもついてます。どうですか？」


    「悪いけど、スポイトは使わない主義なんだ」


    「そうですか……ＥＯＧ滅菌済みなのに」


    　この辺りの妙に細かいディテールは梨乃のアドリブのようだ。なんだかわからないが、ＥＯＧ滅菌済みなら買ってもいいんじゃないのか、そんな気になる。


    　落らく胆たんしてがっくりとうつむく梨乃演じるスポイト売りの少女。


    　タイミングを見計らって、いくみと絵え美みが登場する。


    　大またで歩き、ワザとらしくスポイト売りの少女にぶつかる。


    「おいおい、お姉ちゃん、痛いなあ」


    「すみません。寒さと空腹で意識が……あのスポイトはいかがですか？」


    「なんだ、こんなもの売ってるのかよ。もっといいものないの？　お嬢ちゃんのパンツとかさあ、ふふふ、ひひひ」


    「パンツよこせなの」


    　なかなか下品な悪人ふたり組だ。たしかふみはいくみのイメージで書いたと言っていたような気が……。ふみ、いくみをそういう目で見ていたのか。


    　僕のそんな心の声とは関係なくお芝しば居いは進む。


    「すみません。そのようなものは販売しておりません。私はスポイトや光度計用のガラスセルなどを売っているのです。いかがですか？」


    「そんなもの街中で売ってんじゃねーよ。なあ、金に困っているんだろ、ちょっと一杯付き合えよ、そしたら、スポイトいっぱい買ってあげるからよお」


    「パンツよこせなの」


    　いくみ演ずる悪役Ａが強引にスポイト売りの手を引く。


    「ああ、やめてください」


    　この台詞せりふをきっかけに僕の台詞だ。


    「やめないか。このゴロツキ」


    「なんだ、いい格好すると怪け我がするぜ」


    　このいくみの台詞の後のト書きには「アクションが得意な内匠たくみさんらしく華麗にいくみの前に立ちふさがり、悪党ＡＢと激しく戦う」と書かれている。


    　まったく自信はないが、続けるしかない。


    「仕方がない。怪我をしてもし……」


    　僕の台詞の終わりを待たず、いくみのローキックが飛んでくる。


    「あ、痛っ」


    　いくみのやつ手加減を知らない。


    「け、怪我をしても……」


    　さらにもう一度ローキックが飛んでくる。膝ひざの裏、先ほどと同じ箇か所しよに的確に狙ねらいを定めてきている。非常に攻撃が正確、嫌なチンピラだ。


    　もちろん台本上は僕が勝つことになっている。なぜなら内匠さんの特技はアクションだから。必殺ストレートを炸さく裂れつさせて悪人をあっという間に倒してしまう予定だ。


    　しかし何度僕が必殺ストレートを繰り出す動きをしてもいくみは倒れてくれない。


    　僕は目でいい加減やられてくれとメッセージを送り、改めてストレートをいくみの顔付近へと打つアクションをする。


    　しかしいくみには僕のアイコンタクトはまったく伝わっていなかった。


    「とぅ！　悪党腕ひしぎだっ！」


    　伸ばした右腕にいくみが軽やかに飛びつき、そのまま倒れこむと両足で肘ひじをロックする。


    　これは飛びつき腕ひしぎ逆十字！　街のチンピラはこんな技を繰り出さない！　いくみのヤツ、もはや完全に台本を無視して勝ちにきている。


    「ははは、早く〝参った〟をしないと二度とカラオケのマイクが握れなくなるよ！」


    「パンツよこせなの」


    　なぜか絵え美みまで悪ノリして僕に襲おそいかかり、倒れている僕のズボンをぐいぐい引っ張って脱がそうとする。


    　僕が演ずる内匠たくみさんには申し訳ないが、腕が痛い。これ以上我慢すると本当に怪け我がをしてしまう可能性すらある。


    　僕はいくみの太ももを二回タップする。〝参った〟の合図だ。


    　本来は僕というか内匠さんがふたりを追い払う筋書きだったはずだが、どうするんだ。


    「うははは、じゃあ、許してやろう。その代わりお前の内うちは貰もらっていくぞ」


    「迷惑料として内の発音はいただくの。これから内は発音したらダメなの」


    「う、内を返せ！」


    　なんだ、この展開は？　悪党にやられて内の発音を取られた、こんなお話でいいのか？


    　当然ながら演出のふみが飛んでくる。


    「ダメですよ。いくみさん、絵美さん。内匠さんはスポイト売りの少女にお金をあげる代わりに勇気を与える、そのために内うちを封印するんですから」
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    　……それはそれでどうかと思うけど。


    「なんで？　私の腕ひしぎも勇気を与えるよ」


    「内匠たくみさんが負けちゃってるじゃないですか！」


    「むしろ負けちゃうほうがこれから頑張ろうってなると思うの」


    　案外悪人ＡＢの抵抗が激しい。


    「録画していたのにこれでは内匠さんに見せられないじゃないですか」


    「えー、なんで、腕ひしぎ完かん璧ぺきだったのに？　すごいアクションが撮れたと思うよ」


    「いくみさんのそのなんとかひしぎを見せたかったのではありませんから」


    「そもそも私の役がなんなのかこれではよくわからないではないか」


    　梨り乃のの抗議にふみは大きくうなずく。


    「そうですよ。このあとスポイト売りの少女と内匠さんによる熱い抱ほう擁ようがあるのに。見せ場ですよ」


    「そ、そ、そ、そうなのか」


    「さあ、もう一度やり直しましょう」


    　ふみはビデオカメラへと向かおうとするが、袖そでを摑つかんで梨乃が引き止める。


    「いや、これでいい気がしてきたのだ……」


    　梨乃の顔が真っ赤かだ。ただ提案されただけで、この照れっぷり。相変わらずの圧倒的な恥ずかしがり屋さんだ。


    「どうしたのですか？」


    「いや、別に……その、いきなり抱擁は脚本に無理があると思う。やられてしまうほうがむしろ現実の厳しさを表現しているとも……」


    「なぜ照れているのですか？　お芝しば居いですよ」


    「て、照れてなどいない。平常心なのだ。バイカル湖の湖面のようにクリアだ」


    　そう言いながらも、部室の端から端へと落ち着きなく歩き回る。まるで動物園の熊のようだ。誰がどう見ても平常心ではない。


    「じゃあ、もう一度お芝居を」


    「そ、それは……やはり……照れてなどいないのだが」


    「……ですから、もう一度」


    　ふみがお芝居の再開を提案するたびに、梨乃の部室を周回する速度が増す。このまま加速し続けると遠心力で部室を飛び出してしまうんじゃないのかと心配になる。


    　やはり梨乃には刺激が強すぎるようだ。


    「とりあえず、これで完成ってことで」


    　僕はこのお芝居の終了を宣言する。梨乃と抱擁シーンを演じることには正直なところ非常に興味があるが、残念ながら梨り乃ののストレスは限界に達しているように見える。


    「えー、ではどうするのです、幻まぼろしの内うちを持つ男のストーリーは」


    「いいじゃん。私のアクションがあれば、内匠たくみさんに勇気を与えることもできる！」


    　よほど先ほどの飛びつき腕ひしぎ逆十字に感触があったのか、いくみはすっかり自分のアクション集を撮影することに夢中になってしまっている。


    　こうして結局はいくみアクション集の撮影になってしまった。


    　回し蹴げり、とび蹴り、そして関節技、絞め技、いくみの技の数々が惜おしげもなく披露される。


    　そのすべてが収められたテープ。それを僕はどこにも出すことなく、こっそりお蔵入りにすることにしたのだった。

  


  
    【回　答】


    



    　これまで読み方が難しい名前でさまざまな苦労もあったかと思います。ですが我々お悩み相談コーナーとしては芸名はそのままで活動するべきだと考えています。むしろその読み方を周知徹底するためにキャッチフレーズをつけるのはどうでしょうか？　我々で考えたキャッチフレーズは「幻の内を持つ男」です。もしよかったら参考にしてください。


    



    



    ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


    　メッセージ


    「その代わりお前の内は貰もらっていくぞ」
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    　ある日の放課後の部室。


    　第二新聞部部長、二に階かい堂どう彩あや香かは自分のノートＰＣを難しい顔で睨にらみつけていた。もう随分と長い間この状態のままだ。そうかと思いきや突とつ如じよとしてキーボードを叩たたいて、なにやらタイプするとまた止まる。


    　どうやら記事で悩んでいるみたいだ。


    「やっぱり、地味だわ」


    　彩香は大きく息を吐き出すと、天井を見上げる。


    「どうしたの？」


    「うーん、〝勉強の疲れを癒いやす校内の癒やしスポット〟をテーマに書いてるんだけど、やっぱりテーマが地味なんだよね。それでさ、なにか絵的なインパクトがほしいわけ。ここでかわいい女の子の写真が一枚あると変わると思うんだよね」


    「なるほど……たしかに」


    　女の子がいる。それはありとあらゆるものを華やかにする究極のジョーカーだ。かわいい女の子の写真を添えれば、道路の側そつ溝こう特集ですら楽しげになるだろう。


    　彩香は僕が同意するのを想定していたかのように、すぐに話を進める。


    「誰かモデル頼めないかな？　お悩み相談コーナーのメンバーで」


    「うーん。どうだろう。いくみなんて喜んでやってくれそうだけど」


    　僕は体育会系の回答者、鈴すず木きいくみの名前を出す。いくみの無む邪じや気きな笑え顔がおは周りをいつも元気にしてくれる。


    　しかし彩香の表情は冴さえない。


    「いくみちゃんもね。かわいいとは思うんだけど、今回は記事のテーマ的に知性と品性がほしいんだよね。この前のコンテストじゃないけど……」


    　以前、いくみは彩香の頼みで美少女コンテストにエントリーしたのだが、その理由が素早くて潜入捜査に向いているからだった。美少女コンテストにふさわしい知性や品性を兼ね備えていたとは見なされておらず、いくみはすっかり拗すねてしまったことがあった。


    「まあ、こっちは選ぶ立場だから、引き受けてくれる人がいるだけでありがたいんだけどね……、そんなことはいまは関係ないの。さっさと本題に入らないと」


    　彩香の顔が急に険けわしくなる。口を真ま一いち文もん字じに結んで、まさに真剣そのもの、じっと僕の目を見つめて言葉を続ける。


    「ねえ、勇ゆう樹き、職業に貴き賤せんはあると思う？」


    　なぜいきなりそんな質問を？　急にそんなことを聞かれても困ってしまうが……。


    「うーん。やっぱり貴賤はないんじゃないかな。どんな仕事も頑張ってる人はすばらしいと思うよ。仕事じゃなくて、その人の取り組み方に貴賤があるというか……」


    　彩香は僕の答えに納得したようで、大きくうなずく。


    「私もそう思う。職業には貴き賤せんはない。でもね、やたらとかっこいいイメージの職業はあると思うの、その点が現代社会にとっては重要だと思うんだよね」


    　彩あや香かは少し前のめりになって情熱的に語っているが……、ちょっとなにを言っているのかわからない。


    「なに？　やたらとかっこいい職業って具体的には？」


    　彩香は問いに答える代わりに、僕に向かって指を四本立てて見せる。まるで女優が結婚会見でエンゲージリングを披露しているかのようなポーズ。


    「そうね、具体的には、まず〝かっこいい職業四し天てん王のう〟が挙げられるよね。ひとつ目はパイロット、ふたつ目は監督、そしてＷＥＢウエブデザイナー、あと……えーっと、えーと……モンスターハンター」


    「……最後のひとつが架空なんだけど」


    　さては四天王って言ってから慌あわてて四つ考えたな……。彩香は会話のインパクトを重視してとにかく刺激的に演出する傾向がある。


    　彩香は自分でも失敗したと思っているのか、少し頰ほおを赤らめ、微妙に僕との視線を外しながら話を続ける。


    「とにかく、世の中にはかっこいいイメージの職業があるの。そして人はその職業に憧あこがれたり、嫉しつ妬としたり、肩書きでモテたり、反対にモテなかったり、そんな現象が日々起こっては消えているわけ」


    　彩香は四天王の四番目がモンスターハンターになった失態を取り返すかのように、早口でまくしたてる。


    「それがいいことだとは思えないけどなあ」


    　僕は正直な感想を口にする。もし自分が四天王クラスの格好いい職業につけたとしても、そのイメージだけで、モテたりしても空しいだけだと思う。やはり肩書じゃなく、人間そのものを見てもらいたいものだ。


    「私はね。別にそれがいいことだって言ってるんじゃないの。現実世界のリアルな実態を説明しているだけ。価値判断はしてない。とにかく、世の中はそうだってこと」


    「言いたいことはなんとなくわかるけど、それがどうしたの？」


    「大事だと思わない？　そんなかっこいいイメージの職業に就いている人の話を聞くことが。人気の職業に就いた人がどんなことを考えているかを知ることによって、自分たちが将来どんな職業に就きたいかヒントになると思わない？」


    　徐々に彩香の言葉に力がこもってくる。


    　艶つややかな唇くちびるは自信ありげな笑みをたたえ、その瞳ひとみは野心的な輝かがやきを放つ。


    　僕にはわかる。彩香がこんな表情をするとき、……それは僕をこき使いたいときだ。


    「そんな憧れの職業に就いている人が普段なにを考えているのか、そしてどんな想おもいや、悩みを抱いだいているのか、私はそれを勇ゆう樹きに体感してほしいの」


    　彩あや香かの手がまっすぐに僕に向かって伸び、一枚のコピー用紙が手渡される。


    　これは……お悩み相談。相談者はアニメの監督をされている川かわ口ぐち監督からだ。モンスターハンターからのお悩みではなかった。どうやらアニメ関係の方からのお悩みに答える特別編『アニメのお悩みにもお答えします』用の相談のようだ。


    「心して答えてよ。こんな機会なかなかないんだからね。監督からの悩みだよ。かっこいい職業四天王のひとつだよ」


    「そもそも四天王って言葉がかっこいいとは思えないけど……」


    「ちょっと！　かっこいいから！」


    　僕は聞こえるか聞こえないかのボリュームレベルでぼそっと呟つぶやいたのだが、彩香は敏感に察知して、猛然と反撃する。


    「そこを否定されると、相談への真剣さが失われるから」


    「そんなことはないと思うけど」


    　しかし、彩香は止まらない。立ち上がって[image: ]こぶしを振り上げる。


    「そんなことあるっ！　四し天てん王のうはかっこいい。監督もかっこいい！　繰り返して」


    「……四天王はかっこいい、監督もかっこいい」


    「自分も将来、監督になって、モテモテになりたい」


    「……自分も将来、監督になって、モテモテになりたい」


    　勝手に人の将来の目標を決めないでほしいが、しかしこのテンションの彩香には逆らえない。


    　しぶしぶ復唱する。しかしそのしぶしぶ感が伝わったのか彩香はさらにテンションを上げる。


    「自分も将来、監督になって声優さんと……モグッ」


    　危ないっ！　僕はすんでのところで彩香の口を塞ふさぐ。なにを言おうとしてるんだ！　自分がこんな機会めったにないから真剣に答えろって言ってたのに。


    「声優さんに役をあげるからって言って……モグッ」


    　まだ言うかっ！　これ以上は絶対に言わせない！　


    　彩香はそれでも何事か叫び続けていたが、ようやく静かになってくれる。


    「本当にやめてよね、ヒヤヒヤするから」


    「ごめんついつい興奮して。ノリでね」


    　彩香はそう言うとペロリと舌を出してみせる。


    「自分で貴重な機会を台なしにしようとしてどうするんだよ」


    「ちょっと口がすべっただけだから。私はただ監督ってお仕事のかっこよさと大変さを知ってほしかっただけ。やっぱりいろいろ最前線に立ってる仕事だと思うんだよね。だから悩みもいろいろあると思うの。それを解決できるのはお悩み相談コーナーのみんななんだよ。さもないと、そのストレスを発散すべく声優さんに……」


    　うおおい！　またすべらしてるぞ、口を！　絶対にわざとだろ！


    　これ以上口がすべると、訴えられるんじゃないか……？　そんな不安から、僕は彩あや香かの口をさらに強く、全力で塞ふさぐはめになったのだった。

  


  
    【相　談　７「世間のイメージを変えたい」】


    
      川かわ口ぐち 敬けい一いち郎ろう

    


    



    　私はアニメーションの監督、演出業を生なり業わいとしております。


    　元々は玩がん具ぐメーカーへの就職を希望していたこともあり、アニメ制作会社にアニメーターとして入社後もホビーアニメと呼ばれる男児向けアニメを中心に仕事をしてきました。作画からアニメ演出業をメインとするようになってからも、その方針は変わらずホビーアニメの演出を中心に仕事をしてきたのですが、監督を任されるようになってからは「美少女アニメ」の監督としてのオーダーが多くなってきたような気がします。


    　いや、むしろ「美少女アニメ」専門の監督だと思われている節すらあります。


    　もちろん仕事をいただけることはとても喜ばしいことで、プライドを持って監督させていただいておりますが、そろそろ本命のコロコロ系ホビーアニメのオーダーがあってもよいのではないかと思っているのです。そこで、どのように私のイメージを変えていけば、スポンサーの方々からホビーアニメの監督のオーダーをいただけるのかご意見をいただければと思います。

  


  
    Answer's
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    梨　乃：同調行動を利用するべき。
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    ふ　み：言葉を巧妙に使うのです。


    　　　 普段の言げん動どうでさりげなく印象付けましょう。
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    いくみ：答えは『コロコロコミック』に書いてあるっ！
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    絵　美：ビジュアルで伝えるの。


    　　　 ……こうなったらコスプレなの。

    

  


  
    　こうして訴そ訟しようの不安を抱えながら迎えることになった、お悩み相談コーナー特別編。今回もアニメ関係の方からいただいたお悩みに答えていく。


    　今回の相談は川かわ口ぐち監督から。


    　監督という偉い方からの相談であり、しかもかなりヘビーな内容。はたしてちゃんとした回答ができるのか……。


    　やはりこの相談は難問のようで、理系担当の遠えん藤どう梨り乃の、文系担当の九く条じようふみ、体育会系担当の鈴すず木きいくみ、美術系担当の村むら上かみ絵え美み、それぞれいつもよりも厳しい表情を浮かべている。


    　そんなちょっぴり重苦しい空気の中、最初に発言したのはふみだった。


    　居住まい正しく正座をし、ぴんと背筋が伸びている。


    　……そして、姿勢がよいがゆえにますます強調される見事な胸。思わずそっちに関心がいってしまうが、いまはそんなことを考えている場合ではない。


    　意見を聞かないと。


    「やはりこのようなイメージを変えるのは一いつ朝ちよう一いつ夕せきでは難しいと思うのです。日々のたゆまぬ努力で少しずつ変えていくしかないと思うのです」


    　人の緊張を解きほぐす穏やかでほのぼのとした口く調ちよう。


    「それで具体的にはどうしたらいいのかな」


    　僕の問いに小さくうなずくとふみは言葉を続ける。


    「やはり言葉だと私は思うのです。日々の会話の中に、それとなく自分の希望するイメージを忍ばせるのです。そうして緩ゆるやかに気づかれぬうちに自分のイメージを変えていくのです。きっとうまくいくはずです」


    　ふみは文系らしく言葉の力について力説する。しかし残念ながらその真意はなかなかほかのメンバーには伝わっていないようだ。


    　特にいくみは話を聞いている間、大きく首を傾かしげている。


    「ふみー、よくわかんないよ。実際にどうするのさ？」


    　スパッツを着用していることをいいことに大きくあぐらをかく姿。口を尖とがらせてふみの話が理解できないことに抗議をする。


    「ですから、会話の端々でホビーアニメに関する言葉などをさりげなく入れていくのです。たとえば差し入れの飴あめを見つけたときに〝あらかわいいですね。ビー玉みたいで。懐なつかしいですね、ビーダマ●のことを思い出します〟などとさりげなく忍ばせるのです」


    　……あんまりさりげなくない気もするが。


    　例はともかく言いたいことはわかる。問題はそれがいくみにも理解できたかどうかだが……。いくみはまだ首を傾げたままだ。


    「うーん。なんかさりげなさすぎじゃない？　もっとさ、びしっと言ったほうがいいよ」


    「そうですか？」


    　今度はふみが小首を傾げる。


    「もうさ、語尾に〝コロコロ～〟ってつけちゃいなよ。〝こんにちはコロコロ～〟、〝元気ですコロコロ～？〟、〝おなか空いたコロコロ～〟って」


    「かわいくなっちゃって、監督の威厳が失われてしまいますよ」


    「大丈夫。その分、怖い顔すればＯＫ」


    「怖い顔で〝おなか空いたコロ～〟ですか！　そんな人に仕事を頼む人はいませんよ！」


    「そうかな？　逆に凄すごそうじゃない？」


    「なんの逆ですか！　私のアイディアを変な感じにしないでください。私のはもっと気づかれないくらいこっそりやる作戦なのです」


    「なんかセコイんだよね。本当に効くのかな？」


    「すぐには難しいですが、きっと効果があると思います。何年も何年も続けていればいつかは」


    「待ってらんないよ。監督もきっとそうだよ。面倒だからいいやってなるよ」


    「監督をいくみさんと同じ性格にしないでくださいっ！　それでいくみさんの案はどうなのですか？」


    　ふみはこれ以上説明しても理解してもらえないと思ったのか、いくみに議論のバトンを渡す。


    「私のはもっと単純だよ。それに時間もかかんないし」


    　いくみの回答は「答えは『コロコロコミック』に書いてある」とのこと。まったく意味がわからないが……。


    　僕の不安をよそにいくみは自信ありげな笑みを浮かべながら言葉を続ける。


    「やっぱりガッツな笑いとド迫力だよ！」


    　それは『コロコロコミック』のキャッチフレーズ！　久しぶりにコロコロのキャッチフレーズッ！　以前美少女コンテストにエントリーするためのプロフィールを書いたときにいくみが座ざ右ゆうの銘めいとして書いたフレーズだ。


    「ややこしいことはいらないんだよ。普段からガッツな笑いとド迫力が出ていれば、絶対お仕事が来るよ」


    　いくみは自分の意見によほど自信があるのか、ぐっと[image: ]こぶしを握りしめてみせる。


    　しかしそんないくみを梨り乃のが冷ややかな目で見つめている。


    「それで、そのガッツな笑いとド迫力とやらはどうやると伝わるのだ」


    　梨乃は性格的に精神論の類たぐいは基本的に価値を認めない。


    　しかしいくみはそんなことは気にもかけない。


    「それはね、まず叫ぶ。どおおりゃああ、ド迫力だああっ！」


    　いくみはちゃぶ台の上にひらりと飛び乗り、絶叫する。「ド迫力だ」と言っているのだから、間違いなくド迫力を表現しているのだろう。


    「そして、ガッツな笑いっ！」

  


  [image: ]


  
    　今度は梨り乃のの背後へ素早く回り込むと、両手を梨乃の脇わき腹ばらに添える。そしてピアノを弾くように素早く指をはずませる。


    「こらっ、これはくすぐってるだけでは……。や、やめるのだ、は、はぅ……」


    　梨乃は身をくねらせて逃のがれようとするが、いくみは器用に梨乃が逃げた方向に先回りして執しつ拗ようにくすぐり続ける。


    「だから、こんな方法は……笑いとは、あふぅ……もう、いい加減、はぅ、やめて……はふぅ」


    　これがいくみの考えるガッツな笑いか……。たぶん『コロコロコミック』の見解とは大幅に異なっていることだろう。


    　それにしても、このいくみバージョンのガッツな笑いも悪くない。ほんのりと赤みがさす梨乃の肌はだ、艶なまめかしく漏もれる吐と息いき。本来はそろそろいくみを止めるべきタイミングだが、もう少し堪たん能のうさせてもらおうか……。


    　しかし僕のそんな思いを察知したかのように、ふみがいくみと梨乃の間に割って入って止めてしまった。


    　ふみはまるでイタズラをした子供のようにいくみを叱しかる。


    「いくみさん、いい加減にしてください。梨乃さんが大変なことになっているではないですか。それに、そのガッツな笑いでどうやってイメージを変えるのですか」


    「なんか偉い人にガッツな笑いを喰くらわせるっ！　そうして仲よくなって、コロコロのアニメをやらせてもらう！」


    「偉い人をくすぐってどうするのです！　大変なことになりますよ」


    「そうかなぁ。仲よくなれると思うけどな～。別にこちょこちょ以外にもいろいろあるし。とにかくいっしょに遊んで仲よくなっちゃうの」


    　自分の意見が認められないのが悔くやしいのか、いくみは口を尖とがらせながら、なおもぶつぶつ言っている。


    　とにかく『コロコロコミック』の精神であるガッツと迫力と笑いを自みずから体現すれば、おのずと伝わるってことだろう。


    「私は……もっと知的なやり方がいいと思うのだ」


    　いくみの意見に反論したのはガッツな笑いによる攻撃から回復しつつある梨乃だった。すっかり乱れてしまった髪を整えながら自説を語る。


    「アッシュの同調実験というものがあるのだ。その実験では……」


    　梨乃は実験について事細かに解説をし始める。


    　梨乃によるとアッシュの同調実験とはひとりの被験者と数人のサクラを用意し、簡単な質問をする。サクラに一律に間違った選択をさせると、普段なら正しい選択ができるはずの被験者も間違った選択をしてしまうとの実験らしい。


    「つまり人間は周囲の環境に非常に弱いということなのだ。よって、周囲の環境を整えることによって、狙ねらった人間の意見をコントロールすることができるはずなのだ」


    「実際にはどうするのですか？」


    　ふみの問いに、梨り乃のは間まをおかず答える。


    「決定権のある人の周囲で『やっぱりホビーアニメは川かわ口ぐち監督ですね』と言ってもらうのだ。それが五人、六人と続けば、知らず知らずのうちに影響を受けて『ホビーアニメは川口監督』がもはや当然のことになっているはずなのだ」


    　なんとなく筋は通っているように思えるが……。


    　しかしそんな梨乃の意見に真っ向から異いを唱となえる回答者がひとり。


    　これまで沈黙を守ってきた絵え美みだ。


    「梨乃ちゃん、それ……バレたらすごく恥ずかしいの」


    　絵美は梨乃をじっと見つめながら言う。


    「それはまあ……そうかもしれないのだ」


    　梨乃は少し恥ずかしそうに言う。その点に関しては認めるしかないようだ。


    「恥ずかしいのはダメなの！　やっぱり監督はかっこよくないとダメなの」


    　絵美は力強くそう断言する。……意外なところで彩あや香かと同じ意見。やはりそうなのか、それこそアッシュの同調実験のように複数の人に言われるとそんな気がしてくる。


    「う、うむ。たしかに監督はかっこよくないといけない気もする……」


    　梨乃も絵美の気迫に圧おされて、戸惑いの表情を浮かべている。


    「そうなの……。アニメは日本のポップカルチャーの代表。監督はその中心……。だからかっこよくなくちゃいけないのっ！」


    　美術と芸術を愛する絵美にとってアニメもまた重要なものなのだろう。そしてアニメの監督にもなにかしらの理想があるようだ。


    　絵美は心の中でかっこいい監督像を思い描えがいているのか、少し興奮気味のご様子。


    　梨乃はその様子に少々戸惑いながら言葉を返す。


    「その気持ちはわかったのだが、それでどうしたらいいのだ？」


    「やっぱりビジュアルのインパクトで勝負するのが監督なの。見た目で伝えてこそなの！　ぶわっとインパクトを与えるの……。　コスプレするの！　猫っぽいあの妖怪の」


    　絵美の語調はどんどん強くなり、最後は立ち上がってそう宣言した。


    　本人はすごくビシッと決まったと思っているのかもしれないが……。


    　コスプレ？　猫の地じ縛ばく霊れい的なあれの？


    　突とつ拍ぴよう子しもない意見に誰もがあっけに取られている。


    「コスプレをしながらお仕事するのですか？　ふざけていると思われませんか？」


    　ふみが当然の疑問を呈ていするが、絵美は一歩も引かない。


    「それとなくなの。……うっすら顔色を赤あか紫むらさきにするの」


    「そんな顔色だと病気だと思われますよ！」


    「オシャレにやれば大丈夫なの。軽く赤あか紫むらさきで……さりげなく腹巻なの」


    　……うーん。顔が赤紫で腹巻をしている人がいたら、なにニャンなのかわかってしまうだろう。少なくともオシャレではない。


    「ビジュアルは本能を支配するの。いつの間にか……ホビーアニメといえば川かわ口ぐち監督ってなるの。そうなったら……もはや監督する必要すらないの」


    　……もはや本来の目的から外れてしまっている。それでは監督としてではなくコスプレイヤーとして有名になっただけだ。


    「万が一、ホビーアニメの印象が浸透したとしても、監督としてのイメージを損なってしまう気がするのですが……」


    　やはりふみも納得いかない様子だ。


    　しかし絵え美みはそれでも引き下がらない。


    「そんなことないの……。監督は破は天てん荒こうって決まってるの。世界のクロサワは民家の二階を壊したの。コスプレなんて当たり前なの！」


    　絵美はもう自分が世界に羽ばたきそうな恍こう惚こつの表情でそう宣言する。なんだかよくわからないゾーンに入ってしまった……。


    　もはや誰も反論しない。というか反論しようがない。


    　それぞれの意見がそれぞれの方向に微妙なことになっている。残念ながらこれぞというアイディアは出ていない状況だ。


    　せっかく監督からいただいた相談なのに。残念な回答になってしまうのでは……。


    　そんな停てい滞たい感かんあふれるムードを断ち切ったのは、やはりいくみだった。


    「じゃあさ、全部やればいいんだよ。全部やればなんとかなる」


    　元気いっぱいの笑え顔がおでそう断言する。いくみらしい単純な発想。


    　しかしいくみの天てん真しん爛らん漫まんな笑顔を見ていると大丈夫な気もしてくる。


    　周りの人に噂うわさをさせて、言葉のなかにそれとない言葉を混ぜ、そしてコスプレをし、ガッツな笑いとド迫力を見せつける……。


    　やっぱり大丈夫じゃない気がする！　それはもはや危ない人なんじゃないのか。


    　しかしいくみはそんなことはちっとも気にしていない様子だ。


    「よし、じゃあ実際にやってみよう！」


    「実際にと言われても、私たちはアニメの監督ではありませんし……」


    「そこはみんなで考えてよ」


    　いくみはそれが当たり前であるかのように言う。


    　元気なだけで具体案はまったくない。それが不思議とかわいく思えてしまうのだが……。


    　まあ仕方ない。その分、なにか考えるか……。


    　僕はしばし考えたのちに、あることを思い出す。


    　相談以外に頼まれていたもうひとつの用件。彩あや香かの記事に添える写真のモデルについての依頼だ。これも兼ねてしまおう。


    「彩香にさ、いくみに知性と品性があるってイメージを持ってもらうのはどう？　美少女コンテストのときは素早いってイメージだったからさ」


    「思わせたい！」


    　いくみは目を輝かがやかせて即答する。


    　今回のモデルも知性と品性がほしいと彩香は言っていた。もし彩香がモデルにいくみを選ぶとすれば、いくみから知性と品性を感じ取ったということ。もしいくみに知的で品性のあるイメージをつけることができたら、それはもはやどんなイメージをつけることも簡単だといえるだろう。


    　いくみはやはり素早いだけと思われたことを根に持っていたのか、このアイディアに大変満足しているようだ。


    「よし、じゃあみんな、私の知性と品性を丸出しにして！」


    　いくみはそう言うと、畳の上に大の字になる。


    　どうにでも改造してくれとの意思を表しているようだが……。


    　すでにまったく知性と品性を感じない。


    



    　こうしてはじまった知性と品性リベンジ。


    　それぞれが自分の案に基づいたイメージ戦略をいくみにほどこす。


    　ふみは言葉遣いで。梨り乃のは周りの人間を利用して同調圧力をかける。そして絵え美みはビジュアルから。


    「いいですか、いくみさん。言葉の端々に知性と品性をにじみ出させるのです。さりげなく」


    「どうやるのさ？」


    「記事は〝校内の癒いやしスポット〟なのですから、お花の話題なんていいですよね。いま園芸部の花壇でオミナエシが咲いていますよね。日本では古くから親しまれている花で万葉集にも詠よまれているんですよ。それに乾燥させると漢方薬にもなるそうです」


    「万葉集にも詠まれてる。漢方薬にもなる」


    　いくみは機械のようにふみの言葉を復唱する。


    　まったく内容を理解していないのか、その表情は完全に〝無〟だ。大丈夫か？


    「季節ではないですが、大きな桜の木もありますよね。あれも癒やしスポットだと思うのです。梨乃さん。桜について知性のある話を」


    「そ、そうだな……ソメイヨシノはほぼ同じ時期に開花する。それは元々一本の木を接つぎ木で増やしたクローンだからなのだ」


    「元々一本の木……クローン」


    　いくみはこれも機械的に繰り返す。


    　ちゃんと彩あや香かに話すタイミングまで覚えていてくれるといいが……。


    　そしてこの作戦にはいくみだけでなく僕たちの協力も必要だ。


    「ほかのメンバーはアッシュの同調実験なのだ。『最近いくみは知的だね』『なんだか品性を感じる』。このふたつをなるべく数多く言ってほしい」


    　梨り乃のはほかのメンバーにも簡単に自分のプランを説明する。こっちは非常に簡単だから、問題なさそうだ。


    「ビジュアルも大事。……演劇部からメイク道具借りてくるの」


    　絵え美みはそう言うとさっそく部室から飛び出していく。


    



    　約一時間後。すべての仕込みを終えて、いよいよ彩香を呼び出す。


    「みんな、モデルの協力ありがとう」


    　なにも知らずに部室に戻ってきた彩香は上機嫌だった。無理もない。全員がモデルとして撮影ＯＫなうえに、好きな人を選んでくれと頼まれたのだから。


    「本当にみんないい子ばっかりだね。ありがと…………」


    　彩香の言葉が途中で止まる。その視線はいくみに釘くぎ付づけだ。


    　無理もない。ひとりだけ明らかにいつもと様子が違う。


    「いくみちゃんどうしたの？」


    　みんなが制服姿なのにいくみはひとりだけド派は手でな和服姿だった。しかも花おい魁らん風メイク。白おし粉ろいで肌はだを真っ白に塗り、真っ赤かな口紅。そして大きなかんざし。


    　絵美が「知性と品性を表現するなら花魁なの」と言って譲ゆずらなかったのだ。


    　たしかに花魁は歌や舞、詩しい歌かに長じていて、見た目の美しさだけでなく、知性と品性があったとは聞くが……。ここは部室だぞ。


    「彩香さん。なんでもありませんよ。ねえ、みなさん」


    　ふみが慌あわててフォローに入る。


    　それに同調して全員でうなずく。


    　さすがの彩香も同調圧力でそれ以上つっこんだ話はできないようだ。


    　怪け訝げんな顔をしながらも話を進める。


    「それで、モデルなんだけど、みんな出てもらいたいんだけど、今回はふみちゃんに……」


    「ちょっと、待ってください。もう少しみんなとお話ししてから決めませんか？」


    「あれ？　ふみちゃん。やっぱりモデルは嫌なの？」


    「違うのです。そうではなく、せっかくみんな手を挙げたのですから、もう少しじっくりと考えたほうがいいかと。ほら、癒いやしスポットについて詳しい人がふさわしいですし。記事のコンセプトについてじっくりと話し合って決めましょう」


    「うむ、そうなのだ。最近いくみは知的だし」


    　さりげなく自分の案である同調を入れる梨り乃の。


    　その隣で花おい魁らんいくみは静かにうなずいている。


    「そ、そう？　じゃあ記事の内容は学校の癒いやしスポットなんだけど……」


    「学校の花壇なんていいですよね。園芸部が管理している……」


    　ふみがさりげなく会話を想定の路線に誘導するが、ここで想定外の事態が発生する。


    「うん。そう思ってたんだけど、今回は体育館の用具倉庫にしようと思うんだよね」


    「体育館の用具倉庫……ですか？」


    　ふみは目を丸くしている。


    「うん。綺き麗れいな場所も癒やされるけど、マットとか跳び箱に囲まれてじめっとしてるのも癒やされると思うんだよね。不思議と落ち着かない？　あのマットの匂におい」


    「……万葉集にも詠よまれているよね」


    　花魁いくみによる謎なぞの発言。


    「なにが？　マットの匂いが？　万葉集に？」


    　いくみは自信たっぷりにうなずく。


    　とにかく花魁風の人がそう言ってるのだから仕方がない。というか反論するとなにされるかわからなくて怖い。彩あや香かにもその謎のド迫力は伝わっているようで、さして突っこまずに話を進める。


    「ほら、跳び箱とかもさ、なんだかかわいいじゃん」


    「……元々一本の木だから」


    　またしてもいくみの謎のコメント。


    「そ、そうだね。木でできてるよね。一本かどうかは知らないけど」


    「いくみは最近知的だな」


    　まずいと思ったのか、梨乃がすかさず同調圧力をかける。


    「品性を感じますね」


    「とにかく感じるの……」


    　みんなそれに合わせるが……。さすがに強引すぎる。


    　彩香はただ戸惑いの表情を浮かべている。まったく状況が把握できないといった様子だ。


    「みんなどうしたの？　相談中になにか悪いモノでも食べた？」


    「そんなことはありません。どうですか。モデルは誰がいいと思いますか？」


    　ふみは彩香の疑いの目を突っぱねるかのように強引に話を進める。


    「やっぱりふみちゃんに」


    「もう少し話しましょう！　ねえ、みなさん」


    「いくみは最近知的だね」


    　もはやなにかの合図のように唱和する。


    　しかしいい加減に彩あや香かも付き合いきれなくなってきているようで、ちょっとイライラした様子で問い詰める。


    「みんな、なにがしたいの？　全然意味がわかんないんだけど。いくみちゃんになにがあったの？　そもそもなんで花おい魁らん？　ねえいくみちゃん」


    「……クローンだから」


    「これは本物のいくみちゃんじゃないってこと？　なにその設定、花魁でクローンって、どういうストーリー？　とりあえず私が倒せばいいの？」


    「倒さないでください！　もう少しだけ話を。学校の癒いやしスポットについて語りましょう」


    　ふみは懸けん命めいに話を元に戻そうとしているが、もはやこうなってしまっては元に戻したところで、どうにもならないのではないだろうか？


    「それはいいんだけど……、もしかしてモデルになるの、本当は嫌だったんでしょ？」


    「そんなことはないです。光栄な話ですけど、でももっと適任者がいるのではと思っているだけです」


    　ふみの言葉を受け、彩香が確認するようにみんなの顔を見る。梨り乃の、ふみ、いくみ、絵え美み。いくみが視界に入ったときだけ露骨に苦い顔をしている。


    「じゃあ、梨乃ちゃ……」


    「もっと適任者が！」


    「絵美ちゃ……」


    「適任者が！」


    「勇ゆう樹き……」


    「男性になっています！　それなら赤あか松まつさんに写真を撮ってもらって自分がモデルになればいいじゃないですか」


    「ああ、その手があったか」


    「ダメです。その手はありません」


    　自分で提案した案を自分で却きやつ下か。ふみもすっかりペースを乱して混乱状態だ。いくみのイメージアップを図るつもりが、結果、ふみの知性と品性についてのイメージが落ちてしまっている気がする。


    　彩香の口からどうしてもいくみの名前が出てこない。


    　当のいくみは屈くつ辱じよくで震えている。さっきまでのすまし顔はすでにない、すっくと立ち上がると握った[image: ]こぶしをばたばたと振り回す。怒りの花魁だ。


    「ほらっ、やっぱりダメじゃん！　こういうのはね、はっきり言わないとダメなんだよ。ガッツな笑いとド迫力だよ」


    「ガッツな……？」


    「やい、彩あや香かちゃん。なんで私を選ばないのさ。体育館倉庫っていえば私でしょ」


    　体育といえばいくみだが、体育館倉庫も守備範囲だったのか……。とにかく花おい魁らんは怒り心頭で彩香に詰め寄る。


    「だって、不気味なんだもん」


    　あっさりと答える彩香。


    「不気味じゃない！　乾燥させると漢方薬にもなるんだからね！」


    　なんでいまそれを言う！　


    　もはやいくみは女としてのプライドを傷つけられ、我を忘れている。


    　獲え物ものを狙ねらう猫科の動物のように姿勢を低くして身構える。獰どう猛もうな花魁が狙うのは彩香。これは間違いない。ガッツな笑いをお見舞いするつもりだ。


    「ちょっ、ちょっと！　いくみちゃん。やめてよね。なんだかわかんないけど、そんなことしたら、もうお菓子買ってあげないよ」


    「むにゅううっ！」


    　しかしいくみの身体からだは十分に圧縮されたバネのようにすでに力を溜ためてしまっている。もはや止まることはできない。動物じみた俊しゆん敏びんさでしなやかに跳ね上がり、梨り乃のに跳びかかった。


    「なぜ私なのだっ！」


    「だって、彩香ちゃんだとお菓子もらえなくなるからっ」


    　素早く梨乃を押し倒すと、その身体をまさぐりはじめる。


    「やめるのだっ、だからなぜくすぐる、それは笑いでは……はうっ」


    　梨乃の抗議も虚むなしくいくみの指は梨乃の脇わき腹ばら、胸、そして太ももと容よう赦しやなく責め立てる。


    　みるみるうちに紅潮する梨乃の頰ほお。


    　いくみの指を払いのけようともがくが、その動きに合わせていくみは器用に両手を移動させ続ける。運動神経が違いすぎる。


    「こ、こんな……コロコロ……あふぅ」


    　抵抗しきれないと悟ったのか、力尽きてしまったのか、梨乃はぐったりと動かなくなってしまった。畳の上に倒れ、荒い呼吸を繰り返している。


    「彩香ちゃん。私のやる気、伝わった？　私はいつだってガッツな笑いを繰り出せるんだからねっ！」


    「う、うん……、そうだね。やっぱりモデルはいくみちゃんに頼もうかな」


    「でしょ、知性と品性だよね」


    「も、もちろん。知性と品性といえばいくみちゃんだね。写真撮るから元の姿に戻ってもらえるかな……」


    　これは……いわゆるひとつの脅おどしだ！


    　最終的に効果を発揮したのは脅おどし、そして見せしめ。


    　非常に残念な結果に終わってしまった。


    　その後、いくみはすべてを忘れて上機嫌でモデルを務つとめたのだったが、彩あや香かは終始苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような表情でシャッターを切り続けたのだった。

  


  
    【回　答】


    



    　我々の手に余る非常に難しい相談でした。しかし自分たちなりに必死に考えてみました。それとなく言葉で誘導する。周囲の人を使って同調圧力をつくる。ビジュアルから攻めてみる。いろいろなアイディアが出ましたが、どれもいまひとつ。最終的には脅すとの結論となってしまいました。ぜひ武器としての〝ガッツな笑いとド迫力〟を試してみてください。


    



    



    ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


    　メッセージ


    「無視するとガッツな笑いが飛び出すんだからねっ！」

  


  [image: ]


  
    [image: ]

  


  
    　夏休みである。梨り乃のがご両親の薦すすめによって、アメリカに三か月の短期留学に出発。


    　それと時を同じくして、長く分裂状態にあった第一新聞部と第二新聞部も合併、新聞部はひとつになった。


    　だからといって、お悩み相談コーナーを終える必要はなかったのだが、ほかの回答者たちも梨乃なしでのお悩み相談コーナーはあり得ないとのことで、それに従って、コーナー自体も終了となったのだった。


    　それから数週間がまたたく間に経過した。


    　ホームステイ先の家族も優しく、なんとかやれているらしい。どうなることかと心配したが、とりあえずはよかった。


    「やっぱり一か月も使ってないとホコリっぽくなるね」


    　元第二新聞部部長であり現在は新聞部の部長となった二に階かい堂どう彩あや香かはケホケホと咳せき込みながら言った。


    　すでに部室は第一新聞部が使用していた正式な部室へと移っている。この旧第二新聞部部室はすでに誰も使っていない旧用務員室である。


    「無理にここでやらなくてもいいんじゃないかな」


    「なに言ってるの、相談はやっぱここじゃないと」


    　彩香は僕の意見を即座に否定する。


    　梨乃の留学により終了したお悩み相談コーナーだったが、彩香から一度きりの再開を告げられたのだった。


    「とにかく、今回はベストのパフォーマンスが求められるから。だから環境も大事。ちょっと期間は空いちゃったけど、最後の『アニメのお悩みにもお答えします』の相談だからね。しかも、今回はアニメではキャラクターデザインを務めた、ななせめるち先生から。失敗は許されないから！」


    　彩香はそう言うと、僕に箒ほうきと雑ぞう巾きんを手渡す。


    　結局僕が掃除するのかよ……。


    　しかし文句を言っても仕方がない。僕はおとなしく畳の上を掃き始める。


    　黙々と畳を掃き、雑巾をかける。それを看かん守しゆのように厳しい表情で見守る彩香。


    「コンディションはどうなの？」


    　僕の掃除を無言で監視していた彩香が突然言う。


    「え、なんの？」


    「相談のコンディションに決まってるでしょ。しばらくやってないから、なまってるんじゃないの？」


    「相談ってそういうものじゃないと思うけど」


    「そんなことない。やってないとなんでも衰おとろえるものだよ。文章力だってしばらく書いてないと衰おとろえるし、勘だって衰える。刺激がないと脳のギアの上げ方も忘れちゃうし」


    　第二新聞部と第一新聞部が合併しただの新聞部になって以来、僕は平凡な記事をたまに書く程度の活動になっていた。学校からのお知らせや、各部活の活動内容の紹介。たしかにお悩み相談コーナーのみんなと議論していた頃のような緊張感はない。


    「うーん。そう言われると急に不安になってきたな」


    　僕の言葉に彩あや香かの目が怪しく光る。


    「じゃあ、ギアを入れてあげないとね。アドレナリンを分ぶん泌ぴつしないと。あのクセのあるメンバーと渡り合えるように。梨り乃のちゃんいないから、ボケばっかりだからね」


    　そう発言する彩香本人もかなりのクセがある人物だと思うが……。しかしそんなことを指摘する暇ひまもない。


    「じゃあ、腹筋から！」


    「なんで腹筋……？」


    「なまってる人がやることと言えば腹筋でしょ。つべこべ言わないでやる」


    　腹筋を使ってお悩み相談をやるわけじゃないんだけど……。


    　しかし口答えをしても無駄だ。僕は自分が掃除したての畳に寝転がると、腹筋を開始する。


    「いーち、にーぃ、さぁーん」


    　彩香は相変わらず看かん守しゆのように厳しい眼まな差ざしで僕を見張り、腹筋に合わせてカウントをしているが……。彩香の足あし下もとで腹筋をしているために、寝転がるたびにパンツがチラリ、チラリと……、縞しまパンか……。なるほど、なにがなるほどなのか自分でもわからないが、なるほど。


    　腹筋はすでに悲鳴を上げているが、やましい気持ちが勝って腹筋を続ける。


    「どうしたの？　もうへばったの？　運動不足なんじゃない？」


    　彩香はそう言うと僕の脚のくるぶしあたりを手で押さえてくれる。


    　これだと随分と腹筋がしやすい。そして前かがみになって足を押さえてくれているだけに、起き上がるとちょうど胸元を覗のぞき込む形になる。


    　ブラウスの隙すき間まから覗く張りのある谷間。


    　さっきは寝転がると天国だったが、今度は起き上がると天国か……。


    　正直、腹筋がちぎれそうに痛んでいるが、中止するわけにはいかない。男には筋肉断裂を起こしても覗かなければいけないものがある。僕は決死の覚悟で腹筋を続ける。


    　そのたびに見える谷間、もう少し、もう少し角度があれば、核心的部分まで視界に捉とらえることができるのだが……。しかし、腹筋がもう限界だ。意思の力で腹筋に、起き上がれ、そして、覗け、と指示を出しても、もはや身体からだを持ち上げることができない。


    「どう、ギアは上がった？」


    　彩香は力なく倒れこんだ僕の顔を覗き込んでいる。


    「まあ……、わかんないけど……腹筋がズタズタだよ」


    　乱れに乱れる息をなんとか整えながら答える。しかし帰ってきた反応は意外なものだった。


    「腹筋はどうでもいいの、脳のギア」


    「え？　どうでもいいって」


    「見てたでしょ？　どう、ギアは上がった？　脳にアドレナリンが回ってる？」


    　彩あや香かはそう言うと、クククっと笑いを嚙かみ殺す。


    「いや……まあ、その……」


    　まさかそっちが狙ねらいだったとは……。チラリズムによる脳の活性化、まさに彩香の手のひらで踊らされていた状態だが、まったく悔くやしさはない。


    　こうして僕は脳と下半身のギアを入れることになったのだった。

  


  
    【相　談　８「友達が少ないですし、女の子が好きですし、恥ずかしさをどうにかしたいです」】


    
      ななせめるち

    


    



    　イラストレーターなので机にばかり向かっています。家にいながらよいお友達関係をつくるにはどうしたらいいでしょうか？　コミュニケーション能力にも自信がありません。お友達と好きなマンガやゲームの話をしたりして、最終的には人生相談し合えるような信頼し合える親友がほしいです。


    



    　女の子のキャラクターや、アイドル、とにかくかわいい女子が好きですが、好きすぎてちょっと引かれてしまうこともしばしば……。２次元、３次元、２・５次元も大丈夫です。でも女の子と付き合いたいわけではありません。ちょっと変でしょうか……？　心配です。


    



    　私は結構照れ屋です。照れ屋界でいうと、ミドル級ぐらいには照れ屋です。ひとり思い出し照れをしたり、思い出し恥ずかし「あああーっ」もあります。失敗や恥を気にせず、ババーンと構えられるようになるにはどうしたらいいでしょうか？

  


  
    Answer's
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    ふ　み：お友達はネットなどで……女の子は変じゃないかと……照れてしまうのは……。
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    いくみ：全体的にぶわっと頑張れ！
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    絵　美：……悩み多すぎなの……気をしっかりもつの。
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    アリーナ：とにかくババーンでーす！


    


    

  


  
    「相談の数が多いよ！　よくばりさんめっ！」


    　ホコリを払い、なんとか使用可能となった元部室に体育会系の回答者・鈴すず木きいくみの声が響きわたる。


    　終了したはずのお悩み相談コーナー特別編は不平からはじまった。


    　相談者はイラストレーターのななせめるちさん。相談三連発。いろいろと悩みが溜たまっておられるようだ。


    　回答者はいくみと文系担当・九く条じようふみ、美術系担当・村むら上かみ絵え美み、そしてモルドバからの留学生、アリーナ・チェリビダッケ。


    「まあまあ、盛りだくさんでいいじゃないですか」


    　ふみがフォローするが。悩み事が盛りだくさんなのは、決していいことではない。むしろ、ちょっと不安になってしまう。


    　とにかく友人関係の悩みと、女の子関係の悩みと、照れてしまうとの悩みだ。とりあえず、ひとつずつ解決していくしかないだろう。


    「まずは友達に関する悩みからいこうか」


    　最初のお悩みである家にいながら友達をつくる方法について議論を開始することにする。


    「やはりＳＮＳソーシヤルネツトワーキングサービスなどのネットを利用することですかねえ？」


    　議論はふみの非常にオーソドックスな意見からスタートする。まあ普通に考えたら、それしかないだろう。


    「ふみさーん。私、ネット怖いと聞きまーした。日本のネット、危険がいっぱいでーす」


    　モルドバ出身の留学生、アリーナは眉まゆをひそめて言う。まるで怖い話でもするかのような様子だ。


    「気をつければそんなに危なくはないと思いますけど……」


    「ワンクリック詐さ欺ぎ、振りこーめ詐欺、フィッシング詐欺、ネカマ、恐ろしーいでーす」


    　アリーナは懸けん命めいにインターネットの危険性を訴えているが、どうも微妙にズレている。


    「ネカマは……。そこまで怖がらなくとも気をつければ大丈夫では？」


    　苦笑しながらも真剣に答えるふみ。


    「油断ダメでーす。兜かぶとの緒おをしめーてくださーい。すぐアイチューンカード買わされまーす」


    「詐欺はさておき、ななせさんは女性だから、いろいろと気をつけたほうがいいかもしれないね。ネット以外の方法も考えたいところだな」


    　僕は別のアイディアを求めてみるが、なかなかほかの意見が出ない。


    　みんな無言で考え込んでしまっている。


    　普段は積極的に発言するいくみですら、腕組みしながら、うんうん唸うなっている。


    「家にいっぱなしで友達つくるって、とんちじゃん。一いつ休きゆうさんだよ。まず虎とらを出すやつだよ！」


    　いくみはそう言うと、畳の上に大の字になってしまう。


    　そんななか、これまで沈黙を守っていた絵え美みがついに口を開く。


    「……人間にはイメージの力があるの。……想像力には屋内も屋外もオフラインもオンラインもないの。イメージを解き放つの！」


    　堰せきを切ったように語り始める絵美。満まんを持じしての発言だったが……、残念ながら、意味がわからない。


    「つまりどういうことなのかな？」


    　僕の問いかけに絵美は大きくうなずき、言葉を続ける。


    「……エア友達をつくるの。自分の心の中に親友をつくる！」


    「架空の友達ってこと？」


    「そうなの！」


    「絵美さん。ななせさんは実在の友達がほしいのではないでしょうか？」


    「心の中にイメージができれば、あとはそれを形にすればいいだけ。絵でも彫刻でも、イメージをぶつければ作れる。石せつ膏こうがオススメなの」


    「友達づくりって、素材から作るってことではないと思いますよ」


    「……わかってるの。でも外に出ないで友達つくるって無理なのっ！　不可能なの！　だからもう石膏で作るしかないの。おじいさんの像を！」


    　絵美はそう言うと頭を抱え込んでしまう。どうやら絵美も無理があると思っていたようだ。


    　しかし、なんでななせさんの友達がおじいさんに決定しているんだ……。


    「やはり出会いが少ないってことだから、ひとつひとつの出会いを大事にしていくしかないと思うんだよ。なにかないかな？」


    　僕は方向転換を促うながす。部屋にいながらにして友達をつくることは諦あきらめ、少ないチャンスを生かす方向で考え直してもらう。これはこれで難しそうではあるが……。


    「それならできる！」


    　自信満々に挙手するいくみ。どうやらなにかアイディアがあるらしい。


    「ボクシングでシャドーボクシングってあるでしょ。あれみたいな感じだよ」


    　いくみは立ち上がると軽快にステップを踏みながら[image: ]こぶしを繰り出す。


    「なんでシャドーボクシングをやると友達ができるのですか？」


    「シャドーボクシングみたいにシャドー友達をやるんだよ。相手をリアルに想像して、その相手と戦うでしょ。そんな感じで練習すればいいんだよ」


    「いくみさーん。ちょっと、わからないでーす……」


    「有名な本に書いてあるんだけど、一流の格闘家がすっごくリアルに敵をイメージしてシャドーをするんだよ。リアルにイメージすれば恐竜とも戦えるんだよ！　それを参考にすれば友達もつくれる！」


    　その有名な本は実生活で参考にするタイプの本ではない気がするが……。


    　しかし、いくみはすでにアキレス腱けんを伸ばし終わり準備万端。もうリアルシャドーをやると決めているようだ。


    　ストレッチを終えると、静かに目を閉じ、深呼吸する。おそらくいくみの脳内にはリアルな友達が描えがき出されていることだろう。


    　目をゆっくり開けるいくみ。その表情が一変する。満面の笑み。


    「久しぶりじゃん」


    　ポンと背中を叩たたく仕草。まさに親友と久しぶりに会ったときの所しよ作さだ。


    「不思議でーす。いくーみさんの前に友達がいる気がしまーす」


    　アリーナが目を丸くしている。


    　たしかにぼんやりとではあるが、いくみの想像によって描き出された親友の輪りん郭かくを感じることができる。これがリアルシャドーの力なのか！


    　視線と仕草から親友はいくみよりも少し身長が高いようだ。性別は男性か……？


    「もう年なんだから身体からだには気をつけなよ。膝ひざは大丈夫なの」


    　おじいちゃんだ！　なんでそこの設定だけは絵え美みから引き継ぐ！


    　いくみはより親しげに友達のおじいちゃんとの会話を続ける。話題の中心は野球について。熱心にペナントレースの展望について語り合っている。いくみの動きと会話の断片から徐々にエア友達の設定の詳細がわかってくる。


    



    ・七十代の男性。


    ・都内在住の中日ドラゴンズファン。


    ・野球観戦で隣に座ったことにより、仲よくなった。


    ・膝ひざが悪い。


    ・身長は百七十センチ程度、小太り。


    



    　シャドー会話だけでこれだけの情報がわかるとは……。大したシャドー力だ。もしかしたら役者の才能があるんじゃないのか……。


    　みんないくみの熱演を言葉もなく見入っている。


    「弱気になっちゃダメ！　そんなんじゃ、いつまでたってもＢクラスだよ」


    　さらに熱を帯びてくるいくみのシャドー会話。どうやらドラゴンズの今後の方針について議論をしているようだが……。


    「違う！　違う！　なに言ってんのさ！　そこはＧＭゼネラルマネジヤーを信じないと」


    「なにをぉ！　ドアラをそんなふうに言うな」


    　いくみのローキックがエア友達の膝に炸さく裂れつした。


    　なんてことをするんだ！　さっきまで膝の心配をしてたじゃないか！


    「なーぜ、お友達の弱点を狙ねらうのでーす。酷ひどいでーすよ、いくみさーん」


    「違うよ。むこうが先に目を狙ってきたんだよ！」


    　いくみの想像の中ではエア友達が目め潰つぶしを仕掛けてきたらしい。


    　どんな友達なんだ……。


    「そうだとしてもー。おじいさーんの膝を蹴けってはいけませーん。コンドロイチンが無駄になりまーす」


    「おじいちゃんじゃないよっ！　おじいちゃんそっくりのおばあちゃんだよ！」


    　どっちでもいいよ！　なんだその面倒くさい設定は！


    「とにかく、普段から会話のイメージトレーニングをして本番に備えるってことね」


    　きりがないので僕は強引にいくみのリアルシャドーのコーナーを終了させる。


    「やっぱりなんでも練習しないとね」


    　いくみは満足げに額ひたいの汗を拭ぬぐう。本人としてはやりきったらしい。


    　しかし、ほかのメンバーはそんないくみを白い目で見ている。


    「たしかに練習するのもいいと思うんですが、そのリアルシャドーですか？　誰でもできるものじゃないと思うんですよ」


    　ふみは熱演してくれたいくみに少し申し訳なさそうに反論する。


    　その言葉を受けて、しばらく考え込むいくみ。ぶつぶつと「それなら、あれ教えちゃおうかな」などと呟つぶやいている。なにかアイディアがあるようにも見えるが……。


    「しょうがないな、誰でもすぐに仲よしになれるすごい方法を教えてあげるよ」


    　いくみはそう言うと、手首と足首を回し始める。


    　とっておきの方法を教えてくれるらしいが、仲よくなるのになぜ手首と足首のストレッチが必要なんだ。基本的に嫌な予感しかしない。


    「じゃあ、ふみとはじめて会ったってことにするね。はじめまして。いくみだよ！」


    　いくみはふみに向かって挨あい拶さつする。


    「は、はじめまして、……九く条じようふみです」


    　ふみは一応、いくみのお芝しば居いに乗っかるが、明らかに不安げな表情。


    　そしてふみの不安は的中した。


    　ふみがお辞儀をして、視線を逸そらした瞬間に、いくみは爆発的な速度でダッシュし、ふみの背後に回り込む。


    　そしてしっかりとストレッチをした手首を利用して脇わき腹ばらをくすぐり始めた。


    「こちょこちょ、こちょこちょ」


    「ちょっと、いくみさん！　やめてくださーい」


    　畳の上を転げまわってもだえるふみ。


    　しかし、いくみは器用にふみの動きを追尾して、脇腹をくすぐり続ける。


    　逃げても、逃げても、執しつ拗ように追いかけるいくみの指、脇腹から太もも、足の先までふみの身体からだを責め続ける。


    「いくみさん……やめて……、そんなところを……あふぅ」


    　やがてふみは抵抗しきれず、ぐったりと動かなくなってしてしまった。


    「ね、これなら誰でも真ま似ねできるよ」


    「ま、真似しちゃダメです……」


    　ふみは息も絶え絶えになりながらも、律りち儀ぎに突っこむ。


    　……これは小学生の仲よくなり方だ。成人が初対面の人にやったら確実におかしな人だと思われてしまう。というか逮たい捕ほである。


    　このやり方に賛成する者はいないはずなのだが、不思議と反論が出てこない。


    　いくみの目は怪しく輝かがやき、両手の指がまだくすぐり足りないと言わんばかりに、もぞもぞ動いている。


    　次なるくすぐり攻撃の餌え食じきになることを恐れて誰もなにも言えないのであった。


    「……次の相談にいこうか」


    　僕はこの相談について、いったん保留にする。


    　本来もう少し議論すべき、ところだが、今回はお悩みを三つももらっている。テンポよく回答しないと……。


    　続いては女の子が好きだとのお悩みだ。


    「別に悪いことでないと思いますが」


    　ふみが小首を傾かしげながら言う。


    「でも、ななせさんは女の人なんでーすよね？」


    　アリーナが不思議そうな顔をしている、


    「別に女性が女性を好きでもいいじゃないですか。戦国時代の大名は、みんな男性同士での恋愛を楽しんでいましたし」


    「えーっ、そうなのでーすか!?」


    　目を丸くするアリーナ。興味津しん々しんで身を乗り出している。


    「織お田だ信のぶ長なが公こうも武たけ田だ信しん玄げん公もほとんどの戦国大名が男性と恋人関係だったんですよ」


    「どどど、どんなことするのでーすか」


    　さらに身を乗り出すアリーナ。興奮しすぎでどどど言っちゃっている。


    「え、どんなことって……その、まあいろいろと」


    　ふみはふみで顔を真っ赤かにしてしまった。


    　おそらくふみの脳内では武将同士のあれやこれやが渦巻いているのだろう。


    「独どく眼がん竜りゆうの異い名みようで知られる伊だ達て政まさ宗むね公は部下の二代目片かた倉くら小こ十じゆう郎ろうとその恋仲で。小十郎が大おお坂さかの陣の出陣前に先陣を切ることを直じき訴そしたところ、『お前以外に先陣をさせるものか』と熱烈に衆人の前でキスをしたと伝わっております」
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    　照れながらも、軽めのエピソードを披露するふみ。


    　そのエピソードを聞きながら、アリーナはなんだかうっとりとしている。腐ふ女じよ子しの気けがあるんだろうか……。


    　しかし、そこを掘り下げても仕方ない。今回の相談と独どく眼がん竜りゆう政まさ宗むねのキスは関係ないのだ。


    「とにかく、別に問題ないってことだね」


    　たまには問題なしとの回答もあってもいいだろう。僕がまとめに入ろうとしたのだが、それに待ったをかける者がひとり。


    　絵え美みだ。いつになく深刻な表情。厳しく眉まゆ根ねを寄せている。


    「想像力不足なの……これは大問題……」


    「どこがー？」


    　いくみがまったく緊張感のない口く調ちようで言う。アリーナもふみも不思議そうな表情。しかし絵美だけは真剣だ。


    「想像するの。リアルに」


    　絵美はそう言うと、静かに目を閉じる。


    　どうやら、ななせさんが女子を好きだと、どういうことが起きるのか、深く掘り下げて、想像しているようだ。


    「ななせさんは女の子が好きなの……男の人と付き合わないの……たくさんの男がフラれるの……男たちはふられたショックで自じ暴ぼう自じ棄きになるの……働く気がしないの……失業者であふれかえるの……治安が悪化するの……文明が滅ほろびるの」


    　文明が滅びた！


    　いくらなんでも想像力がたくましすぎる。


    「絵美さん。それは飛躍しすぎでは？　ひとりの人間の趣味嗜し好こうでそんな大おお事ごとにはならないと思いますよ」


    　ふみの言葉に絵美はぶんぶんと首を横に振る。


    「世界はちょっとのことで大きく変わるの……」


    　絵美はほんの些さ細さいな現象が最終的に大きな現象の引き金になるという、いわゆるバタフライエフェクト的なことが言いたいのかもしれない。


    「もしかしたら、絵美さんの言うように、ちょっとしたことが大きなことを起こすのかもしれませんが、それならななせさんが女の子が好きなことで、いいことが起こるかもしれないじゃないですか」


    「なるほどなの……」


    　ふみの反論ももっともだと感じたのか、絵美は再び目を閉じ、大きく一度深呼吸すると、想像の世界へと旅立つ。


    　ななせさんが女の子が好きなことで起こる現象を、別の方向から検討しているのだろう。


    「ななせさんが女の子のキャラを描かくの……男の人が夢中になるの……現実の女性に見向きもしなくなるの……女たちが自じ暴ぼう自じ棄きになるの……暴れるの……治安が悪化するの……文明が滅ほろびるの」


    　また文明滅びた！　文明のヤツ、すぐに滅びるな。こんなに滅びまくってるとしたら、いまの人類って何代目なんだ？


    「やっぱり、これは大問題なの……」


    「絵え美みさんの想像が物ぶつ騒そうなだけだと思いますが」


    　ふみは苦笑しながら言う。


    「それでどうしたらいいのでーすか？　私、文明好きでーす。滅びてほしくありませーん」


    「目覚めてもらうしかないの……男性の魅力に」


    「やはり、そーですかー。どうしたらいいでーすか？」


    「人類を救うのは芸術なの……アートの力で……目覚めさせるの。ななせさんを男好きに！　とんでもない男好きにするの！」


    　いま我々は余計なお世話どころか、ものすごく迷惑なことをしているのではないか。そんな気がしてならないが、しかし絵美のテンションは最高潮。


    　スケッチブックをちゃぶ台の上に広げ、ほかのメンバーに筆を配布し始める。


    「でも、私たちは絵も描けませんし……」


    　ふみは受け取った筆を抱えて困惑しているが、絵美はお構いなしだ。


    「絵が描けなかったら、詩を書くの。筆で描けば温かいテイストになる。みんなで、ななせさんを男好きにするのっ！」


    　騎士が剣を掲かかげるように筆を高々と掲げる絵美。


    　悪気はないんだろうけど、どうも言い草が気になってしょうがない……。男好きにする……、まあそうなんだけど。


    　みんなで力を合わせて、ななせさんを男好きに。なんだろう、この余計なお世話感。


    　しかし僕のそんな心のモヤモヤなど絵美は気に留とめない。


    　スケッチブックの右端に大胆な筆遣いで「男を愛せよ」と書き込む。


    　どうやら詩のタイトルらしい。


    「さあ、みんなで書くの」


    　絵美が率そつ先せんして一行目を書く。


    　それに続いて、ふみが次の行を書き、いくみ、アリーナと続く。


    「いくみさん。真ま面じ目めにやってくださいよ」


    「なにが？　ちゃんとやってるじゃん」


    「私、いくみさーんのあと困りまーす」


    　文句を言いながらも、なんだかキャッキャと楽しそうだ……。


    　こうしてななせさんが男を好きになる詩、「男を愛せよ」が完成する。


    



    　「男を愛せよ」


    　男はオオカミ。


    　かわいいオオカミ。


    　男はヒゲが伸びるよ。


    　にょろにょろ伸びまーす。


    　ヒゲにょろオオカミ。


    　男には自分の世界がある。


    　たとえるならヒゲにょろオオカミ。


    　にょろカミ。


    　そんな男がななせさんを待っている。


    　俺おれたちのことも描かいてくれと。


    　ヒゲを長くして待っている。


    　ジレット片手に待っている。五枚刃片手に待っている。


    



    　なんだこれ！　なぜヒゲにフォーカスをあてたんだ！


    　しかもヒゲ剃り片手に、ヒゲを伸ばしてるって、剃るのか伸ばすのか、どっちなんだ！


    「これ、どうなんだろう……」


    　僕は否定的なニュアンスを伝えたつもりなのだが、絵え美みは満足げな表情。


    「きっと男が好きになるのっ」


    「むしろかなりの確率で嫌いになるんじゃないかな？」


    「そんなことないの。はっきり見えるの。男が大好きになったななせさんの姿が！　……大好きになった男をとっかえひっかえして……文明が」


    「おい、やめろ！」


    　僕は再び想像の世界に旅立ちかけた絵美を現実に引き戻す。文明はさておき、この想像はものすごく失礼なことになる気がしてならない。


    　とりあえず、詩は置いておいて、ななせさんとの出会いを待っているまだ見ぬ男性たちのことを考えて、少しだけ男性にも興味を持ってほしい。きっと男性にもいいところがあるはずだ。そんなまとめにすることにして次に移る。


    　ななせさんからの最後の相談、恥ずかしがり屋で、どうすれば失敗や恥を気にせず、どーんと構えていられるか、とのお悩みだ。


    　誰しも過去の失敗を思い返して、恥ずかしくなることはある。むしろこんな気持ちがない人などいないように思えるが……。


    　この相談に対して真っ先に発言したのはアリーナだった。


    「私、日本のことわーざ習いまーした。旅の恥はかき捨てでーす。ななせさーんもかき捨ててくださーい」


    　アリーナは誇らしげに胸を張って、おそらく覚えたてであろうことわざを披露する。どうだ、と言わんばかりの得意顔だが……。


    「残念ながら、ななせさんは旅に出ていないんだ。主に部屋でイラストを描いているから」


    　僕はアリーナに改めてななせさんの現状を説明するが……。


    「部屋の恥もかき捨ててくださーい。燃えないゴミの日にかき捨ててくださーい」


    「恥が燃えるかどうかわかんないけど、旅の恥も本当はかき捨てちゃいけないんだよ。アリーナはどうなの？　こんなことない？」


    　僕の質問にアリーナは少し顔を赤らめる。


    「実は私も思い出して恥ずかしくなるこーと、ありまーす」


    「なになに？　思い出してよ」


    　ここぞとばかりに、いくみが肘ひじでぐりぐりとアリーナの脇わき腹ばらをつつく。


    「やめてくださーい。そんなこと言うと思い出しちゃいまーす」


    「思い出してよ！　どんな恥ずかしい失敗したの？」


    「ああっ、恥ずかしい思い出がー。どうしてあんなところに埋めたのかー。もっと深く埋めておけばー、バレなかったのにー　穴があったら入りたいでーす。そしてアレを埋めたいでーす。深く、捜査がおよばぬほーど、ふかーく」


    　……なんか、すごく怖い失敗っぽい。


    「あー、恥ずかしいでーす。絵え美みさんはどうですか？　なんにも恥ずかしくなさそーです」


    「そんなことないの。恥ずかしいことや後悔すること、いっぱいなの。夜寝る前に、どうしてあんなことしちゃったんだろって、ベッドの上でごろごろ転げまわるの……全ぜん裸らで」


    「なぜ裸はだかでーすか！　それは恥ずかしくないのでーすか」


    「むしろ誇らしいの！」


    「今後は恥ずかしがってくださーい」


    　留学生にまで突っこまれる絵美！


    「ふみは？」


    「もちろん、私だって。もう毎日です」


    　大きくうなずくふみ。やはり誰もがそんな瞬間があるのだ。


    　自分の失敗を思い返し、急に恥ずかしくなる、それこそが普通の人間なのだ。


    　しかしたったひとりだけ、そんな常識の通じない存在が……。いくみだ。


    「私はないよ」


    　ひとりだけけろりとしている。


    「どうしてですか？　その神しん髄ずいを教えてください」


    　ふみはすがるようにいくみの手を握りしめる。よほどふみは恥ずかしくなることが多いのだろう。


    「うーん。なんでって言われてもなあ？　やっぱ、あれかなー。あんまり恥ずかしいことしてないからかな？」


    　いくみはこれまでそんなことを考えてもみなかったのか、小首を傾かしげて考え込んでいる。


    「いくみさんに限って、そんなことはないと思うのですが……」


    「なんでそんなことないって思うのさ！」


    「それはそうなんですけど、たとえば以前、授業中に寝てしまって、反省文書かされてましたよね。あのことを思い出して、恥ずかしくなったりはしないのですか？」


    「そんなことあったっけ？」


    「ありましたよ！　何度も書き直されて泣いてたじゃないですか！　私と梨り乃のさんも書き直すの手伝いましたよね」


    　ふみはいくみの記憶を呼び覚まそうと、事細かにそのときの様子を語る。しかしいくみは何度も首をひねる。


    「そんなんだっけ？　梨乃が反省文出すのを私が手伝ったんじゃなかったっけ？」


    「そんなことあるわけがないじゃないですか！」


    　……なんとなくいくみが恥ずかしくならない理由がわかった気がする。


    　記憶を改かい竄ざんしているのだ！


    　いくみのポジティブシンキングが自みずからの記憶を侵しん食しよくして、ニセの思い出をつくり出しているのだ。


    　これならば、失敗した思い出に悩まされることはない。


    「まあ、細かいことなんかどっちでもいいじゃん。梨乃とは仲よしだったってことだよ」


    　いくみはものすごく雑にまとめてしまう。


    「そんな大おお雑ざつ把ぱな……」


    　ふみは困惑の表情を浮かべているが、まさにこの大雑把さがいくみの元気と行動力の源みなもとに違いない。


    「私が反省文を助けてもらったにしても、きっと梨乃も楽しく手伝ってくれたと思うなー。梨乃とは大の仲よしだったからね。本当に気が合ったよ」


    　いくみは窓越しに空を見ながら遠い目をする。おそらくいまは遠くアメリカにいる梨乃に思いを馳はせているのだろうが……。そうだっけ？　梨乃といくみって気が合ったっけ？　僕の見ていた範囲では、いつも喧けん嘩かしてた気がするけど。


    「そうそう、梨乃ともこちょこちょ攻撃で仲よしになったんだよね。やっぱりあれは効くんだよ。こちょこちょされると楽しい気分になるからね」


    　僕の記憶によると、たしかにいくみはよく梨り乃のをくすぐってはいたが、梨乃はものすごく嫌がっていたのだが……。


    　しかしいくみの記憶の中では、お互い楽しくじゃれあっただけに記憶がすり替わっているらしい。


    　その当時のことを思い出しているのか、えへへ、と小さく笑っている。


    　いくみのなんとも楽しそうな笑え顔がおを見ながら僕は思う。


    　記憶なんて曖あい昧まいなものだし、受け取り方なんて本人しかわからない。それならご都合主義でいい思い出にしてしまうのも悪くないのかもしれない。……それが恥ずかしがらずに行動できるパワーになるのなら。


    　すっかり思い出に浸っていたいくみだが、突とつ如じよとしてパチンと手を叩たたく。


    　またなにか思いついたようだが……。


    「そうだ梨乃に手紙を書こうよ！」


    　いまの時代、メールはもちろんアプリを使えば無料で国際電話もできる。連絡をとっていないわけではないのだが。


    　しかし、いくみは思いついたら、即行動ガールである。


    　さっそく絵え美みからなにか手紙を書くのに適した紙とペンを持っていないか、おねだりをはじめる。


    　絵美は画用紙を器用に切り取り、三角フラスコの形を作る。その縁取りをするように、手早く実験器具のイラストを描かいて、あっというまに手作りの便びん箋せんが完成する。


    　ここにみんなでメッセージを書き加えるわけなのだが……。


    「なんだか気恥ずかしいですね」


    　ふみの何げないひと言をいくみは見み逃のがさない。


    「恥ずかしがってないでさ。自分がやりたいって思ったら、やったらいいんだよ。私はやりたい。だからやるの！　余計なこと考えなくてもいいの」


    　僕はいくみの飾りけのない言葉に図らずも感心してしまう。


    　たしかにどう思われるかよりも自分がどうしたいかのほうが大事だ。


    　そんないくみの思いはみんなにも伝わったようで、それぞれが思い思いに梨乃へ向けての手紙を書き始めている。色とりどりのペンが梨乃を励ます言葉を綴つづっていく。


    　僕もペンを手に取ると、梨乃へのメッセージを書き加えたのだった。


    



    　手紙を出して、一週間後のことだった。


    　僕のスマートフォンが梨乃からのＬＩＮＥラインでの着信を通知している。


    　みんなには秘密にしているが、アメリカへ短期留学に行って以来、実は梨乃と毎日のように電話をしているのだ。


    　こちらは深夜だが、向こうは早朝のはず。おそらく学校に行く前に連絡をしたのだろう。


    　勉強で忙しい合間を縫ぬってありがたいことだが、もし付き合ったら、かなり束そく縛ばくをするタイプなのかもしれない……などと余計なこともついつい頭をよぎる。


    　話題はいつも他愛たわいもないことだったり梨り乃のの苦労話や愚ぐ痴ちを聞いてあげることが多いのだが、この日は少し梨乃の様子が違った。


    「あのヒゲの詩はなんなのだ……。すごく怖くて勉強に集中できないのだが……意味不明すぎて、そわそわするのだ。男を愛せよ？」


    　そのタイトルは……まさか、ななせさんのために作った、男を好きになる詩。


    　誰だ！　あの詩を入れたのは。


    　僕は慌あわてて、あの日のことを思い出す。


    　みんなで梨乃への手紙を書いて、せっかくだからと、みんなで集合写真を撮って、コンビニでプリントアウトして、封筒も買って……それをいくみが「いいのができた」と自じ画が自じ賛さんしながら、封筒に入れて……。そこで間違えたか！


    　いくみのヤツ、感心して損した！　やっぱりもう少し考えてほしい！


    「いや、ちょっとした手違いで……」


    　僕は慌てて弁解をするが、狼ろう狽ばいがかえって、梨乃の反感を買ってしまう。

  


  [image: ]


  
    「もしかして私に……、こっちで、そ、その、……男を……つくれと言いたいのか？」


    「そうじゃない。これはいろいろと行き違いが」


    「どんな行き違いがこんな現象を生むのだ！　いま私は遠く離れていて、いろいろと……」


    　梨り乃のの文句が止まらない。スマートフォンの処理能力を超えるんじゃないかと思うほどの早口でまくしたてる。


    　こうして、いくみのポジティブシンキングは海を越えて、誤解を生んだのであった。

  


  
    【回　答】


    



    　三つも相談をいただいたために、大変まとめづらいのですが、簡単にまとめると、エア友達をつくり、会話の練習に励み、友達をつくるチャンスに備え、それでもダメなら相手をくすぐってください。そして自分が男を好きにならないと人類の文明が滅ほろびる可能性があると自覚し、主にヒゲの魅力に目覚めつつ、恥ずかしい記憶は改かい竄ざんすることで、精神的な強さを身につけていただければと思います


    



    



    ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


    　メッセージ


    「私はやりたい。だからやるの！　余計なこと考えなくてもいいんだよ」

  


  [image: ]


  
    　あとがき　えくすとら


    



    　どうも、川かわ岸ぎし殴おう魚ぎよえくすとらです。「人生」関連ではご無沙汰しております。


    　今回のタイトル「人生　えくすとら」の〝えくすとら〟は英語表記では、〝extra〟です。意味としては、余分の、とか、臨時の、とか、追加の、とか、特別の、みたいなことだと理解しております。


    　せっかくの〝えくすとら〟なのですから、あとがきにもえくすとら感を出していければと思っております。そこかしこ〝えくすとら〟にしていきたいです。


    　さて、あとがきの定番と言えば、原稿執筆の苦労および、最近の作者の近況を（ちょっと自虐テイストで）書き、そのあとに関係各位への謝辞、そして読者のみなさまへの謝辞と決まっているわけです。とくにライトノベルではこれ以外のパターンのあとがきなど、ほとんど見たことがありません！　一種の暗黙のルールです。


    　僕も何度かこのパターンを破ってやろうと試みたことがあるのですが、「自分だけ謝辞を書かないと、感謝してないと思われるんじゃないのか？」とか「業界内でルールを守らない危ないヤツだとレッテルを貼られてしまうんじゃないのか？」などの不安が頭をよぎり、なかなか破ることができません。あと、破ったところで、書くことがとくにない！　与えられたスペースを全部雑談で埋めるの無理だし！


    　というわけで、その辺の事情は「あとがき　えくすとら」でも同じ。えくすとらであっても作者の近況からの謝辞の流れで進めたいと思います。その流れのなかでなんとかえくすとら感を出していければと思います。


    　では近況報告を。『人生　第十章』から、『人生　えくすとら』まで、十一か月ほどの期間がありました。その間の僕の身に起こった出来事はといいますと、なんとダイエットに成功しました！


    　体重は十六キロ減。ラノベ作家といえば、ブヨブヨかガリガリと相場が決まっているのですが、ブヨブヨタイプのラノベ作家から、ガリガリタイプのラノベ作家へとジョブチェンジいたしました。ダイエットのやり方は非常に単純で、食事を一日一食に減らし、炭水化物と揚げ物をカットするだけ！　メニューはだいたい蒸した鶏肉と豆腐とサラダのみ。あとは一日十数キロ歩いて、軽く筋トレすればＯＫ。真似していただければ、誰でも激ヤセするか、死ぬかすると思います！


    　これはえくすとらな余談なのですが、食事から炭水化物をカットすると、おならが猛烈に臭くさくなります。ダイエットだけでなく、おならの攻撃力を強化したい人にもおすすめです。目指せ、スリムボディ！　目指せ、スカンク！


    



    　さて、近況の報告も済んだところで、謝辞えくすとらに移らせていただきたいと思います。


    　担当編集の岩いわ浅あささま。今回の『人生　えくすとら』は、アニメＤＶＤの特典小説を加筆修正したものなのですが、原稿のチェックのみならず、アニメ関係の作業に関しても、大変お世話になりました。本読み（アニメの台本に関する打ち合わせのようなもの）、アフレコ、毎週のようにお会いして、まさに二人三脚の日々だったと思います。


    　これはえくすとらな余談なのですが、岩浅さまには僕が書いてはいけないことを書いてしまったときに、人知れず未然に刈り取っていただいてます。今回は書いてはいけないことが、豊作となってしまい、倉庫がいっぱいになるレベルで刈り取っていただきました。本当に申し訳ございません。悪気はないんです！　たぶんエルニーニョのせいです！


    



    　そしてガガガ文庫野の村むら編集長にもお世話になりました。デビュー時から、気にかけていただき、僕が生きながらえているのは、野村編集長のおかげと言って過言ではないのですが、とくにアニメ関連では様々な部分で矢や面おもてに立っていただき、本当に感謝しております。


    　これはえくすとらな余談なのですが、ニコニコ生放送にてガガガチャンネルという番組をされており、たまに僕も出演させていただいているのですが、その折に、編集長からの「川かわ岸ぎしはおもしろいこと話すんだろうなあ」的プレッシャーが半はん端ぱないです。出演の依頼をいただいてから、出演までの日々、プレッシャーで震えてすごしております。食欲も減退し、蒸した鶏肉と豆腐とサラダに箸はしが進みません。もしかしたら毎日同じメニューで、飽きただけの可能性もありますが。


    



    　イラストを描いていただいているななせめるちさま。この『人生』シリーズにビジュアルを与えていただき、命を吹き込んでいただきました。ななせさんにイラストを担当していただいてなければ、アニメなどのお話をいただけることもなかったんじゃないか、と思っております。どれだけ感謝しても感謝し足りないです。


    　これはえくすとらな余談なのですが、アニメのイベントでご一緒したときに、雑談で「○○さんってちょっと不思議っぽいですよねえ」などと話されていたのですが、僕はその発言者であるななせさんが一番の不思議ちゃんだと思っています。その日も自動改札機に引っかかりまくってました。今後もそのままの不思議なななせさんとして、春夏秋冬折々のタイミングで自動改札機に引っかかってほしいです。


    



    　そしてコミカライズを担当していただいた松まつ山やませいじ先生にも謝辞を。


    　非常にすばらしいコミカライズをしていただき、ありがとうございました。本当に楽しくて、純粋に一読者として楽しませていただきました。


    　これはえくすとらな余談なのですが、小学館の謝恩会であいさつをさせていただこうと、漫画家さんたちがいるスペースへと向かうのですが、毎回、発見できません！


    　次こそは発見したいと思っているのですが、もしかしたら、松山先生は実在しない。もしくは、近づくと消えてしまう蜃しん気き楼ろうのような存在なのではないか、と思いはじめている次第です。次こそは松山先生を見つけてみせるぞ！


    



    　そしてアニメ関係の方々にも謝辞を。僕はアニメに関しましては一部しかタッチしておらず、全容はわからないのですが、川かわ口ぐち監督をはじめとして、たくさんの方々にお世話になっていることだと思います。アニメのＢＤ＆ＤＶＤは本当に一生の宝物です。素敵なアニメをありがとうございました！


    　これはえくすとらな余談なのですが、アニメの中で挿入歌として３巻で書いたコガネンの歌を使っていただきまして、その結果、作詞者としてカラオケ印税が入ってきました。いまさらながら、こんなことなら、もっと歌うシーンを増やしておけばよかった。なんだったら、ミュージカルでもよかったんじゃないかと思っております。川かわ岸ぎしが叫びたがっているんだ！


    



    　そして、そして、なにより本書を購入してくれた読者のみなさまに最大の謝辞を。


    　このようにまた改めて『人生　えくすとら』で謝辞を書かせていただけていること自体、支えていただいたみなさまのお力あってこそです。とくにこの巻まで買っていただけているということは、全巻そろえていただいている方もいることでしょう。本当にありがとうございます。僕はね、全巻そろえてくれる人が大好きです。三度の飯より全巻そろえてくれる人が好き、ゴッホより、ピカソより、全巻そろえてくれる人が好き。


    　これはえくすとらな余談なのですが、最近ですね、『勇者と勇者と勇者と勇者』というシリーズも書いておりまして、こちらも読んでいただけると、さらに好きです。


    　それから『人生』関連では『人生　ぷち』が読売中高生新聞さまにて、毎週連載中でございまして、リアル中高生たちの悩みに、答えたり、答えなかったりする約四ページのショートバージョンでお送りしております。


    　紙面の一ページ前あたりでウーマンラッシュアワー・村むら本もとさんや、サッカーの川かわ島しま選手などが答える人生相談コーナーをやっているので、非常に厳しい相談の取り合いが展開されております。なんという敵の強さよ。勝てるか！　ダンディー・ユナイテッド所属やぞ！　こっちは一切、ダンディーじゃないのに！　こちらも中高生以外も購入可能ですので、手に取っていただければと思います。


    



    　以上、余談ばっかりのあとがきえくすとらでした！　関係各位のみなさま、本当に、本当に、ごめんなさい！

  


  
    ※本書「えくすとら　１」～「えくすとら　７」は、２０１４～２０１５年に発売された『人生相談テレビアニメーション「人生」』アニメＢＤ、ＤＶＤ初回限定版に付属した特典小説を加筆修正し、再編集したものです。

  


  
    川岸殴魚


    Ougyo Kawagishi


    



    本来、ここには僕の著者プロフィールが入る予定でしたが、暴力団との関係が赤裸々に書かれていたためにボツとなってしまいました。やむをえず、ブラジルのことわざを掲載します。「ガラスの家に住む者は、石を投げてはいけない」この言葉を肝に銘じ、今後は適切な著者プロフィール作りを心がけます。
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